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　世界は闇やみに包まれていた。




　それは、すべての物質に精せい霊れいが宿っている世界の物語。

　世界は人間界と精霊界の二つに分かれていた。物質は人間界に、精霊は精霊界に。

　花には香りの精霊、鳥には歌の精霊、そして鉄の剣にも……




　そんな世界が闇に包まれた理由は魔ま界かいの王だった。

　魔王は人間界の秩ちつ序じよの象徴シンボルであった姫をさらい、牢ろう獄ごくの暗闇に閉じこめたのだ。

　二つの世界は荒こう廃はいし多くの魔物が出現した。




　姫を魔王から取り戻すべく多くの勇者が立ちあがった。

　しかし、魔王の強大な力の前に敗れ去り、帰き還かんする者はいなかった。




　人々は絶望の冬の中、希望の光を待ち望んでいる。

　そう、囚とらわれの姫を解放する希望の光となれるのは──

　──あなたしかいない。
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　大きく息を吸い込むと水と塩素の匂においがした。真っ青な空と白い積せき乱らん雲うんが見え、生徒たちの笑い声が聞こえた。

　スイカ模も様ようのビーチボールで遊んでいる女子生徒たちが黄色い声を上げている。プールサイドで寝ている生徒の姿もあった。水泳の授業は、先ほど言い訳程度のタイムトライアルをした後、自由時間となっていた。

　福ふく原はらは暑さから逃のがれるように、プールの縁ふちに座り足を水につけて時間を潰つぶしていた。このぬるまったプールの水は、現在の自分の状況を表現しているように感じた。目的を達成する目星もつかないままただ待たい機きしている緩ゆるんだ状態。現状維い持じ。

　囚しゆう人じんゲームに身を投じつつも、未いまだに何も手に入れていない現状に焦じれていた。この緩んだ時間の中、妙な息苦しさを感じる。

　囚人ゲームという底なし沼。足の先だけ水につけているつもりでも、いつの間にか全身が浸つかっており、抜けだそうにも抜けだせない。さらに沈んでいき窒ちつ息そくする……。

「ああっ」

　縁に座っていた福原は、いきなりガクンとバランスを崩くずしてプールに転落した。

　福原が必死にもがいて水面に顔を出すと、由ゆ紀きがへらへらと笑っているのが見えた。

「あはは、びっくりした？　びっくりしたでしょ」

「……おまえな」

　福原はゲホゲホとむせながら、足を引っ張った由紀を睨にらんだ。

「ねえねえ、五十メートル競争しようよ」

　由紀は福原に水をかけながら言った。

「嫌だよ、もう腹減って力が入らない。だからみんなプールサイドで休んでるだろ」

　由紀はビーチボールで遊んだりバタフライの練習したりと、ずっとプールに入っていた。

「だからって、プールサイドでトランプやることないじゃん。速はや見み君たちとずっとポーカーやってたでしょ。まあトランプで遊んでもいいんだけどね。最近、福原はそういうのオープンにするようになったよね。前は優等生ぶってて、そういうの表でやらなかったのにね。いいと思うんだよ、こそこそするよりは。でも、体育の授業中なんだからもっとプールの中にいようよ。ビーチボール遊びに飽あきたから福原と遊んであげるから」

「競争はいいよ、疲れるから」

「負けるの怖こわいんでしょ。ハンデあげてもいいよ。十メートルくらい」

「いいのか、十メートル先の俺おれを抜かせないぞ」

「大丈夫だよ。やる気のない福原よりも速く泳げるから」

　由ゆ紀きはニヤニヤと笑っている。陸上部に所属する由紀は体力だけはあるのだ。

「俺おれが十メートル先からスタートするとするだろ。で、由紀が十メートル地点に来たときには、俺は少し先のポイントに進んでいる。そして由紀がそのポイントに到達するころには、俺はさらに先に進んでいる。ずっとそれを繰り返すと、先にゴールに着くのは俺だろ。そう考えると、俺がどんなにトロく泳いでも、由紀が俺に追いつくことはできないと思うんだ」

　福ふく原はらの話に由紀が首を傾かしげている。

「……そういえばそうだね。どうやって抜かせるんだろ」

「だから、ハンデの時点で俺の勝ちってことで」

　プールから上がろうとした福原の腕を由紀ががしっとつかんだ。

「ねえ福原、陸上でもその理論は成立するの？　ねえ、問題はスタートダッシュってこと？」

「……あのな由紀、この話は有名なパラドックスなんだ。ベースにアキレスと亀かめの話があって、分割を利用したパラドックスとなっている。数には有限と無限の二種類がある。それで……おい、今舌打ちしただろ」

「だって、うざかったんだもん」

「おまえなあ」

「いいよ難しいのは。現実的に抜かせるんだったら、そのシステムとか知る必要はないの……あ、亜あ衣い！」

　由紀がプールの外を見て叫んだ。

　プールのフェンスの向こうで手を振っている女子生徒は由紀の妹の亜衣だった。妹は中学生だが、中等部の校舎もこの敷しき地ち内ないにあるのだ。

　由紀はプールから上がると、フェンス越しに亜衣と話し始めた。どうやら亜衣は美術の授業で写生をしているようだ。亜衣が一瞬だけこちらに視線を向けてにこりと笑った。

　亜衣の背後には女子生徒が立っている。髪をポニーテールに結んだ小柄な生徒は舞まいだった。

　福原はプールの中から手を振ったが、舞はこちらを睨にらんだだけだった。周囲の視線があるところで話しかけられるのを極端に嫌がるため、学校内での密みつ会かいは屋上でだけなのだ。

　ただし、ふたりはあのゲーム以降、急速に接近していた。

　最近の福原と舞は学校外で会うようになっていた。そして、行っているのは妙なトレーニングだった。もちろんパルス能力関連で、特殊な機器にデータを照しよう射しやするといったものだ。

　福原がデータを送信し、機器がそれを受け取る。最初は機器の画面にランダムな模も様ようを表示させることしかできなかったが、今では画面に色をつけた絵を表示できるまでになった。データ信号をデジタル的に管理できるようになったと、舞は説明していた。

　いわゆるＥＳＰのような超能力テストに似ている。

　シンプルなトレーニングだったが、それでもパルス能力を自分の力で操そう作さできるようになってきた実感があった。パルスのコントロールは囚しゆう人じんゲームの必ひつ須す条じよう件けんだ。ゲームを続行して目的を達成するには……。

　福ふく原はらの脳のう裏りに姉の顔が浮かんだ。夏に由ゆ紀きと三人でプールに通ったことを、ふと思いだした。昔の夏の記憶。泳げない姉はプールの端はしに突っ立って体を水に浸つけているだけだった。

　ぼんやりと立ってた福原は、ふと背後に視線を感じて振り向いた。

　少し離れた場所にいた立たち花ばな飛鳥あすかが、すっと目を逸そらした。

　飛鳥はプールサイドの壁かべに寄より掛かかりながら体をただ水につけている。緩ゆるやかにウエーブした髪の先からポタポタと水滴が垂れ落ちていた。

　飛鳥はこの自由時間、こうしてずっとプールの隅で身動みじろぎせずに立っているのだ。

　福原が近寄っていくと、飛鳥は体を隠かくすような仕し草ぐさをした。

「……なに？」

　あのチェスのようなゲームから一週間ほど経っていたが、飛鳥とはまともに会話をしていなかった。時間の経過と共に飛鳥の傷も福原の精神的ダメージも消えたが、ふたりの間の変な気まずさだけは消去されずに残っていた。

「えっと……その水着似合うじゃないか。デザインもいいし。どこで買った？」

「……購買」

「髪切っただろ。雰ふん囲い気き変わったよな」

「切ってない」

「プールの授業は楽しいか？」

「……ええ」

「もうすぐ期末テストだな」

「……ええ」

「今日はいい天気だね」

「……ええ」

　ふたりは視線を微妙に逸らしたまま沈黙した。

　この妙な空気の原因はどこにあるのだろうかと考えた。ふたりの間の空間データが歪ゆがんでいる。先ほどのスムーズに流れた由紀とのコミュニケーションとは違った。今まで感じたのことのないもどかしさ。この感情はなんと表現すればいいのだろうか。

　飛鳥は視線を下げて、手のひらで水を叩たたくような仕草をしている。暑いのか少しだけ顔が赤らんでいた。

　妙な雰囲気に耐えられず、福原がプールから上がろうと背を向けると、飛鳥が口を開いた。

「……ありがとう」

「え？　あ、そのスクール水着褒ほめたこと？　胸にちゃんと立花ってネーム入れてるところがポイント高いよな。他の女子はデザイン気にしてつけなかったり競泳用着たりしてるのに」

「違う」

「この前、屋上で飯めし食ってる立たち花ばなにエビアンおごってやったことか？　あれ、実は舞まいが渡せって妙な気を遣つかったんだよな。それにしても、立花って水ばっかり飲んでるよな。冷蔵庫にミネラルウォーターしか入ってないって舞が言ってた」

「そうじゃなくて……あのときのこと」

　飛鳥あすかが少しだけ怒ったように福ふく原はらを見た。

「あれは、お互い様だろ。それにゲームには失敗した」

「それは関係ないわ」

「それに、俺おれは自分のためにゲームをやってる。だから、ゲームを成功させるために結果的にそうなっただけだよ」

「最近、舞と一いつ緒しよに訓練してるの？」

　飛鳥が、由ゆ紀きとフェンス越しに言葉を交わしている舞を見た。

「ああ、変なトレーニング。機械の画面に文字を書いたり色をつけたりするような」

「……そう」

　飛鳥が眉まゆをひそめた。何か不安を感じているような心配げな表情だった。

「がんばってね」

　飛鳥はそう言うと、背を向けてプールから上がっていった。

　プールサイドで膝ひざを抱えて座り込んだ飛鳥を目で追っていると、由紀がプールにどぽんと飛び込んできた。

「亜あ衣いが、ジョンが寂さびしがってるから家に遊びに来てくださいって言ってたよ」

「舞と亜衣ちゃんは知り合いなのか？」

「だって、このまえ舞ちゃん家に泊まったじゃん。そのときに仲良くなったのかもね。礼儀正しい子で、お母さんにも気に入られてたよ。亜衣とはクラスは隣だけど、美術は二クラス合同でやるから一緒に行動してんじゃない」

　この前のゲーム関連で、気を失った舞を由紀の家に運んだのだった。少々嫌な気分だった。囚しゆう人じんゲームが日常に浸しん食しよくしているような感覚。

「ねえ、今度みんなで海でも行こうよ」

　隣の由紀は無む邪じや気きに笑っている。

　プールサイドを向くと、こちらを見ていた飛鳥がすっと視線を逸そらすのが見えた。




　　　　　　　＊




　プールに浮かんでいるような気がした。生徒たちが泳いだデータや、感情までも溶け込んでいるプールの水。

　──データの海に似ていますね。

　あの声だった。福ふく原はらが感かん染せんした精神に作用する存在。パルスは意い思しを持っている。精神の世界のデータの漂ただよう海から、この物質の世界に出てきたのだ。

　福原は真っ黒な海を漂っているイメージを見た。

　感情も心もこの海にあるのです。いえ、この海にしかないのです。あなたがた人間はこの海から感情や心を引きだしているのです。

　海にはそんなデータが詰まっています。広大な海です。

　私はこの世界に出てきたときに、海の一部を持ってきました。その海はあなたの体の中にあります。

　あなたは水みず瓶がめなのです。

　水瓶の中にデータの海が満ちています。小さな海を持っているのです。

　あなたは小さな海です…………。

　福原は目を開けた。薄暗い自分の部屋だった。

　わずかに開いたカーテンの隙すき間まから外がい灯とうの光が漏もれている。

　こうして暗い部屋にいると昔を思いだしてしまう。姉とふたりきりで過ごしてきた時間。ふたりでいたときよりも、ひとりでいるほうが姉のことを考えてしまうのは何故なぜだろう。

　姉はよく外を見ていた。出で窓まどに座りじっと夜を目に映うつしていた。

　姉のことを考えると心臓がずきんと痛んだ。

　──私では姉の代わりになりませんか？

　同じようなものではないですか。どうせ窓際ぎわにおいてある人形だったのでしょう？

　たまに眺ながめて、一方的な会話をして微笑ほほえみかけるだけの存在。繫つながっていなかったのです。言葉も笑顔も空からっぽでした。

　それだったら私にでもこなせます。あなたの冷たい態度に泣いたりもせず、誕生日にプレゼントをねだることも、髪を切ったことに気づかなくても怒ることはありません。

　──空っぽの姉の代わりに空っぽの私を。

　福原は頭を振って立ちあがった。コーヒーを取りに冷蔵庫に向かいかけて、ふと振り向く。ベランダのカーテンを開けてみると、やはりいた。

　階下の道路に人影が見え、窓を開けた福原に気づくと小さく手を上げてみせた。

　福原は玄関のドアを開け、階段を駆け下りマンション裏の路ろ地じへと出た。路地の電柱の脇わきに舞まいが立っており、にこりと笑った。

「チャイム鳴らせばいいじゃんか。面めん倒どうだったら携帯でもいい」

「ここに立ってれば気づくと思ったのよ」

　舞は青いワンピース姿でニットの鞄かばんを提さげている。

「俺おれの舞センサーで？」

「馬ば鹿かね」

　舞まいが睨にらんだが、いつもと様よう子すが違った。

「どうした？　今日は用事があるから、トレーニングはしないって言っただろ」

　時刻も中学生が出歩くには遅い時間だった。

「その用事は終わったの。だからここに来たの」

「そっか。じゃあ家に来るか？」

「あの公園に行きましょ」

　舞がコツコツとミュールの音を響かせ路ろ地じを歩いていく。

　福ふく原はらはそばの自動販売機でコーヒーとウーロン茶を買ってから公園へと入った。いつもどおり人がいない公園だった。

「風が強いね」

　舞がワンピースのスカートを押えている。

　福原は舞にウーロン茶を渡してから、缶コーヒーのタブを開けた。風に揺れる木々の葉の音が聞こえている。空を見ると激しい勢いで雲が流れていた。嫌な感じの蒸むし暑あつさがあった。

「今日の用事はなんだったんだ？」

「……うん」

「これからトレーニング？　ちょっと時間が遅いだろ」

「トレーニングじゃないわ」

　舞の態度は煮え切らない。

「今日、写生してただろ。どんな絵を描いた？」

「南校舎よ。直線的で描くのが楽だからね。そういえば、プールで飛鳥あすかと話してたじゃない。前回のゲームのレポートを見たけど、飛鳥とも協力したようね。偉えらいわ福原。飛鳥とも仲良くなったでしょ」

「誰だれもがそう思うよな。でも、そうじゃないんだ。なんていうか、あいつの態度が素そっ気けないっていうか、返事がカタコトなんだよな。俺の持ってる炊すい飯はん器きのほうが、ご飯が炊たきあがりました、とか丁てい寧ねいな口く調ちようで、その上ご飯も炊けるんだぜ」

「元々、飛鳥はコミュニケーション下手へたじゃない」

「やっぱりゲーム失敗を怒ってるのかな」

「怒ってはないと思うわよ」

「じゃあ、あのぎこちなさの原因はなんなんだ」

「福原もある意味、女性とのコミュニケーションに問題があるのよね」

「はあ？　俺おれは普通だけど。異性との交流はいたってノーマル」

「興味本位で買ったローションを裸はだかにした幼おさな馴な染じみに塗りつけて感触を確かめたり、それだけじゃ飽あきたらず、無む理り矢や理りパンストを穿はかせて、ストッキングの感触とローションの感触は両立できるのかと、女の子を研究対象にするようなコミュニケーションがノーマル？」

「それは子供の頃の話だ」

　憮ぶ然ぜんとする福ふく原はらに、舞まいがピッと立てた人差し指を向けた。

「福原とは短い付き合いだけど、女の子との交流に関しては弱点があることがわかった。確かに頭の回転が速く会話も柔じゆう軟なんにこなせ、細かいところに気づくし場の空気も読める。でも、福原のコミュニケーションは基本受け身なの。要するに守備的。思いだして、過去に福原の周囲にいた異性を。あの幼おさな馴な染じみやお姉さんなど。彼女たちは積極的に福原に介かい入にゆうしてきた。だから福原は、相手の提てい示じしたコミュニケーションに対して上手うまく対応しようとする癖くせがついている。年上に好かれるタイプね。ほら、例えば美人の担任の先生のように」

「その話はもういいよ」

　福原は顔をしかめた。

「でも、飛鳥あすかのように消極的なタイプに対しての介入は下手へた。相手が守っていると、どう攻せめていいかわからない。空から回まわりしてしまう。まるであなたの麻雀マージヤンの打ち筋みたいね。打ちだされたデータがないと何もできない」

「麻雀とか関係ないだろ。女はすぐに論点をずらす」

「要するに、結論としては女心がわからない、ということかしら」

　舞はクスッと笑った。

「わかるよ女心程度。だって、俺おれは人の心を読める能力を持ってる」

「あら、じゃあ私が今何を考えてるかわかるの？」

「わかるさ。じめじめして暑いなあ、とか」

「ふーん」

「一分間に七十五回ペースで小さな舞の心臓が鼓こ動どうしている。大きな瞳ひとみの瞬まばたきはこの三秒間に七回で、二分三十五秒前からずっと俺に焦点を合わせている。額ひたいに発はつ汗かん、ピンク色の唇は乾き気ぎ味み。……要するに舞は俺に恋してる」

　福原は舞の瞳を見つめた。

「ねえ福原」

「どうした舞」

　舞が目を逸そらさずこちらを凝ぎよう視ししているので、福原は少々困こん惑わくした。

「最近私とやったトレーニングの能力を昇しよう華かさせると、本当に人の心だって読めるのよ」

　データの照しよう射しや訓練のことだ。離れた場所にある機械にデータを送信するのだ。

「あれはデータを送っただけだろ。要するに電波の代わりにパルスの振しん動どうを送った」

「あれは照射というよりデータのフィードバックの訓練だったの。フィードバックでわかる？　出力の結果を再び入力部に戻して、情報を原因に反映させて調整すること。エアコンの温度調節のようなものね。部屋を冷やしすぎたら自動的に冷気を止めるでしょ。エアコンによって温度が下がった部屋の情報をフィードバックさせているということ。だから、データを送り、同時にデータを受け取るの。それを機械じゃなく人間でできたら心も読めるはずでしょ。メルヘンチックに言うと、繫つながってる、ってこと」

「赤い糸みたいなので？」

「パルスの糸というべきかしらね」

「で、そのトレーニングで繫がる能力を高めてどうしろと？　あれは、舞まいの意い思しじゃないよな」

「そうよ。囚しゆう人じんゲームの管理サイドから提てい示じされたの」

　舞はウーロン茶のペットボトルを開けることなく手に持ったまま立っている。

「なあ舞、そろそろ要点を言えよ。今日の舞はちょっとおかしいぞ」

　福ふく原はらがじっと見つめていると、しばらくして舞は口を開いた。

「ゲームが提示されているの。囚人ゲームよ」

「……だろうと思ったよ。強制的に参加をさせられるとか？　それとも危険なゲームか？」

「参加は自由意思なの。それに、離り脱だつも自由と危険度の低いゲーム」

　福原は少々力が抜けた。ゲームの参加の意思がこちらにあるのなら、そう深刻になる必要はないはずだ。

「確かに危険度は低いっていっても、前回のゲームの例もあるよな。いつの間にか抜き差しならなくなっているとか。それは気をつける必要はあるか」

「危険度は、前回ゲームよりも低いと思う。詳くわしい内容はまだわからないけど、たぶんそれは事実」

「じゃあ、何が気にくわないんだ？」

　福原は、未いまだ表情の優すぐれない舞の肩かたに手を置いた。

「心配なのよ」

　舞が上うわ目め遣づかいにこちらを見た。

「大丈夫だよ。次はもっと上手うまくやる。それに、変なゲームだったら参加しなきゃいいだけだ」

「この前のゲームのレポートを見たって言ったでしょ。福原はゲームには上手く対応できていたわ」

「まあな。失敗したのは運がなかっただけだ」

　ゲームのゴールはすぐ手に届く所にあったのだ。しかし、舞は首を振った。

「違うわ。失敗したのはあなたの詰めの甘あまさ。人間的な甘さよ。だってゴールする気になったらゴールはできたもの。プレイヤーの火ひ野のさんや飛鳥あすかを捨ててね」

「……舞はそのほうがよかったと思うか？」

「そうよ。囚人ゲームのプレイヤーとしてはね」

「さっき舞は……」

「今の私は、囚人ゲームのエージェントとしての意見を言っているの。人間的な甘さは、囚人ゲームにとってマイナスにしかならない」

　舞まいの視線は冷たかった。

「提てい示じされた囚しゆう人じんゲームは？」

　福ふく原はらは静かに言った。

「変わった感じのゲームなの。それにインターバルが短すぎる。だから、できれば避さけたいゲームだった。ゲームにおいて福原自身は確かにリスクが少ないようには見えるのだけど……」

「ゲームをすることに変わりはないだろ」

「正確にはゲームプレイヤーは福原じゃないらしいの」

　福原は舞の言葉に顔をしかめた。意味がわからなかった。

「ゲームプレイヤーが福原を指名したということらしいわ」

「真のゲームプレイヤーがいるということか？」

　どういうことだろうか。福原はただ手伝うだけというのなら、確かにリスクなど存在しない。しかし、舞の暗い表情は何を意味しているのか。

「ゲーム開始は今日の午前零れい時じ。それまでにゲーム参加の意い思し表ひよう示をしなきゃいけない」

「……あと二時間ほどじゃないか。急すぎるだろ」

　ゲーム参加の覚悟を決めるには短すぎる時間だった。今回は参加を見送ってもいいかもしれない。前回のゲームの例もある。リスクの少なさにつられるのは危険だった。目標を達成するためにも、参加をするゲームの選択は慎しん重ちようを期するべきなのだ。

「内容はほとんど知らされていない。知ってることもゲームに参加をしてスタート時刻を過ぎてから言うことになってるの」

「俺が決められるのは、ゲームに参加をするか否いなか、だけか？　ゲームの概要がわからないまま、参加の意思を見せろと」

「事前に福原が見ることのできる情報はこれだけ。これでどのようなゲームかを予測して、二時間以内に返事をする」

　舞が鞄かばんから取りだしたものは真っ黒にペイントされた平べったい箱状のものだった。

「トレーニングで使った機器か？」

　それと比較すると少々大きかった。携帯ゲーム機のような形状。

「基本的にはトレーニングに使った機器と同じシステム。デジタル信号の送受信ができるの」

「どっかの携帯ゲーム機みたいだな」

「それをベースに改造したらしいわよ。だから基本はシンプルな携帯ゲーム機器」

　福原は舞からゲーム機を受け取りつつ考えた。福原はテレビゲームの類たぐいは苦手だった。ゲームセンターでもビデオゲームは脱だつ衣い麻雀マージヤンしかやったことがない。格かく闘とうゲームもレーシングゲームもほぼ初心者だ。

　板チョコレート形のゲーム機にはボタンの類は見あたらない。メーカーのロゴなどの表記もなく、表に正方形の液晶画面がついているだけのシンプルなデザイン。画面はまだ真っ黒だった。

「シューティングゲームでもやるのか？」

　福ふく原はらは真っ暗な液晶画面を見つめて軽かる口くちを叩たたいたが、舞まいはただ首を振った。

「側面にスイッチがあるでしょ。それで電源が入るの」

「入れていいのか。いきなりゲームが始まるとか」

「大丈夫。表示されるのはたとえるならゲームのデモといったところ」

　舞は複雑な表情で福原を見ている。

　福原はそんな舞を横目にゲーム機のスイッチを入れた。

　カチリと音がして、液晶画面が光を帯びる。茶色く柔らかい明かりが画面の向こうを満たした。

「…………」

　福原は液晶画面を見つめて息をのんだ。

「どうする？」

　舞が視線を向けずに聞いた。

「……やるよ。どんなルールだとしても、俺おれはこのゲームをやる」

　福原は画面の中のそれを凝ぎよう視ししたまま言った。
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　雑音の混まじった風の音が聞こえた。

　福ふく原はらは公園の中に立ったまま空を見上げていた。月が風に流れる雲に隠かくれたり出たりを繰り返している。ほぼ満月だった。

「この公園、人がまったく来ないね」

　ゲーム参加の決意を見せてから、沈黙する福原と対照的に、舞まいは饒じよう舌ぜつに喋しやべりだしていた。

「この公園で一いつ緒しよにトレーニングをしたときも誰だれも来なかったし。何故なぜかしらね」

「数年前に首つり自殺があったんだ。だから誰も近寄らない」

「そうなんだ」

「あとどれくらい？」

「三十分くらい。そろそろセッティングをしなきゃ」

　舞は福原の左手首に腕時計のようなものを巻いた。

「これはね、ゲームが終わるまで外しちゃ駄だ目めなの。私もつけなきゃいけない。プレイヤーやエージェントを判別するような機器らしいわ」

　舞はゲーム機を持って歩きだした。屋根付きベンチの下に行くと、そこの木製のテーブルを調べる仕し草ぐさをしてから、中央付近にゲーム機を丁てい寧ねいに置く。

「この場所にゲーム機を合わせるよう言われている。この場所がスタート地点」

「ん、ゲーム機の場所に意味があるのか？」

　福原は疑問を感じつつベンチに腰を下ろした。焦じれていても仕方がない。ルールの説明はゲームがスタートしてからなのだ。

「きっと、あの能力を使うと思うのよ」

　ゲーム機のセットを終えた舞が福原の隣に座った。

「データの転送能力を？」

「ええ。トレーニングに使用した機器と同じシステムだもの」

「だから、俺おれにそのトレーニングを？」

「きっとそうね。過去のゲームにおいて、福原はその方面の能力に秀ひいでていることに囚しゆう人じんゲームサイドが気づいたのね。転送能力プラス空間のデジタル処理能力。前回ゲームで画面のデータ管理をしたのもそうだし、アイマスクをつけたまま私を青あお山やまさんの家に運んだのを覚えてるでしょ。あれは空間をデジタル的に処理していたから目に頼らず歩けた。私は覚えてないけどね」

　福原は思いだした。あの屋上で一瞬だけ目にした光景。空間の物質全すべてがデジタル的なデータとして目に映うつったこと。コンクリートや鉄てつ柵さくのフィールドデータの他、人間も風も月の光まで数値で表現されたかのようなそんな一瞬の光景。

「このゲームは俺おれのために作ったのかな」

「福ふく原はらのためだけではないと思う。でも、福原の参加を促うながすような設定はされているわよね。初心者向けのゲームとは違い、徐じよ々じよに参加者側に合わせたようなゲームのセッティングとなるのよ。だから……」

「だから……か」

　福原は立ちあがりテーブルの上を見た。ぽつんとゲーム機が置いてある。

　ゲーム機の画面にはキャラクターが表示されている。裸はだかの女の子のキャラクターだった。暗くら闇やみで膝ひざを抱えて座っている裸の女の子の絵。ただそれだけだった。

　しかし、福原はそのゲームキャラクターを知っていた。

　福原は胸の痛みを感じながら画面を見つめた。画面の向こう側の彼女は、時とき折おり頭や手足を小さく動かしつつも、ただじっと座っている。頭を動かしたとき一瞬だけ寂さびしそうな表情が見えた。紛まぎれもなくあの彼女のものだった。

「……オリビア、か」

　福原はあのゲームを思いだした。姉を捜さがすために行ったゲーム。その過程でバベルという檻おりの中で出会い別れた少女だった。オリビアというゲームの登録名だけで、本当の名前も知らない女の子。

　オリビアはゲームの失敗により、バベルからも存在を消し、あれから福原がいくら調べても行方ゆくえはわからなかった。しかし、その彼女が現在ここにいる。画面の向こう側のここに。

　このゲーム機は、画面を通してオリビアのいる場所を映うつしているのだろう。しかし、何故なぜこのような形態をとるのか。そして舞まいの言葉。本当のゲームのプレイヤーは福原ではない、と。

「オリビア」

　福原は声をかけたが、まったく反応はない。やはりこちらの言葉は届かないのだ。

　そんな福原を、舞が心配げにじっと見つめている。

「もうすぐスタートの時刻よ。何が起こるかはわからない。だから……」

「大丈夫。俺は落ち着いてる。余計な感情を挟はさむことはない」

　ゲームルールを知ることが最重要事項なのだ。冷静にならなければいけない。

　いつの間にか風がぴたりと止まっていた。セミの声と犬の遠とお吠ぼえが聞こえた。舞が、福原の顔にだらだらと流れる汗をハンカチでぬぐった。

「福原の弱いところね。いくらポーカーフェイスを作っても、揺れてる心がわかっちゃう」

「時間は？」

「……あと三分」

　福原はごくりと唾つばを吞み込んだ。このような日常生活に近い場所で行う囚しゆう人じんゲームは想像がつかない。

　画面のオリビアは身動みじろぎせずに座っている。茶色い明かりに照らされた裸ら体たいは血も体温も感じさせなかった。画面越しに彼女の不安や怯おびえだけが伝わってくる。

「もうすぐよ」

　公園脇わきの道路を車が走り抜けていくのが見えた。福ふく原はらは反射的に屋根付きベンチの柱の影に身を隠かくした。

　そのとき、いきなり甲かん高だかいファンファーレが響き、ぎょっと体を硬こう直ちよくさせた福原に、隣にいた舞まいが反射的に抱きついた。

『パンパカパーン！　ゲームのスタートでーす。ゲーム機、ちゃんと指定の場所にセットしてますかー？　セットしたら触さわらないでね、触らないでね』

　音はゲーム機からだった。脳のう天てん気きな人工音声が響いている。ゲーム機の画面はチカチカと青白く点てん滅めつを繰り返し、アニメ調のキャラクターを表示させた。それは擬ぎ人じん化かされた熊のようなキャラクターだった。鎧よろいを着たぬいぐるみのような熊をアニメ調にデフォルメしている。毛皮の色は蛍けい光こう色しよくの青と気き味みが悪い。

『えっと僕のこと見えてます？　このゲームの公式マスコットキャラクターのベアラといいまーす。私、熊をイメージしてるんですよね。で、通称ベアラです。類似キャラクターに注意してください、こっちがオリジナルです。あと、画面が見えなかったらその場で手を上げて待たい機きしてくださいね。エージェントの方がフォローしますので』

　福原は腕を握ったままの舞を見つめた。舞は小さくうなずいた。

『…………問題ないようですね。では続けます。そばに誰だれもいないことを確認してください。ちょっと深刻なことなんです』

　ベアラはきょろきょろと辺あたりを窺うかがう仕し草ぐさをした。福原も横目で公園を窺ったが人影はない。

『私たちの王国のことなんです。農業が盛んで特にぶとうが特産物なんです。それで独自のブランドワインなんかを作ったりして国家的には潤うるおっていましてね、まあ、国民の皆さんも平和に過ごしてました。

　その王国には綺き麗れいなお姫様がいるんですよ。金髪で真っ白な肌はだ、上から89・55・86のナイスバディーです。王国の象徴シンボル的てきな姫ひめ君ぎみだったわけです。姫君の周りには沢たく山さんの花が咲き乱れ、鳥は歌い、沢山の妖よう精せいが飛び回っていました。

　ところがです、その可か憐れんな姫君の噂うわさを聞きつけた悪意ある存在がいたのです……』

　画面が薄暗くなった。そしてベアラは消え、代わりにドレス姿の女性が表示された。王国の姫のイメージだろう。画面の姫は椅子に座り歌を口ずさんでいる。姫の周りを妖精がぱたぱたと飛んでいた。

　画面に突とつ如じよ真っ黒い影が出現した。それは竜たつ巻まきのように渦うず巻き、悲鳴を上げる姫を飲み込んでしまった。そのまま姫もろともフェードアウトし画面から消えた。

　誰もいなくなった画面に、再びベアラがとぼとぼと戻ってきた。

『三日三晩続いた嵐あらしが晴れたときには、姫ひめ君ぎみは周りにいた妖よう精せい共とも々ども消えてしまっていました。暗雲は魔ま界かいの存在だったのです。魔王が姫をさらったのです』

　ベアラはがくっと膝ひざをついた。

『……それからというもの、王国は災わざわいばかり起こります。ブランドワインのイメージキャラクターだった姫がいなくなったことでワインの価値は暴ぼう落らくし、経済は麻ま痺ひ状じよう態たい。王様も心しん労ろうから病やまいに伏ふし、姫君のファンクラブも解散してしまいました』

　画面が暗あん転てんしていく。そして真っ黒になったとき、ベアラの叫び声が聞こえた。

『誰だれか助けてくださーい！』

　ベアラが画面の中央で叫んでいる姿がスポットライトに照らされている。

『……と、いうことです。姫を魔王から救いだすナイトを募集しているのです』

　福ふく原はらはベアラの言葉をじっと聞いていた。馬ば鹿かげたイメージに重要なことを隠かくしている可能性があるのだ。

『姫を救いだしてください。姫がいる場所を探して、囚とらわれの姫と出会うことができればゲームクリアーです』

　福原がまずイメージしたのはオリビアのことだった。囚われの姫とはオリビアなのではないだろうか。

『……ただし、姫を救出するに当たって、必ず魔王が立ちふさがります。必ず対決することになります。魔王は姿を変え、あなたの姫救出を邪じや魔することでしょう』

　真面目まじめな表情だったベアラだったが、しばしの沈黙の後、ふてくされた顔をした。

『え、そっちでなんとかしろって？　そりゃそうですけど……。がんばったんですよ。でも、魔王は強くて。いろいろ話し合って聖せい剣けんの話まで出たんです。聖剣とはですね、千年ほど前に魔界の存在を封ふうじ込こめた伝説を持ってます。でも、聖剣はちょっと危険なんですよね。何故なぜなら、元々聖剣も魔界の存在でして、それ故ゆえ、聖剣と崇あがめていたんです。

　それで、人間の力じゃ無理だって結論になったんです。私たち人間ではね。ですから、精せい霊れい界かいの力を借りようとしました。あっ、一応設定上、こっちの世界が人間界で、そちらの世界が精霊界となってます』

　ベアラがびっと福原のほうを指差した。

　ベアラのいる世界が人間界で、福原の現実世界が精霊界という設定らしい。要するにメタゲームだ。ゲーム機を操あやつるプレイヤーもゲームの設定の中に入れるのだ。福原もゲームの登場人物と設定されている。

『あなたはこちらのキャラクターを導みちびくのです。守護精霊として人間界のナイトと協力するのです。そして、魔王を倒し姫を救出してください。しかし、そう簡単ではありません。魔王以外にも敵はいます』

　複雑に言ってはいるが、福原がゲーム機を操そう作さしてゲームをクリアーすればいいだけの話だ。ボタンでキャラクターを操あやつりゲームクリアーを目指す。テレビゲームのＲＰＧと同じことだ。

『最後にベアラからの助言です。このゲームに一番重要なのは…………愛ですかね。魔ま王おうの弱点は鉄の剣でも神秘なる魔法でもなく真実の愛なのですよ』

　ベアラはトントンと左胸を叩たたいてみせ、ほんの少しだけ優やさしげな表情を見せた。

『私とはこれでお別れです。それではプロローグをどうぞ』

　ベアラは福ふく原はらに手を振って画面から消えていった。

　画面はいったん暗あん転てんした後、今度は重々しいＢＧＭと共に画面下部から文字列がスクロールしてくる。それはベアラが説明したゲーム世界のシンプルな背景ストーリーだった

　スクロールが止まり、ゲームタイトルのロゴが画面中央で止まった。
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　──ゲームに参加をしますか？

　ゲーム機から声が聞こえた。

「返事をすればいいわ」

　舞まいが囁ささやいた。

「……イエス」

　福原は返答した。




　　　　　　　＊




　──あなたは旅立ちを決意しました。

『助けてください、勇者様……』

　画面に鎖くさりに繫つながれた姫のイメージが表示された。半はん裸らで手足を鎖で繫がれた金髪の女性が憂うれいのある表情をこちらに向けている。ドット処理された絵ではあったが、少しだけ福原の胸が痛んだ。

　姫のイメージは薄らいでいき、画面が暗転した。

　──装備選択をしてください。

　画面に衣い装しようが表示される。ゲームキャラクターが装備する鎧よろいだろうか。

　鎧は三種類。洋館に置いてありそうな重厚なメタリックの西洋鎧。日本の武将が装備するような武む者しや鎧。そして、ビキニ水着のような特殊鎧。
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　福ふく原はらはちらりと舞まいを見た。

「福原の思ったままでいいと思うわよ」

「……特とく殊しゆ鎧よろい」

　──特殊鎧選択。しばらくお待ちください。

　画面が暗あん転てんしたまま間が空あいた。

　福原は画面を見つめながら考えた。画面に映うつっていたオリビアはどうなったのか。このゲームになんの関係があるのか。なんとなく予想はできるのだが、先入観はいけない。

　未いまだに福原の腕をつかんでいた舞が、重い息を吐はいてから手を放した。

「ロールプレイングゲームのようなものかしら」

「ドラクエみたいな感じか？　俺はやったことないな」

「さすがに、本当にロールプレイングゲームをやるわけじゃないと思うけど……」

　画面が少しずつ明るくなってきた。

　──それではゲームの開始です。

　福原は画面を見つめてはっとした。オリビアが映ったのだ。

　画面はオリビアを頭上からのアングルで映している。左下側に小さな分割画面があり、オリビアの胸から上半身バストシヨツトを表示していた。

　オリビアは水着のような服装だった。すぐに気づく。オリビアの服装は、先ほど福原が選択したビキニのような鎧なのだ。

　真っ赤なカラーのビキニ鎧を着て肌はだを露ろ出しゆつさせたオリビアが、暗くら闇やみで啞あ然ぜんと立っている状況。そんなイメージが表示されていた。

　また、画面の右上にはハートマークがひとつだけ表示されており、赤く光っていた。

　福原は顔をしかめて舞を見た。

「私の知っていることを説明するわ。まずゲームは東とう京きよう都と内ないで行い、一週間以内に目的を達成しなければならい。つまり来週木曜日の午前零れい時じがタイムリミット」

「一週間は長いな」

　日常生活と並へい行こうしてゲームを行うというのだろうか。

「そしてゲームオーバーについて。電源を切ったり、ゲーム機が壊こわれたりしたらゲームオーバー。あと、画面のハートマークが見えるでしょ。あれはゲームキャラクター、つまりナイトの状態を表しているの。ダメージを受けると色が薄くなるらしい。赤い色が消えたらヒットポイントがゼロになったということで、これもゲームオーバー。また、福原に制約がある。ゲーム中は電車以外の交通機関の使用は禁止。自分の家に戻ることも禁止されている。明日からのことになるけど、午前零れい時じから四時までは行動不ふ可かでその場で待たい機きしなきゃいけない。システムメンテナンスと休きゆう憩けいみたいなものかしら。他ほかは、囚しゆう人じんゲームの基本ルールどおり」

「……で？」

「それだけなの」

　舞まいが困ったように首を振った。

「明らかに説明不足だろ」

　福ふく原はらは困こん惑わくしつつ画面に目をやった。混乱しているオリビアの様よう子すが見える。

　それでも心を落ち着けて思考する。この画面は前回ゲームで使用したあの画面と同じシステムなのではないだろうか。現実のオリビアを、ドット処理して画面に表示している。だとしたら、現在オリビアは暗くら闇やみの中で迷っているはずだ。

「動かしていいんだろ」

　舞がうなずくのを確認してから、福原はゲーム機を手に取った。

「……ん？」

「どうしたの？」

「ちょっとだけオリビアの位置がずれた」

　オリビアは呆ぼう然ぜんと立っているだけだが、その立っている位置が画面の中央から少しだけずれたような気がした。

「とにかく情報を整理しましょう」

　舞がペットボトルのウーロン茶を一口だけ飲んだ。

「ベースはＲＰＧだろ。お姫様を助けることが目的。たぶん、オリビアが姫を助ける勇者の設定。オリビアはナイトっていうんだっけ？」

　鎧よろいを着たオリビアがゲームの主人公キャラクターなのだ。しかし、それでも福原はオリビアに囚とらわれの姫を重ねてしまう。いや、明らかにオリビアは姫の象徴シンボルなのだ。ゲームの真のクリアーは、オリビアを助けだすことではないだろうか。

「ゲームキャラクターのナイトがオリビア。そして、福原が守しゆ護ご精せい霊れいとしてそのキャラクターを操そう作さするということね。で、試練をクリアーしてお姫様を助ける」

　しかし、福原はすぐに気づいた。

「それに関して問題がある。これはゲーム機というにはおかしいところがある」

「どこ？」

「コントローラーもボタンもない。俺おれはどうやってオリビアを操作すればいいんだ？」

　ゲーム機についているのは電源を入れるスイッチと画面のみなのだ。これでどうゲームを進行しろというのか。

「……確かに、そうね」

「それに、姫の居場所も何もわからないじゃないか」

「福ふく原はら、これは囚しゆう人じんゲームなのよ。全すべてを親切に教えてくれるわけはないの」

「わかってるよ……でも」

　もどかしく感じるのは、怯おびえているオリビアに何もしてやれないことなのだ。画面の向こうのオリビアは、恐怖のためか座り込んでしまった。

「落ち着きなさい。彼女のためにもクールにゲームを行う必要がある」

「大丈夫、わかってるさ。大丈夫」

　福原は深呼吸をしてから、再びゲーム機を調べる。

「……え？」

　福原は舞まいを見た。

「ん？　どうしたの？」

「何か言ったか？」

　舞は首を振った。

「何か聞こえたんだ。聞こえないか、いや聞こえる……舞の息づかいか」

「ちょっと、静かに。確かに聞こえる」

『……ここはどこなんだろう』

　福原と舞は顔を見合わせた。

『……どうしよう』

　つぶやきはゲーム機から漏もれている。

「オリビアだ。向こうの音声は聞こえるようになってる」

　福原は画面を凝ぎよう視しした。分割画面のオリビアのバストショット。怯えた表情のオリビアの唇が動いている。

「大丈夫だよ、オリビア」

　福原は呼びかけたがオリビアは反応しない。やはりこちらの声は聞こえないのだ。

『なんでこんな恥ずかしい格かつ好こうをしてるんだろう』

　オリビアが露ろ出しゆつの激しい衣い装しようを気にしている。

「それ、俺おれのせいだ。でも似合うよ」

　ふたりで画面を覗のぞき込こんでいるため、舞の前髪が福原の頰ほおをくすぐっている。

「オリビア、何かに気づいたみたいよ」

　オリビアが空間の一点を見つめて首を傾かしげているのが見える。ただし、オリビアを表示する画面のアングルでは、彼女が何を見ているのか判断できない。映うつっているのは頭上から見たオリビアと、その周囲の空間数メートル。そして分割画面のバストショット。それだけなのだ。

　画面の中でオリビアが立ちあがった。

「歩きだしたわよ」

　オリビアは慎しん重ちように歩ほを進めている。

　オリビアのその行動を見つつ、福ふく原はらは異変に気づいた。通常のゲームの画面とは何かが違う。

「あっ、福原」

　舞まいが啞あ然ぜんと福原を見た。福原も画面を凝ぎよう視ししたまま硬こう直ちよくしていた。

　歩きだしたオリビアが、画面の外に消えてしまったのだ。通常のゲームなら、ゲームの主人公キャラクターは画面中央に固定されるか、画面の端はしに到達したら画面がスクロールするなどフォローがある。キャラクターが画面から消えてしまったら、ゲームの続行は不可能ではないか。

「福原、なんとかしないと」

　焦あせった舞が言った。画面は暗い空間だけが映うつっている。分割画面のオリビアも消えてしまった。

「わかってる、わかってるよ。落ち着くんだ舞も俺おれも」

　ゲームの続行よりも、オリビアを見失うことに恐怖を感じた。福原とオリビアを繫つなぐものは、この画面の絵だけしかないのだ。

　しかし、どうすればいいのか。ゲーム機にはボタンも何もないのだ。

　そのとき福原は思った。果たしてこの画面は何を映していたのか。元々オリビアだけを表示するための画面ではないのでは？

「大丈夫、オリビアを追いかける」

　福原はオリビアが消えた方向へと画面を持って歩いた。画面のオリビアが進んだ方向へと。

　福原は屋根付きベンチから出ると、画面を見つめながら公園の中を歩く。舞も困こん惑わくしながら福原の後に続いてくる。

「…………いた。オリビアが見えた」

　画面は再びオリビアをとらえた。慎重に歩くオリビアが見える。やはり、推すい測そくしたとおりのシステムだった。

「どういうこと？」

「画面が表示しているのは座ざ標ひようなんだ」

　舞は首を傾かしげている。

「ゲーム設定で、あっちが人間界、こっちが精せい霊れい界かい。そのフィールドは重なってる。要するに、この画面は窓まどのようなもんだ。この窓からオリビアがいる人間界を見下ろしているだけ。だから、オリビアが動いたら、俺もゲーム機を持って動かなきゃならない。でないと、ずっと同じ場所しか見ることができないんだ」

「なるほど、窓ね」

　実際のこの公園と、オリビアがいるマップはリンクしているのだ。動くオリビアを画面に表示させるには、福原も一いつ緒しよに動かねばならない。

「オリビアはどこに行くんだ？」

「福ふく原はら、危ない」

「……あっ」

　画面を見つめたまま移動していた福原は、公園のシーソーに足を取られてしまった。

「ほら、気をつけて」

「大丈夫……ん？」

　画面でオリビアが転ころんでいるのが見えた。首を傾かしげて膝ひざをさすっている。同時に画面の端はしのハートマークがドクンと鼓こ動どうしたように見えた。

　オリビアは立ちあがると再び歩きだした。福原もオリビアを追いかけ移動する。すると、画面に何か光るものが見えた。それはゲーム的に表現すると宝たから箱ばこのようだった。

　オリビアがその宝箱の脇わきまで近寄る。

　オリビアに合わせて移動していた福原は、公園の樹木の脇わきへと来ていた。その樹木の根元を見てはっとする。真っ黒にペイントされたトランクが置かれていたのだ。

「宝箱の座ざ標ひようとリンクさせているってことか」

　福原はトランクを調べてみたがロックが掛かっており開かない。電子ロックのようだ。

　オリビアは慎しん重ちように光を放はなつ宝箱を調べている。そして、意を決して箱を開けた。同時に福原の持っていたトランクから、カチッとロックの外れる音がした。

「舞まい、ゲーム機を頼む。オリビアの動きを見ていて」

　福原は舞にゲーム機を渡すと、トランクを地面に置いて開いてみた。

　やはり、囚しゆう人じんゲームサイドが用意したものに間違いがなかった。

　中に入っていたものをまとめるとこうだった。




　・現金一千万

　・用よう途と不明の鍵かぎ

　・東とう京きようの地図




　トランクの裏側には説明書きがあった。




　現金の使用は自由ですが、基本的にゴールできたプレイヤーの賞品です。ゲームに失敗をした場合、残りの資金は没収されます。また、ゲーム以外の目的に使った場合、後に請求されますので、ご使用は計画的に。

　アイテム『牢獄の鍵』は、姫を助けだす鍵ですが、一回しか使用できません。




「なんで東京の地図が？」

　書しよ籍せきタイプのマップをぱらぱらとめくってみる。コンビニでも売られている、なんの変へん哲てつもない地図だった。

「オリビアも何か手に入れたみたいよ」

　見ると、オリビアは宝たから箱ばこから真っ赤な剣を取りだして首を傾かしげている。

　同時にファンファーレが響いて画面が切り替わった。

　──レッドソードを手に入れました。

　画面に剣のイメージが表示される。柄えもブレード部分も赤くペイントされている。
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　武器の詳しよう細さいが表示され、すぐに画面が戻る。

　宝箱の中には剣の他にも何か入っていたようで、オリビアはそれらを首を傾げながら調べている。画面越しでは何を手に入れたのか詳細はわからない。

「ゲームらしくはなってきたな……」

　オリビアは箱に入っていた物を、同じく中に入っていた布ぬの袋ぶくろに移し替えている。その後、脇わきに置いてある真っ赤な剣を見て、オリビアは大きくため息を吐ついた。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていたオリビアだが、不ふ意いに剣を持って立ちあがった。

　オリビアは「えいっ」と剣を振り回したが、剣に逆に振り回されるような感じでふらふらとしている。

『あんっ』

　ぶんぶんと剣を振っていたオリビアは、バランスを崩くずして尻しり餅もちをついてしまった。

「……ふふっ」

　福ふく原はらは、オリビアのそんな姿を見てつい笑ってしまった。

　オリビアはしばらく呆然とへたり込んでいたが、そのうちに肩を震ふるわせ始めた。

　オリビアは泣いていた。すすり泣きの声が画面越しに公園に響いた。

　福原は公園に立ち尽くしながら空を見上げた。どこか遠くにいるオリビアの感情が伝わってきた。同じ感情を共有するのに距離は関係なかった。

「福原、気持ちはわかるけど、クールにゲームを続行するべきよ」

　舞まいが視線を向けずに言った。

「反吐へどが出るよ。囚しゆう人じんゲームに。なんでこんなくだらないことをするんだ」

　オリビアの悲しい感情は福原の体の中で怒りに変換された。その怒りを福原は言葉のデータとして吐はきだした。

「仕方ない側面もあるのよ」

「仕方ないもんか。このゲームには悪意しかない。こんな女の子を泣かせるような。最低だ、最悪で汚いゲームだ」

「福ふく原はら、冷静になって」

「俺おれは冷静だ。でもオリビアは……」

『……誰だれ？』

　福原は画面を見つめた。オリビアが怯おびえた表情できょろきょろとしていた。

『……誰かいるの？』

　オリビアが言った。

「オリビア側に異変があったようだ」

　画面を確認したが、福原の見える範囲には異変はなかった。

　しばらく硬こう直ちよくしていたオリビアだが、再び目からぼろぼろと涙をこぼし始めた。

「泣くなよオリビア」

　涙を構成する悲痛なデータは空間を越えて福原まで飛んでくる。

「オリビア、俺がそばにいるから大丈夫だよ」

「無む駄だよ、聞こえないわよ」

　しかし、オリビアはぴたりと涙を止め、脇わきに置いていた布ぬの袋ぶくろの中をごそごそと調べ始めた。

『……福原さん？』

　オリビアはそう言い、袋の中からバンドのようなものを取りだし耳に当てている。

「オリビア……オリビア？」

『聞こえます。聞こえます、福原さん』

　オリビアはバンドを耳に当てて笑顔を見せた。

「オリビア、俺だよ」

『福原さん……』

　オリビアは再びぼろぼろと涙を流していた。しかし、その涙のデータに痛みや悲しみは含まれていなかった。




　　　　　　　＊




『……あれから、私は他ほかの場所に移されゲームを繰り返したんです』

　福原はベンチに座りオリビアと会話をしていた。今では落ち着いたオリビアは、淡たん々たんとバベル後の話をしてくれた。

　バベル後のオリビアは、いくつかゲームを繰り返したらしい。プレイヤーではなく、ゲームの駒こまや部品としてだった。

　しかし、そんな囚しゆう人じんプレイヤーにも希望はあるらしかった。ゲームの駒としてポイントを稼げば、解放される可能性があるのだ。バベルでも高評価を得ていたオリビアは、そんなチャンスをつかんだのだ。

　つまりこのゲーム。ゲームのクリアーは自らの解放である。自由を賭かけた囚人ゲーム。このゲームの成功でオリビアは自由をつかめるのだ。

　この事実を知ったことで、福原にとってこのゲームは絶対に失敗できないものとなった。どんなことをしても、ゲームを成功させなければならない。

『基本的にペアで行うゲームだと説明されました。それで私に、そのゲームに対応できるプレイヤーのプロフィールが十数人分渡されたんです。その中から、協調するプレイヤーを選択しろと』

「その中に俺おれのプロフィールがあったのか」

『見つけたときびっくりしました』

「それで俺を選んだのか。必ずゲームは成功させるよ。約束する」

『ゲームクリアーというより……もう一度会いたかったんです。だから、さっき声が聞こえたとき、すぐに気づきましたよ』

　オリビアが画面越しに微笑ほほえんでいる。

「俺もずっとオリビアのこと気にしてた。夢にまで出てきてたよ」

『うれしいです……でも、こんな格かつ好こうで恥ずかしい』

「そんなことないよ、綺き麗れいだよオリビア」

　福原は、画面のオリビアにそっと指を添そえた。

　そんな福原の背後で咳せき払ばらいが聞こえた。振り向くと、明らかに舞まいがうんざりとしていた。

「意見を言わしてもらっていいかしら。私は結構待っていたつもり。そろそろ、ゲームの本筋について話し合うべきでは？」

『あ、ごめんなさい』

　舞の声を聞いたオリビアが謝あやまった。

「俺のせいだよ、オリビア。俺がもっとしっかりするべきだった」

『いえ、私が悪いんです。ついホッとして……』

「どっちでもいいわ。とにかく、ゲームの概がい要ようとこれからの行動を推すい測そくするべきよ。まず、オリビアの取しゆ得とくアイテムの詳しよう細さいを調べたいの」

　舞は福原からゲーム機を奪うばい取とると、木製テーブルの上に置いた。

『まず、宝たから箱ばこに入っていたものですけど……』

　オリビアが布ぬの袋ぶくろの中からアイテムを出して床に並べ始めた。

　オリビアサイドのアイテムはこうだった。




　・レッドソード

　・精せい霊れいの腕うで輪わ

　・魔ま法ほうの地図

　・ポカリスエット５００mlボトル　五本

　・カロリーメイト（チョコレートフレーバー）十箱




　精霊の腕輪とは、腕時計タイプの通信機で、こちらの声がオリビアに届くようになっている。魔法の地図は、電子手帳のようなものだが、使用方法がよくわからない。

『あと……58ページと書いてあります』

　オリビアが宝たから箱ばこの裏側に書かれた説明書きを読んでいる。アイテムの名称に並んで58ページと表記されているらしい。

「ページか……」

　福原はしばらく考えた後、先ほど手に入れた東とう京きようマップを手に取った。その58ページをめくってみる。すると、そこのページに紙が挟はさんであった。

「あった。アイテム詳しよう細さいと書いてある」

　福原は東京マップを放り投げ、紙をテーブルに置いた。

[image: ]

「うーん、攻撃精霊ってなんだ？」

　福原は首をひねった。

「それより、魔法の地図のスイッチの入れ方がわかったじゃない。オリビア、赤いボタンを三回押すんだって」

　オリビアは舞まいに言われたとおり、魔法の地図のスイッチを入れている。

『……電源が入りました。文字が出てます。ええと……この魔法の地図はプレイヤーの行動指針や、世界の最新ニュース、トピックスが表示される優すぐれものの地図です。さて、まだ特にニュースもトピックスもありませんので、まずはレベルアップを目指しましょう。現在のあなたは下級戦士です。上級戦士になると、剣に封ふうじ込こめられている攻撃精霊を使えるようになるのです。

　ナイトのヒットポイントは自然に回復しますが、自由の天使像という回復ポイントも存在します。自由の天使像の場所はここから北に８６５４メートル、西に２０４５１メートルの場所です。それでは、今後新しいニュースが入り次第お知らせします。……フリーズしました』

　オリビアが頭上を見上げて言った。ちなみに、オリビアからこちら側が見えることはない。

「レベルアップ、か」

　ゲーム的な展開ではある。ただし、レベルアップ方法も攻こう撃げき精せい霊れいが何かもわからない。

「まず、自由の天使像を目め指ざすべきじゃないかしら。ＲＰＧでも地理的に目指す場所がある程度提てい示じされる。同じことだわ」

「北に八キロ、西に二十キロか。遠いな」

「ゲーム的な距離なんじゃない？」

　議論するふたりの声を聞き、オリビアが遠慮がちに言った。

『あの、方向はまったくわかりません。どっちがどの方向なんだか……』

「そっか。真っ暗な中わかるわけないよな。ただでさえ目標物もないのに」

　ゲームの世界の自由の天使像の場所を探さがすにはどうすればいいのか。

「ねえ、これじゃないかしら」

　舞まいが手に取ったのは、放り投げていた東とう京きようマップだった。

「なるほど、逆の発想か」

　ゲーム世界と現実のマップがリンクしているとしたら、現実の場所から自由の天使像の位置を探すことが可能だ。

　福ふく原はらと舞は、この公園を起点に天使像の場所を調べた。地図を見ながら妙な気がした。この東京でＲＰＧをやっている何かずれた感覚。

「……たぶん、この都立公園ね」

　舞がマップの公園を指さした。そこは、ボートにも乗れるデートスポットとしても有名な公園だった。福原がオリビアを誘ゆう導どうしてその公園に行けば、必然的にオリビアは天使像に到達することになるはずだ。

「歩きはきついな。電車には乗っていいんだっけ」

　福原はまだしも、オリビアは重い荷物を持っての移動となる。

「だとしたら、移動は明日ね」

「それより、ヒットポイントが気になるな。なくなったらゲームオーバーなんだろ」

　敵キャラクターが存在すると明示されているのだ。慎しん重ちように行動したい。まだまだ判明してない要素が多すぎる。単純にゲームのストーリーに沿って行動するのは危険だった。

「私はもっと気になることがあるの……福原は何をするのか、とね」

　舞は福原の顔を見ている。

「こんな感じでオリビアのフォローをするんだろ。実際、オリビアのゲームじゃないか」

「違うわ。オリビアのゲームの形態を取っているだけで、囚しゆう人じんゲームのプレイヤーはあくまで福ふく原はらよ。要するに、オリビアのゲームだとしても、彼女は駒こまとしての価値しかない。プレイヤーとして能力を使うのは福原。囚人ゲームはパルスの能力テストでもあるから」

「俺おれの能力？」

「……あの能力を使うと思うのよ。情報処理、演算、そしてフィードバック、つまり接続能力」

　舞まいはベンチに座り考え込んでいる。画面ではオリビアが不安げにしているのが見えた。

「大丈夫だよオリビア。一いつ緒しよに歩く練習でもしようか。はぐれたら大変なことになるから」

　真っ暗な東京の座ざ標ひようで迷まい子ごになったら、オリビアを見つける術すべはないのだ。

　考え込む舞をよそに、福原とオリビアは公園を一緒に歩き始めた。

「もうちょっとゆっくりでいい。うん……その速度で合わせよう」

『……えっと、ちゃんとそばにいてくれてますか？　心配になります。こっちから福原さんが見えればいいのに』

「大丈夫、俺もできるだけ声をかけるようにするから……」

『……きゃっ』

　オリビアがいきなり転ころんでしまった。やはり暗くら闇やみの中で歩きづらいのだろう。

「大丈夫か？　さっきから結構転んでるけど」

『何か変なんですよね。足を取られた感じがして、ここに何もないのに』

　福原は画面右上のハートマークが震しん動どうしているのを見た。オリビアが転んだと同時に、ダメージを受けたように鼓こ動どうしたのだ。見ると、序じよ盤ばんよりも色が薄くなっているような気がする。ハートマークはオリビアのヒットポイントの筈はずだ。

「転んでダメージを受けているように見えるんだ。やっぱり、少し休もう」

　福原はオリビアにそう言い、一緒に舞のいる屋根付きベンチへと戻った。

　福原が木製ベンチをまたいで舞の横に着いたとき、またもオリビアは派は手でに転んでしまった。痛いのか膝ひざをさすっている。

「痛かった？　平気か？　暗闇に慣れればきっと転ばなくなるから」

『……そうなんですかね』

　そんなやりとりをじっと見つめていた舞が口を開いた。

「わかったことがあるわ。まず、転んだりするとダメージを受けてしまうこと」

「そうだよな。大したダメージじゃないけど、そんな気がする」

「そして、オリビアは何故なぜ転んだのか」

「あんな真っ暗な場所で仕方ないと思うぞ」

「……消しよう滅めつしかけている感じだけど、基本的にオリビアにもパルスの能のう力りよく補ほ正せいがあるの。だから、通常の女の子とは違う。何もない場所で転ぶわけないのよ」

「じゃあ、オリビアの移動を邪じや魔ましているものはなんなんだ？」

　福ふく原はらは憮ぶ然ぜんと舞まいを見た。

「気づかないの？　福原は目の前の女の子ばっかり心配げに見ているからわからないのね。だから言ったでしょ。人間的な甘さは、囚しゆう人じんゲームにとってノイズでしかないと」

　舞は椅子に座ったままため息を吐ついた。

　福原はしばらく考えたが、オリビアの転ころんだ理由は思い浮かばなかった。

「きっとキャラクターがオリビアじゃなかったら、福原はすぐに気づいていたわよ。画面のキャラクターが転んだ場所と関連させてね。でも福原は、ゲームそっちのけで心配ばかりしている。だから気づかない」

「……ゲームと現実のマップが重なっているのは座ざ標ひようだけじゃなく、データもということか？」

　福原はやっと気づいた。

『どういうことですか？』

　オリビアはぽかんとしている。

「オリビアがついさっき転んだのは、このベンチに足を取られたんだよ。要するに、障しよう害がい物ぶつのデータもリンクしている。たぶん、オリビアにとって現実のデータは有害なんだ」

　オリビアは見えないデータに囲まれている。鋭い棘とげの荊いばらに囲まれた無む防ぼう備びなオリビアの状況だったのだ。

「俺おれは、オリビアを障害物を避さけるよう誘ゆう導どうしてフォローする、と。でもな……」

　数センチ単位でオリビアの位置を調整しつつ東とう京きようを移動するのだ。気が遠くなる作業だった。

「わかってないわね。そのためのあなたの能力でしょ」

「パルス能力を？」

「もう、当然でしょ。しっかりと考えなさいよ。まず、提てい示じされたトレーニング。そしてそれに使った機器と同じシステムのゲーム機。オリビアの周囲の見えない有害なデータ。福原がどうすればいいのかわかるじゃない」

「……データの照しよう射しやか。ゲーム機に公園のフィールドデータを送るということか」

「そう。ゲームの概がい要ようは、オリビアがお姫様を助けるナイトとなり、福原がデータ処理をしてそれを手助けする。画面越しにゲームと現実の世界で協力してゴールを目め指ざすということ」

　画面の向こうのオリビアを守ることが福原のゲームなのだ。福原のデータ処理能力で、無防備なオリビアを有害なデータから守ってやらねばならないのだ。

「大丈夫だよオリビア。俺がオリビアの盾たてになってやるよ。心配することはない」

『……はい』

　画面越しに見つめ合う福原とオリビアの横で、舞が小さくため息を吐ついた。
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　朝日が昇ると同時に気温も上昇し始める。夏は一日のサイクルが早いように思えてしまう。

　福ふく原はらが水道で頭を洗っていると、小こ柄がらな人影が公園に入ってくるのが見えた。福原を見つけると小さく手を上げた。

「……舞まい？」

　舞はラフなシャツとキュロットスカート姿で、スカイブルーのベースボールキャップの後ろの穴から結んだ髪を出している。背中には小さなリュックを背負っていた。舞は深夜にいったん家に戻ったのだ。

「ん、どうしたの？」

　舞が帽ぼう子しのつばに指を添そえながら首を傾かしげている。

「男の子みたいな格かつ好こうでどうした？」

「どうなるかわからないじゃない。言うなら冒険の旅だわ」

「手伝ってくれるのか？」

「昨日の福原の色ボケした様よう子すを見て放ってはおけないからね」

『おはようございます』

　オリビアが舞の声に気づいて微笑ほほえんだ。

「……お互い眠らずにずっと公園で過ごしていたのでしょ。そしてゲームについて突っ込んだ会話はなかったはず。妙に気を遣つかう福原は、お互いの趣味やテレビの話などたわいのない話題を選択し、雰ふん囲い気きをうやむやにするために時とき折おりエッチなことを言ったりと、朝まで語り合っていた」

『……当たってます』

　オリビアが驚いている。

「俺おれとオリビアはやるべきことはやったよ。フィールドデータの処理も転送も確実にこなせる」

　失敗は許されないゲームなのだ。遊びでないことはわかっている。

「どんな感じになってるの？」

　舞がゲーム機を持ちながら屋根付きベンチへと向かう。

「障しよう害がい物ぶつの三次元データをゲーム機に送っている。しっかりと座ざ標ひようを重ねて。だから、この公園だったらもうオリビアは簡単に移動できる。オリビア、ベンチへ行こう」

「画面には何も見えないけど」

「画面越しには見えないと思う」

『私は見えてるんです。公園のなんとなくの全容が判断できます。地面もわかるようになって歩きやすくなりました』

　オリビアはゲームフィールドを歩きながら言った。福ふく原はらが送った公園の情報データを見て歩いているのだ。

「私の言ったとおり、一応やることはやったようね。ご飯食べる？」

　舞まいがベンチに腰を下ろし、リュックの中から朝ご飯と缶コーヒーを取りだした。

「都立公園までの移動も問題ないはず。俺おれが歩きながら周囲の情報データを常にゲーム機に送る。オリビアはそれを見ながら自己判断で障しよう害がい物ぶつを避ける」

　福原は舞の用意したサンドイッチをぱくつきながら説明した。

　フィールドデータの管理に際して、まず福原は足場から処理した。最初はアスファルトや砂地の素材まで細かく処理しようとしたが、あまりにも福原に負担がかかりすぎるのと、リアルに再現することでオリビア自身も混乱することがわかったので断念した。

　なので、福原は発想を変えた。まず現実のフィールドをチェス盤ばんのようなマス目で管理した。一メートル間かん隔かくのマス目を作ったのだ。そのマス目だけをゲームフィールドに照しよう射しやする。そうして、現実とゲームフィールドの座ざ標ひようを重ねた。

　さらにその座標に重ねて、樹木、遊具、ベンチなどを並べた。単純に青くカラー付けした障害物として再現している。正確に表現する必要はないのだ。

「いろいろ調べたんだけど、ゲーム機自体が半径約十メートル以内の障害物データを勝手に取り込むようになっているみたいだ」

「そして、オリビア側に障害物データを転送してしまうのね」

「オリビアは障害物に触れるとダメージを受けるんじゃなくて、不自然な行動を取るとダメージを受けるんだ。ベンチがある座標を歩いたり、壁かべを通り抜けようとしたりと。だから正確に再現しなくても、障害物の場所が判断できればいい」

「大丈夫なの？　この公園は福原にとって管理しやすいデータだわ。身近な場所だもの。でも、都立公園に行くまでには沢たく山さんの未知なるデータがあるわよ」

「問題ない。どんなデータだろうが確実に処理してみせる」

　福原は、疑わしげに見つめる舞にはっきりと言った。

　画面のオリビアは、座り込んで水とビスケットを食べている。

「舞は学校は休むつもりなのか？」

「ええ。どうせ夏休み前でろくな授業をやらないしね」

「俺はともかく、舞は補ほ導どう員いんに捕つかまったりしないかな」

「一応、そんなときのために囚しゆう人じんゲームサイドが用意した証明書があったりするのよね。公欠証明みたいな、ちょっと正規ルートじゃないけど」

『……私のためにすいません』

　オリビアが眉まゆを曇くもらせた。

「それは気にしないでほしい。私の行動はエージェントとして当然のことだもの。そして、福原も自分の囚しゆう人じんゲームなの。だから、私のため、とか気を遣つかう必要はないわ。そんな感情はゲームに邪じや魔まになる。お互いゲーム成功のため行動すればいいだけよ」

「舞まいの言うとおりだな。そろそろ出かけるか。早いほうがいいだろ」

「準備はいいの？　まだ、判明していないルールが沢山あるはずよ」

「動かなければルールはわからない。囚人ゲームはそうなんだろ」

『準備はできてます』

　布ぬの袋ぶくろを背負い、剣を持ったオリビアが立ちあがった。

「よし行こう。旅立ちのときだ」

　囚とらわれの姫救出の冒険がこの東とう京きようで始まるのだ。







　三人は慎しん重ちように公園の外に出た。静かな朝の街並みだった。

　ゲーム機は舞が持っている。福ふく原はらは周囲の情報管理に集中しなければいけないため、舞がゲーム機のオリビアの動きの監かん視しと誘ゆう導どうをすることになったのだ。

「公園から出たわ。右に行く。歩道を真っ直ぐ。何もないから大丈夫。少しだけ歩く速度を落として……」

　福原は歩道の脇わきの街路樹や駐車している車などのデータを送り込む。障害物の大まかな座ざ標ひようだけでいいのだ。シンプルな作業だ。

「左の道から行こうか。遠回りしても車の少ない道のほうがいいわよね。もっとゆっくり進みましょ」

「……時間がかかりそうだな」

　福原は汗をぬぐいながら情報管理を続けた。

『福原さん、大丈夫ですか？』

　ゲーム機からオリビアの声がした。

「俺おれは問題ない。オリビアこそ大丈夫か？」

『私は大丈夫ですよ。はっきりと福原さんが送ってきたデータが見えます』

「いいから集中して。時間がかかってもいいから、慎重に行きましょ」

　そんな舞は、正面に向き直ってから少しだけ表情を歪ゆがめた。

「福原……」

「心配ない。動くデータも処理できる」

　歩道をこちらに向かって走ってくる人影があった。ジョギングをしている中年男性の姿。

　福原は周囲の障しよう害がい物ぶつと同じようにそれを処理し座標上で動かす。データ処理の応用編だ。

「オリビア、少し左に寄ろう。大丈夫、接せつ触しよくはしないわ」

　舞がジョギングの男性を避さけてすれ違ったときだった。

『あっ』

　オリビアが悲鳴を上げた。

「えっ、なんで？」

　福ふく原はらは急いで画面を覗のぞき込こむ。オリビアが膝ひざをついているのが見え、右上のハートマークが震しん動どうしていた。ダメージを受けたのだ。

　ジョギングの男性は、いぶかしげに視線を向けてから走り去っていった。

「座ざ標ひよう上じようでは重ならなかったはずよ」

　舞まいが強こわ張ばった声を出した。

「オリビア、状況を説明してくれ」

『こっちに動いてくるデータははっきりと見えたんです。そのデータとすれ違ったときに、電気が走ったように痛みが……。障しよう害がい物ぶつに接せつ触しよくするときよりも痛みを感じました』

「その痛みはどうやって表現してるんだ？」

『電気ショックみたいな感じでした。バベルのときみたいな』

　動どう揺ようしたオリビアは、自分の体を抱きしめるようにしている。

「ひどいな。嫌なシステムを使いやがる」

　怒りにむせる福原に、舞が冷静に口を挟はさんだ。

「論点はそこじゃないわ。何故なぜオリビアがダメージを受けたのか、でしょ。それに重要なのはオリビアの痛みではなくゲームのヒットポイント。ヒットポイントがなくなったらゲームオーバーなのよ。それを警けい告こくする痛みはゲームにとってプラスだわ。クールになりなさい」

　そんな会話をしていると、福原の視線に犬を散歩させる女性の姿が入った。

「試してみるか。俺のデータ処理が悪かった可能性がある。いや、でも……」

『やりましょう。私は大丈夫です』

　オリビアが福原の気持ちを察して言った。

「落ち着いてやるのよ」

「俺おれはオリビアの周囲約五メートルの範囲をデータ処理しているんだ。背景データをすべて取り入れるわけにはいかないから五メートルに制限してる。この道路にもチェス盤ばんのようなマス目を引いて管理している。ゆっくりと五メートル地点まで近づこう」

　福原はゲーム機を持って犬を散歩させる女性へと近づいた。現在、犬のコーギーは興味を惹ひくものがあったのか植え込みに鼻を突っ込んでおり、女性はリードを持ったまま動かずにいる。

「今、七メートル……六メートル……五メートル……オリビア？」

『データが見えました。問題は……ありません』

　女性のデータは円柱状のマークとして表現している。オリビアはそのデータを目で確認できている。距離の誤差もないようだった。福原のデータ処理に問題はない。

「目標が動いた。慎しん重ちように確実に避けよう」

　福ふく原はらは声を潜ひそめて言った。女性がこちらに動きだした。もちろん犬のデータも処理する。

『はっきりと見えます。距離を取ってやり過ごします……』

　しかし、女性と福原がすれ違った瞬間、オリビアは悲鳴を上げて膝ひざをつき、画面のハートマークが震しん動どうした。

「えっ？」

　愕がく然ぜんと体を硬こう直ちよくさせる福原に、女性が不ふ思し議ぎそうな視線を向けてから立ち去っていく。

「どういうことなの、しっかりしてよ」

　舞まいが非難の視線を向けている。

「オリビアとデータは接せつ触しよくしていない。それは確実だ。接触はおろか二メートルほど距離を取っていた」

「二メートル？　距離の問題なのかしら。例えば、人間のデータは他の障しよう害がい物ぶつとは対処方法が違うとか」

「……歩きながら話そう。オリビア、立とう」

　福原はオリビアを促うながし歩きだした。背後からスーツ姿のサラリーマンが歩いてくる。不明のルールがある中、こんな場所でぼうっとしているわけにはいかなかった。

　オリビアを含めた三人は、人影に追われるように歩きながら会話を続けた。

「なあ、俺おれと舞がつけているこの腕うで輪わは、俺たちの座ざ標ひようをどうこうとか言ってたよな」

　福原は最初につけた腕時計タイプの機器を見た。

「そうらしいわね」

「他ほかの人間と区別をするためにつけているのかもしれない。要するに、人間情報はこのゲームにとってなんらかの役目を担になっている」

　福原は人影のない道へと移動しながら思考を巡めぐらせた。

「私は思い当たったことがあるわ」

「俺も。障害物を避さけるだけじゃあ、情報管理はシンプルすぎる」

『……どういうことですか？』

　オリビアは息を乱しながら歩いている。表情には少しだけ恐怖の色が浮かんでいた。

「たぶん、人間のデータはゲーム的に表現すると、敵だと思う。ゲームの説明でも敵がいると示し唆さされていた……そこの路ろ地じに入っていったん休もう」

　福原は住宅地の狭い路地へと身を隠かくした。

「敵キャラクターの攻撃距離みたいなのが設定されているのかもね。例えば、二メートルの攻撃範囲があって、その距離に近づかれるとダメージを受けてしまう、とか」

　福原と舞は路地の入り口を見張りながら議論する。早めに結論を出さねばならない。

「二メートルの範囲はシビアすぎるだろ。ちょっと人数がいる場所は、もう侵しん入にゆう不ふ可かだ。それはゲーム的じゃない。ゲームとして成立しない」

「でも、二メートルぐらいだったでしょ、さっきオリビアがダメージを受けたのは。現実を見つめないと」

「その場合、俺おれはどうすればいいんだ。人間データだけ色を変えて送信するか。ちょっと、情報処理が大きくなるよな。それに、オリビアが識しき別べつできたとしても、やっぱり移動はきつい」

『あの……』

　議論するふたりに、オリビアが遠慮がちに声をかけてきた。

「どうした？」

『敵だったら倒せるんじゃないですかね。ＲＰＧをモチーフにしているようだし……』

　オリビアの意見に、福ふく原はらははっとした。確かにそうだ。福原と舞まいは現実的な対処方法に議論が向き、重要なことを忘れていたのだ。これはＲＰＧなのだ。

　画面の中でオリビアは持っている剣を調べている。

「じゃあ剣でなんとかしろというのかしら」

「そうだ、レッドソードの詳しよう細さいに攻撃範囲があっただろ」

「確か距離三メートルだったわね」

　福原と舞は顔を見合わせた。ゲームのシステムが組み上がっていくのがわかった。

「やってみよう、オリビア」

　福原は、オリビアに推すい測そくを説明し実行することにした。

「怖こわいだろうけど落ち着いて。どうせやらなきゃいけないんだ」

『心配しないでください福原さん。上手うまくやりますから』

　オリビアが赤い剣を重そうに持っているのが見える。

「刀身が三メートルある訳じゃないから、たぶん攻撃した方向と距離を目もく測で合わせるような感じになると思う」

　福原は路ろ地じから顔を出して目標を探さがす。

「あのサラリーマンを狙ねらおう。ここに立ってて呼び込む」

　福原はマンションの壁かべに寄より掛かかりながら舞と会話をしているふりをする。そんなふたりに灰色のスーツを着た男性があくびをしながら近づいてくる。

「オリビア、今七メートル……六……五メートル」

『見えました。赤くはっきりと見えます』

　オリビアが剣を構える。障しよう害がい物ぶつは青、人間は赤とデータを判別しやすいように色をつけて送っている。

「四メートル……三メートル、今だ」

　福原の声にオリビアがブンと剣を振った。舞がごくりと唾つばを飲み込んだ。

　福原は赤く着色したデータが砕くだけ散ちるイメージを受け取った。その横を、サラリーマンが平然と通り過ぎていく。

「やった。よかった、オリビア」

　福ふく原はらは安あん堵どしオリビアを見た。

『はい。福原さんのおかげです』

「いや、オリビアの力だよ。その鎧よろいで剣を振る格かつ好こうが可愛かわいかった」

『……もう』

　顔を赤くしたオリビアが福原を睨にらんだ。

「ちょっと待ってねオリビア」

　舞まいはゲーム機を奪うばい横に置くと、いきなり福原の胸むな倉ぐらをつかんだ。

「あんた、いい加か減げんにしないとぶっ飛ばすわよ。バカップルみたいな会話ばっかりして」

　舞は声を殺しながら福原を睨みつけている。

「だけどルールはわかったじゃないか。あとは簡単なことだ」

「時計を見て。この時刻はまずいわ」

　舞が腕時計を見せた。

「冒険ファンタジーに時刻は関係ないだろ」

「ゲームでもあり現実でもあるのよ。ここは駅に向かう道でもあるし、近くに小学校があったりもする」

　福原は顔をしかめた。道に向こうから小学生が集団登校してくるのが見えた。他にも会社に向かうサラリーマンなどの姿もある。

　現実の世界では通勤、通学の時刻となっていた。

「わかった。しばらく逃げることにしよう」

　福原と舞は再び人気のない路ろ地じへと逃げ込んだ。
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「大丈夫？　私が見てるから少し休んで」

　舞が周囲を確認しながら言った。

「……水をくれ」

　福原はベンチにぐったりと座り込みながらペットボトルを受け取った。

　ふたりがいる場所は駅のホームの一番端はしのベンチだった。この昼の時間帯の駅には、ほとんど人影はなかった。

『福原さん、大丈夫ですか？』

「俺おれのことは気にしなくていいよ。オリビアのほうこそしっかりと休んでいたほうがいい」

　オリビアは剣を手に床にへたり込んでいる。未いまだに呼吸が乱れている。

「甘あまく見ていたな。俺が油ゆ断だんしてたのかもしれない」

　福ふく原はらは水を飲みながら大きく息を吐ついた。シンプルな情報処理だと高をくくっていたのだ。しかし、それは大きな間違いだった。机き上じようの計算と実践はまったく違った。

『福原さんは悪くないです』

「俺おれがもっと正確にデータを処理できれば……」

『……実は、そんなに痛くないんですよ。少しぴりっと来る程度で』

　オリビアはぎこちない笑顔を作った。

「いいからふたりとも休んで。電車にも自分たちのタイミングで乗ればいいから」

　舞まいはホームに視線を向けながら言った。この駅はまだ都立公園への乗のり換かえ駅えきで、福原たちはここで休きゆう憩けいをしているのだ。

　あれから福原たちは、午前のラッシュの時間を避けて最も寄よりの駅へと向かった。電車にも乗ることができ、オリビアも一いつ緒しよに移動できることがわかった。

　しかし、ルールは判明したものの、時間経過と共に福原とオリビアの精神と体力は急激に削けずり取とられていった。

　まず、福原のデータ処理の負ふ荷か。

　思えば見慣れたあの公園の処理は楽だった。しかし、階段の段差、走る車や樹木や電柱。データとして処理するものは沢たく山さんあった。そして、すべて処理すればいいわけではなかった。小さな石ころやゴミなどは無視しなければならない。あまりに細かく処理すると、オリビアサイドのフィールドに混こん濁だくした情報が流れ込んでしまうのだ。

　あくまでもゲーム進行に必要なデータの転送が必ひつ須すなのだ。また、さらに福原を消しよう耗もうさせたのは人間だった。ゲームでの敵。それは背景データのように簡単に処理させてくれなかった。人間たちは意い思しを持っていた。いきなり立ち止まったり方向を変えたりと意外な動きをする。そんな人間はデータのバグのようなものだった。

　そして、オリビアの肉体的消耗。

　障しよう害がい物ぶつを避け、敵のデータを剣で斬きりつける。シンプルなルールだと思っていた。

　しかし、それは間違いだった。ルールはシンプルであるが、実践は困難を極めた。敵が二メートルの範囲内に近づくとダメージを受ける。それを距離三メートルの攻撃範囲の剣で攻撃する。

　要するに、ダメージを受けずに攻撃するチャンスは一メートルしかないのだ。敵が距離三メートルから二メートルに近づくまでの間。

　そのタイミングはシビアだった。敵はどの方向からも来て、速度も一定ではない。また、剣で斬りつけるタイミングやアングルをミスすると、一回では破壊できないのだ。オリビアは言わないが、福原の情報転送のミスもあった。

　ヒットポイントは減少し、オリビア自身も痛みを蓄ちく積せきさせている。また、緊きん張ちよう感かんのなか重い剣を振り続け、すでに体力は臨りん界かい点てんだった。

　なによりも福ふく原はらとオリビアを疲ひ弊へいさせたのは、今後のことだった。

　ゲームの制限時間は一週間。たぶんゴールするにしてもぎりぎりまでかかるはずだ。これが一週間も続くのか、と考えただけでも福原はめまいが止まらなかった。

「きっと大丈夫。夜になったら人気のないところで休めるし、剣を振るタイミングだって、情報処理だって、コツをつかめば楽になるから」

　舞まいはふたりの心情を察してか軽い口く調ちようで言った。

　ホームに電車を知らせるチャイムが鳴った。

「……次のでもいいわよ」

「いや、行ったほうがいい。一番重要なのはヒットポイントの回復だ。確か自由の天使像で回復できるんだろ。少しでも早く行くべきだと思う」

　画面のハートマークの色は薄れていた。はっきりと数値化されていないところが、逆に不安をかき立てる。いつまでもこんな場所にいるわけにはいかない。

「オリビア、もう少しだけがんばろう」

　オリビアはうなずき立ちあがった。この時点で最重要事項は、ゲームのキャラクターのヒットポイントなのだ。自身の疲労や痛みは耐えなければならない。

　電車がホームに入ってきてガタンとドアが開いた。最さい後こう尾びの車両は人の出入りはない。

「前の座席に一人……中央に二人、最後尾にはいないわね」

「最後尾の座席に行こう。中央の座席に座ってる二人は斬る」

　福原はまず電車のフィールドデータを構築しオリビアを誘ゆう導どうする。ゆっくり慎しん重ちように電車の中に入ると同時に発車のベルが響く。

　福原は中央付近の座席に座っている老夫婦との距離を詰つめる。

『……斬きりました』

　剣を振ったオリビアが言った。そのまま三人は最後尾の座席へと向かう。

「座れば？」

「ああ、座らしてくれ。なんか情報処理は腰にくる」

　舞に促うながされ、福原は座席に座り一息ついた。妙に足ががくがくとする。ノンストップの情報処理に腰付近がじんじんとしていた。

　画面を確認すると、無表情のオリビアが腰を下ろしているのが見えた。彼女の不安な心情は察さつ知ちできる。ガラスの破片のように鋭利な情報に囲まれている無む防ぼう備びな状態。オリビアが唯一頼れるのは福原の情報処理なのだ。そんなか弱く薄い膜まくに包まれ冷酷な座ざ標ひように投げだされている。

　ガタンと揺れて電車が発車した。車窓を見慣れた東とう京きようの風景が流れていく。アスファルトばかりの灰色の景色だった。

「あと三駅ね。そこから少し歩くから今のうちに息を整えて」

　舞まいがドアの上部の駅経路図を見ている。その隣には車内広告が貼ってあり、真っ赤な口紅を持ったモデルのジェマ・ワードが微笑ほほえんでいた。

　福ふく原はらは座席に座りながら電車内のフィールドを管理し続けた。オリビアを乗せて座ざ標ひようを移動する空間をしっかりと処理する。電車は次の駅で停車した。

　前方のドアから二人の子供がきゃっきゃと笑い声を上げながら入ってくるのが見えた。彼らは母親の制止も聞かずにこちらの最さい後こう尾びへと走ってくる。

「オリビア、目標二体。動きが速い」

　福原が子供二人の座標をデータを送信すると共に、オリビアは急いで剣を持って立ちあがり、二体の敵を迎げい撃げきしてデータを砕くだいた。

　しかし、オリビアはがくっと膝ひざをついた。二メートル圏内への侵しん入にゆうを許してしまったのだ。オリビアは、その後、後ろからついてきた母親のデータを斬きると床にへたり込んだ。剣で体を支えるようにしながら息を切らしている。

　画面を確認すると、ハートは薄いピンク色になっている。序じよ盤ばんは真っ赤だったのだ。ダメージが蓄ちく積せきされている証しよう拠こだ。

「都立公園に行ったからってこれが終わる訳じゃないよな」

　福原は重い息を吐はいた。ヒットポイント自体は回復できる可能性はある。ただし、オリビア自身はずっと痛みの恐怖に耐えねばならないのだ。福原は情報処理の負担よりも、痛むオリビアの姿を見ることがつらかった。

「行ったら考えればいいわ。今は移動することだけを考えよう」

　舞が福原の肩に手を添そえ言った。

　電車の最後尾の窓からの景色を見て、子供たちが笑顔を浮かべていた。







　昼下がりの都立公園は思った以上に人影があった。

　自販機の陰かげで人を避けていた福原に舞が近づいてきた。

「これ、首にかけて。囚しゆう人じんゲームサイドからのだから」

　福原は舞に言われたとおり、紐ひも付つきのカードを首から提さげた。

「連中もいるのか？」

「一応フォローがあるのよ。一般の施設を使うわけだからね。あと、中は結構人がいる。特に小さな子供が多かった」

　福原は顔をしかめた。一番つらいのが子供なのだ。彼らはいつどんな動きをするのか予測がしづらく、しかも走る。

「自由の天使像は、たぶん公園の端はしのほうだと思うの。はい、入場券」

　福原と舞はオリビアを誘ゆう導どうしながら公園の中へと入った。入場ゲートの係員も、前に並んでいた入場者も斬きり捨すてて進む。

　福ふく原はらは妙な既き視し感かんを感じなが公園のレンガ道を歩いた。

「芝しば生ふのほうを歩こうか。人がいないわ」

　福原と舞まいは、少しでも人のいない場所を移動しながら天使像を目め指ざした。芝生は草の一本一本は処理しない。そんな小さなデータはダメージになることはないので、平坦な地面の座ざ標ひようとしてゲーム機へ送った。

「あの辺あたりだと思うんだけど」

　舞が周辺を調べている。そんなとき、ゲーム機のオリビアが声を上げた。

「どうした？」

『……何かが見えます。誰だれかが立っているような。ちょっと遠くの方に』

　福原は顔をしかめた。福原の情報管理の外ということだろうか。そんなデータはまったく送信していない。

　データのバグなのだろうか。正体不明のデータの侵入。

『……女の子のような気がします。変な格かつ好こうをしているような。水着姿かな』

「えっ、どこどこ？」

　福原は視線をうろつかせて探さがした。

「水着姿の女の子なんていないじゃないか」

　正面左には樹木の茂る林がみえる。そこに女の子などはいない。ただ、福原と同じ年齢ぐらいの男性が立っているのが確認できた。

「……止まってくれ、舞」

　福原は無む防ぼう備びに歩いている舞の手を引っ張った。

「どうしたの？」

　舞は福原の強こわ張ばった表情を見て顔をしかめた。

「最初に気づくべきことだったよな。でも、俺おれはオリビアに気を取られていて、それを考えてなかった」

　これは囚しゆう人じんゲームだ。ただゴールを目指せばいいというわけではないのだ。

「……そっか。確かにそうだったわ。私もオリビアを見て、福原のゲームだと思ってしまった。でも、そんなはずはないわね」

『どういうことですか？』

　オリビアが戸と惑まどっている。

「このゲームもやはり多人数参加型なんだ。つまりプレイヤーは俺たちだけじゃない」

『じゃあ、あれは……』

「そう。オリビアが見ているのは同じ立場のゲームキャラクターの女の子。俺が見ているのは、囚人ゲームのプレイヤーだ」

　離れた場所にいる男も福ふく原はらの存在に気づいたようで視線を向けている。

『どうしましょう？』

「当然プレイヤー同士牽けん制せいし合うことになる。でも条件は同じだ。弱みを見せちゃ駄だ目めだ」

　福原は今まで経験した囚しゆう人じんゲームを回想した。囚人ゲームはゲームのクリアーが本筋ではなく、他ほかのプレイヤーとのコミュニケーションにスポットが当たっていた。

　そして、そのコミュニケーションに良好なものは存在しなかった。常にゲームシステムによって争あらそいが起こるようにセッティングされていたのだ。

「交渉するの？　どっちにしろ、自由の天使像は今後のためにも必要よ」

「わかってる。でも、危険は避さけないと」

　交渉がどうなるにしてもオリビアだけは守らねばならない。

「どうする？　近づいてみる？」

「……俺おれだけ行く。舞まいはゲーム機を持ってここで待たい機きしていてくれ」

『福原さん、私が話し合ってもいいですよ。私と同じ立場の女の子でしょうから』

「それは駄だ目めだ。立場は同じでも、イニシアチブを男に握られていたら意味がない」

　相手もデータを斬きる剣を持っているはずだ。危険があるオリビアはいつでも逃げられる場所にいたほうがいい。

「行ってくる。交渉決けつ裂れつしたら合図する」

　福原は、心配げな舞に目め配くばせをしてからゆっくりと歩ほを進めた。

　しばらく進んだとき、背後から舞の叫び声が聞こえた。

「福原、戻ってきて！」

　振り向いて福原は舌打ちをした。小犬が猛もう烈れつな勢いで舞の方向に走り、それを笑顔で追いかける子供が三人。

　福原は舞の元へ走りつつデータを送信しようとした。見えるプレイヤーに気を取られ、まったくオリビアサイドのデータを整えていなかった。現在のオリビアは真っ暗な空間の中で無む防ぼう備びに立っているのだ。

　子犬が舞のそばを走り抜け、続いて三人の子供がそれを追いかけ走り抜けていくのが見えた。

「オリビア、大丈夫だったか？」

　福原はゲーム機を覗のぞき込こむ。

『斬ったから大丈夫ですよ』

　ゲーム機からの声に福原は啞あ然ぜんとした。オリビアではない、もうひとりの青いビキニ鎧よろい姿の女の子キャラクターの姿が見えたのだ。別のナイトの姿だった。

『あ、ありがとう』

　驚くオリビアがお礼を言うと、彼女はにこりと笑った。

　顔を見合わせる福原と舞に声がかけられた。

「大丈夫だったか？」

　近寄ってきたのは、福原と同じくカードを首に提さげている若い男性だった。短い髪のスポーツマンタイプ。明らかに囚しゆう人じんゲームのプレイヤーだった。

「なあ君は囚人ゲーム──プリンセスセーバーの参加者だろ？」

　身構える福ふく原はらに、彼はにこりと人なつっこい笑顔を向けた。

「そうだ。ゲームに参加をしている。それで、自由の天使像を目め指ざしてここに来た」

「じゃあ早く回復したほうがいい」

　福原は彼の口く調ちように少しだけ戸と惑まどった。友好的に見えるが何か裏があるのでは？

「……天使像はどこに？」

「あそこの木が天使像だよ。早く行こう、あそこの周囲は安全だから」

　彼が指を差したのは先に見えるブナの木だった。その木の座ざ標ひように、ゲーム世界の天使像が存在するのだろう。

　慎しん重ちような福原の態度を見て、彼がにやっと笑った。

「何がおかしい？」

「みんな最初はそんな感じだったよ。誰だれも信用できない、みたいにさあ」

「みんな？」

「そうだよ。みんな集まってきてる。あいつもそうだし、他ほかにもいる」

　彼は最初に福原が見つけた男性を指さした。その彼はこちらに手を上げて見せた。そして他にも、木に寄より掛かかったり芝しば生ふで寝ている人影があることに気づいた。

「君で六人目だよ。俺らは同じ目的を持つ仲間じゃないか。だから助け合うべきだと、そう話し合ったんだ」







『天使像が見えます。その土台の中に入れそうです。扉とびらを開けてみます……あ、トイレでした』

　画面の向こうのオリビアが天使像を調べている。そんなオリビアに、青いカラーの鎧よろいの女の子が説明をしている姿があった。

『……そうなんですか。中に入ると、ヒットポイントが回復するみたいですね』

　説明を受けたオリビアが福原に言った。

「この場所は安全だから少し休むといいよ。公園の端はしのほうだからほとんど人は来ないし、来ても交代で見張りをしているから大丈夫」

　先ほど助けてくれた彼が福原に説明した。設楽したら敬けい一いちと名乗った彼は大学生だった。訳あって囚人ゲームに参加をしているようだが、お互いその部分には深く触れなかった。

「休んでても大丈夫なのか。ゲームキャラ同士攻撃はできるんだろ？」

　目の前の設楽の人格は信用できる気がしたが、問題は人間性ではなくゲームシステムなのだ。

　しかし、設楽したらは笑顔を浮かべたまま首を振った。

「考えてみろよ。攻撃できるのはゲーム機の女の子同士。でも、彼女たちの目的はゲームのクリアーであって、他のプレイヤーの殲せん滅めつじゃない。そんなことよりも、自分の生き残りを優先する」

「でも、あなたたちプレイヤー自身に争あらそう要素が存在するかもしれないわ」

　舞まいが口を挟はさんだ。

「あったとしても、それはあり得ない。だって、お互いを攻撃する方法はないんだよ」

「なるほどな」

　確かに設楽の言うとおりだった。だからこそ、こうして集団で集まり、安全を確保している現状があるのだろう。

「あと、女神像の中にはいると、魔ま法ほうの地図に情報が出るよ」

　ちょうどオリビアが中から出てきたところだった。見ると、画面のハートマークが赤くなっている。それをみて福ふく原はらは心の底から安あん堵どした。この数値はオリビアの存在そのものなのだ。

『……中は見えませんでしたよね』

　オリビアがじっとこちらを見ている。

「それより、魔法の地図を見てくれ」

　魔法の地図を確認すると、ゲームのルールなどが表示されていた。

　ゲームの敵について。ダメージはデータの大きさに比例する。敵一体を倒すごとに、人間界（オリビア側）では経験値、精せい霊れい界かい（福原側）では現金千円が配給され、現金はゲームクリアー後に支給される。一回倒した敵は、ゲーム機から十メートル以上離れるまで死んでいることになり、その間幽ゆう霊データとして薄く表示され、接せつ触しよくしてもダメージを受けない。

　ナイトとゲーム機が離れすぎるとダメージを受ける。

　そして、ゴールに人数制限はないと、明確な表示があった。

「他ほかのナイトが斬きった敵はどうなるんだろ」

「みんなで試したんだけど幽霊データ表示だった。ゲーム機のデータ測定の射しや程ていが十メートルなんだ。だから俺らが集団で集まっている場合、幽霊表示となるエリアが広がるんだ。だから、誰だれかが倒せばいいんだ」

　ゲーム機同士が十メートル以内に近づけば、倒した敵のデータもやりとりできるというわけだ。それを利用して、設楽たちは防ぼう衛えい線せんを作っていたのだ。

「それは助かるな」

　争う要素がないというより、協調するべき要素が存在するゲームだった。今回はすべてのプレイヤーが協力するべきゲームなのかもしれない。

「こうして過ごしているうちに、たぶん次のイベントが発生すると思う。それまで、こうして協力しようとなってる。だから福原も頼むよ」

「ありがとう。俺おれも協力させてもらう」

　福ふく原はらは設楽したらとしっかり握手をした。

　福原とオリビアの安全を確認した舞まいは、いったん家に戻っていった。その後福原は、他のプレイヤーと挨あい拶さつや交流をしてから、木こ陰かげに入って体を休めることにした。

　現実ではまったく感じなかった、この東とう京きようを歩く不自由さと緊きん張ちよう感かん。見慣れたはずの東京の景色はまったく違って見えた。現実とゲームが重なっているような感覚。

「久々に心から休めるな」

　危険と隣り合わせのフィールドを歩いて辿たどり着ついた安全地帯。青々とした芝しば生ふには安らぎが広がっていた。これほど穏おだやかな気分になったことはあっただろうか。

『……よかったですね』

　オリビアはうっすらと涙を浮かべている。

「そうだな、みんないいやつばかりだった」

　交流したプレイヤーたちは、福ふく原はらが今まで囚しゆう人じんゲームで接した種類の人間とは違った。疑ぎ心しん暗あん鬼きの人間関係ではなく、同じ目的を有する人間たちの輪。お互いを気き遣づかい合あう、そんな輪がここには存在した。

　オリビアもゲームサイドの女の子と交流を取り、お互い励まし慰なぐさめ合っていた。それは、福原サイド以上に、熱のこもったコミュニケーションだった。同じ状況の人間同士わかり合うものがあったのだろう。

　暮れかけた公園に子供たちの笑い声が聞こえた。その風景を見て福原は思いだした。

「そっか」

『どうしました？』

「この景色見たことがあるような気がしてたんだ。そうしたら去年ここに来てたよ」

　気づかなかったのは、同じ景色でも別の世界から見ていたからだろう。

『誰だれと来たんですか？　この公園デートスポットですもんね』

「なんかのイベントで来たような」

『どんなイベントですか？』

「変なゲームやったこと覚えてるな。謎なぞ解ときゲームみたいな感じで公園に配置されたポイントを探さがしていくようなやつ。カップルで来ると入場料が無料でホットドックとドリンクチケットがもらえたんだ」

『……カップルイベントじゃないですか』

「近所の同級生に無む理り矢や理り誘われたんだよ。そいつ、頭使うの苦にが手てなのに、そういうゲーム好きだから」

『……ふーん、そうなんですか』

「で、俺おれは最初乗り気じゃなかったんだけど、ゴールに辿たどり着ついたらなんかコインみたいのをもらえるらしいことに気づいたんだ。だから、がんばっちゃったんだよな」

『ゴールできたんですか？』

「うん。それで魔ま法ほうのコインとかもらえた。でさあ、コインって言ったらスロットゲームとかルーレットなんかをやらしてくれると思うだろ。ところが、最後に案内されたのは公園中央の噴水で、係の姉ちゃんが、コインを泉に投げてください、とか言ったんだよ。俺おれ、びっくりしてへたり込んじゃったよ」

『…………』

「近所の同級生って由ゆ紀きっていうやつなんだけど、そいつ馬ば鹿かだからキャッキャと無む邪じや気きに俺の分までコイン投げ込んじゃって……泉にコインを投げ込むと願いが叶かなうんだってさ」

『……素敵すてきですね』

　オリビアが目をキラキラとさせているのを見て、福ふく原はらは啞あ然ぜんとしてしまった。

「せめて景品みたいのをくれたらよかったんだけどさ」

　そんな福原の言葉に、オリビアは人差し指を振った。

『わかってないですね。女の子は形のないものを求めるんですよ。私もそのイベントやりたかったなあ』

「何をお願いする？」

『……それは言っちゃ駄だ目めなんですよ』

　オリビアはクスッと笑った。

　気づくと公園が薄暗くなっていた。一般の入場者の姿はいなくなっている。そんな風景を見ながら、少しだけ遠くに来たような気分になった。ここは東とう京きようであって東京ではなかった。

　囚とらわれの姫を助けだす冒険の旅は始まったばかりだった。
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「……ダメダメ、全然気持ちよくない。舞まいは体重が軽いからかな」

「もう、なによ」

「腰じゃないかもしれない。背骨が痛い感じなんだ。だから揉もんでもらっても意味がないのかな……バカ？」

「当たり。よくわかったね」

「次は俺の番な」

「ちょっとやめてよ。……あ、あ、あはははは、くすぐったい。わからない、わからないって」

「何を書いたかわかるまで続けるからな」

「……あははははは、や、やめて……」

　うつぶせでじたばたしていた舞の頭ががつんと顎あごにぶつかり、福原は悶もん絶ぜつした。

「やめなさいって言ったでしょ！」

　息を切らし顔を真っ赤にした舞まいが福ふく原はらを睨にらんだ。

「最初は冗談だったけど、ちょっと興奮しちゃったよ」

　福原は芝しば生ふの上に座りながらふうっと息を吐はいた。公園に到着した次の日の昼下がり。舞は、福原の着替えやら食べ物などを持ってきてくれていた。

　福原はこの公園で夜を明かした。他ほかのプレイヤーが虫むし除よけスプレーやシーツをくれたので、芝しば生ふの上で寝たのだ。彼らとは夜も少し話をし、少しだけキャンプに来たような錯さつ覚かくを得た。

　今日は土曜日で学校は休みで、気き兼がねなくこのゲームに没ぼつ頭とうできる。

　しかし、それ故ゆえの問題点もある。

　喧けん噪そうに包まれている公園。ここから距離を置いた場所でフリスビーやバトミントンに興じる家族連れの姿が見える。そんな平和な光景は、福原にとって有害なものであった。

　それでも、ゲームの進行は順調ではあった。

『福原さん、戻りましたよ』

　ゲーム機からオリビアの声がした。ゲーム機の座ざ標ひように戻ってきたようだ。オリビアは、福原が情報を処理しなくても自由に移動できるようになっていた。自由の天使像という明確な座標がゲーム側にあるので、オリビアもある程度の公園の位置関係が把は握あくできるようになったのだ。

　オリビアはゲーム座標を自由に動き、同じくゲーム座標のナイトキャラクターと交流をしていた。そんなコミュニケーションと共に連れん携けいを深めている。

　この自由の天使像のポイントに到達したのは、現時点で福原を含め十ペア。福原たちはお互い連携し、この場所を守っていた。交代で休きゆう憩けいをし、敵のデータの侵入を防いでいるのだ。

　それらは上手うまく機能していた。プレイヤーサイドの慣れもあるかもしれない。データ処理や剣で斬きるコツをつかみだしたのだ。休日で人出が多くなったとはいえ、まったく問題はなかった。

　福原とオリビアも先ほどまで、データの侵入を防ぐために見張りを行っていた。オリビアは無傷でそれをこなした。それは福原がこの公園に慣れデータ管理の精せい度どが上がったのと、オリビアの剣の扱あつかいが上手くなったという理由がある。

　ゲームは順調に進んでいる。福原はそう確信していたが、気になっていることもあった。

「俺おれから動く必要はないのかな」

「ん？」

　ぼんやりと公園の風景を見ていた舞が振り向いた。

「姫の居場所を探さがしたり、魔ま王おうを倒したり」

「魔王は姫救出の途と中ちゆうで必ず立ちふさがるって言ってたわよね。こっちから探す必要はないんじゃない？」

「でも、こちらから攻撃をしかけるべきじゃないか。これだけの数のプレイヤーが協力している状況は勇者サイドのアドバンテージだ」

「でも、魔ま王おうの居場所はわからないでしょ。きっと、時間経過と共に判明するようになってる」

　しかし、魔王はこの現実の東とう京きようのどこかにいるはずなのだ。

「ねえ福ふく原はらはＲＰＧをやったことがある？」

「テレビゲームのか？　やったことはないけど、システムは知ってるよ。ドラクエだっけ？」

「魔王から姫を助けだすというテンプレートができたのが八十年代にファミコンから発売されたドラゴンクエスト。ドラゴンクエストはプレイヤーの自じ由ゆう意い思しでゲームを進めることができる画期的なシステムだったとされてる」

　舞まいは芝しば生ふに足を投げだすように座りながら喋しやべっている。

「……でもね、実際にはプレイヤーに自由意思なんてないのよ。あるように思わせるのがＲＰＧ。それをモチーフにしているこの囚しゆう人じんゲームも同じく。たぶん、その都つ度ど与えられた課題をクリアーしていくだけだと思う。だから、焦あせる必要はないわ」

「そうなのかな」

　福ふく原はらは体を起こし手を上げた。プレイヤーの設楽したらが戻ってくるのが見えたのだ。

　設楽はちらっと舞に視線を向けてから、福原のそばに座り缶コーヒーを投げた。

「どこ行ってたんだ？　休きゆう憩けい時間じゃなかったっけ？」

　福原はコーヒーを受け取りながら聞いた。

「暇ひまだから遊んできたんだよ」

　設楽はゲーム機をアピールした。

「休むときは休んだほうがいいんじゃないか？　女の子もダメージを受けるだろ」

「だからこそだよ。やられる前にやらなきゃいけない。危険な要素は少しでも早く、こちらから排はい除じよしておきたいんだ」

　設楽はそう言った。

　福原のゲーム機には設楽とペアを組んでいる青いカラーのナイトが映うつり込こんでいる。オリビアと彼女がにこやかに話している映像。プレイヤーにはそれぞれカラーが割り当てられていることにも気づいた。福原はレッド、設楽はブルー。他ほかのプレイヤーにも別々のカラーがあった。

「子供がいっぱいいて危なくなかったか？」

「ほとんどノーミスだった。犬がいっぱいいたけど、やっぱりあれは無関係なデータとして処理されてるな」

　設楽は福原越しに、ちらちらと舞を観察するように見ている。

「犬は紐ひもから放さないでほしいよな」

　人間以外の生き物は触ふれてもダメージを受けないことがわかっている。ただし、情報処理を乱す存在としてやっかいだった。

「私、ちょっと飲み物買ってくる」

　舞まいが設楽したらを横目に立ちあがり、その場を離れていった。

「……そんなに気にすることないんじゃないか？」

　福ふく原はらは舞の後ろ姿を見送りながら、設楽に言った。

「別に福原のエージェントをどうこう言ってるわけじゃないさ。でも、ゲームに直接関係ない人間を介かい入にゆうさせるのはやめたほうがいいと思ってるだけだよ。だから、俺おれはエージェントには最低限の協力しかさせない」

　設楽はエージェントの舞を警けい戒かいしているようなのだ。

「エージェントは協力者だろ」

「でも、所しよ詮せん俺たちとは違うよ。自分は安全な場所にいる。きっと、危険なゲームを行っている俺たちをみて優ゆう越えつ感かんに浸ひたっているような。同じ立場じゃない」

「舞は──彼女は信頼できるよ」

「そうだとしても、それは言わないほうがいい。囚しゆう人じんゲームはそんな心情とかも利用する。だから隙すきは見せたら駄だ目めなんだ」

　設楽はそう言った。福原は、彼がどれほど囚人ゲームをくぐり抜けてきたかは知らない。

　プレイヤー同士、良好な関係で議論を交かわしたことは確かだったが、それぞれの背景や過去に行った囚人ゲームなどの議論はなかった。協調できるのはこのゲーム限定だと知っているのだ。このゲームが終わり、次に会ったときは別のゲームで争うことがあるかもしれない。そんな思考の中で作られた限定的な友情だった。

　それでも、福原はその人間関係が本物であると信じたかった。同じ目的を持っている人間たちの信頼関係の輪。

「俺、そろそろ見張りに行こうかな。オリビアは大丈夫か？」

『はい、私もそうしようと思ってたんです』

『じゃあ、私も一いつ緒しよに行くね』

　オリビアと話していたゲーム世界の女の子が言った。

「仕方ない、手伝うよ」

　設楽は肩をすくめて立ちあがった。

　その後、福原は設楽と自由の天使像周辺のエリア確保をした。

　そして、夕刻近くだった。一人のプレイヤーに変化が起こった。

　それは新たな武器の発生。精せい霊れいの誕生だった。




　　　　　　　＊




　プリンセスセーバー・トピックス




　攻撃精霊とは？

　精霊界で使える武器のことです。

　レベルアップで上級戦士になると、剣に封じ込められた精霊を使えるようになります。

　精霊界のプレイヤーは、攻撃精霊に命令を出すことができます。




　待機　精霊をスタンバイ状態にしておきます。

　攻撃　精霊を指定の目標に攻撃命令を出します。攻撃命令の途中解除はできません。




　攻撃精霊の攻撃は剣を中心にした攻撃距離の範囲内に限ります。

　攻撃の目的が達成されると、待機状態に戻ります。

　ただし、攻撃精霊は気まぐれです。攻撃命令を出しても、命令を聞かずにどこかに飛んでいってしまうかもしれません。

　その場合、攻撃精霊が失われると共に、人間界の剣も失われてしまいます。

　攻撃命令を出さない限り、攻撃精霊が逃げることはありません。

　ですから、攻撃精霊の使用は慎重に。
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「……きっとあの人は肉にく体たい補ほ正せいタイプのパルス能力者」

　舞まいの視線の先にはレモンイエローのカラフルなワンピース姿の女性が立っている。

「あれが攻撃精霊なのか？　こっち側だったのか」

　レベルアップにより攻撃精霊というものが使えることは知っていた。しかし、それはオリビアサイドの武器であると思っていた。

「私、見たのよ。あのプレイヤーのゲーム機からファンファーレが鳴り響いて、その後にあの黄色いワンピースの彼女が公園を歩いてきたの」

　ワンピースの女性は自由の天使像の樹木に寄より掛かかるように立っている。スレンダーなボディーに短くカットした髪、端たん正せいなマスクからは表情が読みづらかった。

　その脇わきで戸と惑まどった様よう子すで立っている男性が、彼女の持ち主のプレイヤーだった。先ほどから小声で交流を取っている。初めて会った様子ではなかった。過去の囚しゆう人じんゲームで接触があったのかもしれない。

　また、その周辺で様子を窺うかがう他のプレイヤー。未いまだに状況を把は握あくできていないのだ。

「福ふく原はら、魔ま法ほうの地図のトピックスは見たか？」

　木の陰かげに隠かくれて様子を窺う福原に声をかけてきたのは設楽したらだった。

「ああ、あれが攻撃精霊だとは……」

　福原はつぶやいた。

「あいつ、ずっと剣を振り回していたから、レベルアップしたんだろう」

「……なんで剣を振ってたんだろうな」

「確か、一体千円の金目当てだったと思う。そんなことを言ってた」

　設楽したらがじっと攻こう撃げき精せい霊れいの脇わきにいる男を見つめている。その視線は冷さめていた。囚しゆう人じんゲームのプレイヤーの視線だった。

「設楽はどうする？」

「まあ、様よう子すを見よう」

　設楽はすっと林の中へと姿を消した。

『……何か問題があるんでしょうか？』

　やりとりをずっと黙って聞いていたオリビアが口を挟はさんだ。

「攻撃精霊がどのような役目で、どのような使い方ができるか、まだわからない。でも、こんな形で攻撃精霊が出てくるとは誰だれも思わなかった。実際俺は、序じよ盤ばんに攻撃精霊の説明を受けたとき、オリビアが使える魔法のようなものかと思ってたんだ。でも、攻撃精霊は現実の世界で使うものだった」

『でも、ゲームの武器ですよね』

「基本的にはね。でも、あの武器は不確定要素だ。要するに、何か問題あるのかもわからない」

　攻撃精霊の登場によってゲームが複雑化してしまった。たとえるなら二次元のゲームが三次元に立体化してしまったような。

「もしかしたら、攻撃精霊じゃないと倒せない敵の登場とかもあるのかもしれないわね。論点はそこではないけど」

　舞まいも深刻な表情を浮かべている。

「あの子はなんなんだろう。どんな立場なんだろう」

「どういうこと？」

「このゲーム参加のウエイトはどの程度かって」

　このゲームにおいて一番必死になるべきはオリビアたちナイトだ。彼女たちは囚人という立場からの脱だつ却きやくがかかっているのだ。福原たちプレイヤーはそこまでではない。福原自身はオリビアを助けたいという決意はあるが、他のプレイヤーもそうだとは限らない。そして、あの攻撃精霊役のプレイヤーはどうであるのか。

「決めつけることはできないけど、あの様子だとゲームに協力しているのかもしれない。ほら、このゲーム自体が複雑だから、もしかしたらゲームシステム寄りなのかもね。それより、どうするの？」

　舞が福原を見た。

「少しだけ積極的に動こう」

「どういうこと？」

「俺おれたちもレベルアップをする。攻こう撃げき精せい霊れいの使い方や、詳くわしい効果は攻撃精霊に会ってみないとわからない。まだ公園に人はいる。公園の外でもいい」

「危険よ。今まで順調だったのは、同じ場所で戦っていたからじゃない。別の場所で交戦すると情報処理が雑になる」

「少し強ごう引いんにやるだけだよ」

『……みんなで話し合って対策を練るべきだと思います』

　オリビアが言った。

「何が起こるかわからないだろ」

『だからこそ、さっき出現した精霊を含めて話し合うべきですよ。私、みんなに呼びかけてもいいです』

「オリビアがやる必要はないだろ。それは他ほかの誰だれかがやってもいい。その間に、俺たちも精霊を手に入れる」

『でも』

「オリビア、俺おれの言うことを聞いてくれ」

『……わかりました』

　オリビアは不服そうに言った。

　確かに攻撃精霊がどんな役目を担になっているのかはわからない。しかし、ひとつだけ確かなことがあるのだ。

　それは、この現実世界にも武器が配られたという事実だ。

　ゲームの世界がこちらの世界に浸しん食しよくしてきたのだ。

「行こう」

　福ふく原はらはそっとその場から離れた。

　考えた。最初にレベルアップに成功したあの男のこと。彼は積極的に公園内の敵を斬きっていったのだ。その行動は彼にとってはゴールした後に手に入る現金を増やすため。そして、ナイトの女性にとってはレベルアップすることでゲーム進行が有利になる。ふたりの目的は一致しているのだ。

　ただし、その積極性は利点ばかりではない。アクティブに動くことで、当然女性キャラクターもダメージを受ける。ヒットポイントは回復できるが、リアルな痛みは発生するのだ。しかし、彼はそんなことを考えなかったかもしれない。それほどの関係が両者になかったからできたのかもしれないが、それはこのゲームではプラスに働いたのだ。

　福原も考えていたのだ。レベルアップという目標が提てい示じされているのだから、オリビアが痛んだとしても、回復ポイントのあるここで積極的に経験値を手に入れるべきでは、と。

　しかし、痛むオリビアを見たくないがために、その行為から目を逸そらしていた。行動せずに、ただ現げん状じよう維い持じをしていたのだ。

　これは福ふく原はら自身の甘あまさだった。やはり囚しゆう人じんゲームは人間的な甘さを排はい除じよしなければいけないゲームだったのだ。

「今からレベルアップを目め指ざすには、相当斬きらないといけないと思うわよ。あまり強引にやると、オリビアだって痛んじゃうのよ」

　舞まいが小走りについてくる。

「保険をかけるだけだ。レベルアップが無理だったら、ここに戻って議論の場を作る」

『舞さん、私は大丈夫ですから』

　剣を抱えて歩くオリビアが笑ってみせた。

「舞は今日はもういいよ。今後、他ほかのプレイヤーに接せつ触しよくするにしても慎しん重ちようにやる必要がある」

「……わかった」

　舞は不満そうながらもうなずき、その場に立ち止まった。

　福原はそのままオリビアと共に暮れ始めた公園を歩いていった。オリビアの苦しむ姿を舞に見せたくなかった。

「できれば閉園までにレベルアップしたい」

『わかりました』

　オリビアはうなずき、剣を構えた。

　福原は敵のデータの密集するエリアに入った。データ処理をしつつ、オリビアが斬きったそばから次の目標を探さがし移動を続ける。

　こちらから攻撃する行為は、オリビアにとって思った以上にシビアだった。今までは基本、迎げい撃げきだったのだ。こちらは動かずに待たい機きし、一定の距離に入った敵をタイミングを計はかって斬りつける。しかし、自分から攻撃を仕掛ける場合、こちらも動き、相手も動いている場合があり距離が取りづらいのだ。

　しばらく攻撃を繰り返していくうちに、画面のハートマークが震しん動どうし始めた。オリビアが傷ついている証しよう拠こだった。完全に敵データを破壊できずにダメージを受けているのだ。

　しかし、オリビアは苦痛の悲鳴を漏もらすことなく剣を振り続けている。福原はオリビアが自分に気を遣つかっていることに気づいたが、データ処理だけに集中した。今自分にできることは、できるだけ正確にデータを処理し転送することだけなのだ。

「出入口に行こう」

　徐じよ々じよに公園内に人影が少なくなってきていた。

『……はい』

　オリビアの呼吸が少しだけ乱れ始めていた。

　こうして時間を置いて考えてみても、やはり攻こう撃精せい霊れいは危険な存在であるように思えてしまう。テレビゲームをしていたプレイヤーに、突とつ如じよゲーム中の武器を持たされた感覚。

　その武器が他のプレイヤーを攻撃できるとしたら……。

　ただし、福ふく原はらの心配は杞き憂ゆうである可能性は高い。そもそも争あらそう要素は薄いのだ。複数のプレイヤーの協調が可能のゲームであり、この程度の変化でそれが崩くずれることはないはずだ。しかし、もうそんな甘あまさは思考に入れたくはなかった。

　もしも攻こう撃げき精せい霊れいが危険な武器であったら、だからこそ手に入れておかねばならない。こちらから使おうというわけではない。持ってなくてはいけないのだ。

　世界もそうではないか。使うわけにはいかない核かく兵へい器きという武器が求められている理由。どんなにモラルの観点から批判されようが、核を持っている国しか発言権のない現状がある。核を持っている国と対等に議論できるのは、核を持っている国だけなのだ。

　福原とオリビアがノンストップで経験値稼かせぎを続けるうちに、空は紺こん色いろに染そまり始はじめる。

「……少し休もう」

『大丈夫ですよ。問題ありません』

　オリビアがぎこちなくも笑顔を作ってみせた。

「俺おれが疲れたんだ」

　福原は閑かん散さんとした駅前のベンチに座りながら言った。すでに公園は閉園しており、ふたりは人を追うように外に出てきていたのだ。

　これ以上戦うわけにはいかなかった。オリビアからは見えないが、画面のハートマークの色が薄くなっている。あとどれくらい残っているのか正確にわからないが、それ故ゆえに危険は冒おかしたくなかった。

　まだレベルアップには至っていない。あとどれほど敵を斬きればいいのかまったくわからなかっった。

「すこし休んで。座っていいから。ここには人がいない」

　福原が言うと、オリビアはぐったりとへたり込んだ。

　福原はベンチに座りながら考えた。やはり強ごう引いんすぎたかもしれなかった。このような感じでレベルアップを目指すのはリスクが多すぎる。

　目の前をバスが通り過ぎていった。少しだけ福原の胸に罪悪感がわき上がった。信頼関係を作っていた輪の中から、恐怖に負けて逃げだしてしまったかのような感覚。同時に、そんな人間的な感情から外れてしまった一種の寂さびしさのようなものがあった。

『……福原さん、戻りませんか？　やっぱりよくないと思います』

「俺は慎しん重ちようにやりたいと思うんだ。だから、攻撃精霊を手に入れるまでは公園には戻らないつもりだ。どこかで夜を明かして……」

『話し合うべきです』

　画面の向こうのオリビアの表情には強い意志が感じられた。

「……わかったよオリビア」

　福原は立ちあがった。状況を確認する必要はあった。それに、残りのヒットポイントを考えると、天使像を使う必要もある。

　福ふく原はらはオリビアの息が整ったのを見み計はからい、再び園内へと向かった。

　閉園後の園内はまったく人影がない。樹木が風にざわざわと揺れている。

　福原は辺りを慎しん重ちように窺うかがいながら歩ほを進めた。

『周辺には見あたりません』

　オリビアが囁ささやいた。キャラクターを発見しやすいのはオリビア側の世界なのだ。

　木々の陰かげに隠かくれながら移動していた福原は足を止めた。ここから天使像までは開けた芝しば生ふを通らねばならない。

　公園のデータは安定している。不ふ穏おんな雰ふん囲い気きはなかった。

「行こう、大丈夫そうだ」

　福原は身をかがめながら天使像を目指す。

　しばらく進むと天使像座ざ標ひようの木が見えてくる。

『天使像の光が見えました。他にキャラクターなどは見あたりません』

「……誰だれもいないのか」

　福原は少々疑問を感じたが、それならまずはオリビアの回復が優先だ。

　さらに接近し確認する。周辺にはプレイヤーの姿はない。オリビアサイドも同様だった。

　暗がりの中、福原とオリビアはついに天使像の脇わきに立った。

『周囲にいないようです』

　ということは、天使像から半径十メートルの範囲にプレイヤーがいないということだ。オリビアの視界は十メートルだからだ。

　やはり、何かが起こっているのかもしれない。この静かさは逆におかしい。

「とにかく回復を。それから次の行動を考えよう」

　福原は周囲を窺うかがいながら言った。

『はい…………きゃっ』

　オリビアが天使像の下の扉とびらに手をかけ小さく悲鳴を上げた。いきなり扉が開いたのだ。

　同時に福原の正面に人影が出現した。

「あっ……」

　福原は息を吞んだ。目の前に黄色いワンピースの女性が立っている。木の上から飛び降りてきたのだ。

　また、オリビアの前には、天使像の中から出てきたナイトが立っていた。黄色い剣をオリビアに向けている。中にいたので見えなかったのだ。

　ゲーム機を持ったプレイヤーは距離を置いてどこかに隠れているということだ。これは仕組まれたトラップだったのだ。

　福原の目の前の女性は、最初に出現した攻こう撃げき精せい霊れいだ。彼女は警けい戒かいする福原を見てクスッと笑った。

「安心しなさい。話し合いですむから」

「話し合い？　どういうことだ？」

　福ふく原はらはちらりとゲーム機を見ながら女性と対たい峙じした。オリビアも困こん惑わくげに黄色いナイトと視線を交かわしている。

「まず、持っている現金を渡すこと。ゲームの資金ね。そして、その後ゲーム機の電源を切ること。それだけのこと。簡単でしょ」

　福原はその言葉に動どう揺ようした。黄色のプレイヤーは、すでに動いていたのだ。他のプレイヤーの排はい除じよを決意していた。ある意味、福原の予感は当たっていたのだ。

「断ことわる」

「何故なぜ？　あなたはゲームに失敗したのよ。だからどっちにしろ資金は必要ない。だって、ゴールできないんだから」

「現金だけなら渡してもいい」

　福原が言うと、女性は首を振った。

「あなたはそれは選べないの。唯ゆい一いつ選べるのは、素す直なおに私の言うことを聞くか、痛い目をみて私の言うことを聞くか、なの」

「なんでゲーム離り脱だつを強きよう要ようする？　ゲームクリアーに人数制限はないはず」

「何人でもいいからでしょ。一人でもいいってことじゃないかしら」

　女性は、はきはきと言いながら手を出した。

「ゲーム機は渡せない」

　福原が言うと、女性は大きくため息をついた。

「一応言うけど、私、オープン参加で、できるだけ強ごう引いんなことしたくないの。だって、自分にとって大して重要じゃないゲームだもの。あなたもそんなもんでしょ。自じ由ゆう意い思しですぐに離脱できる簡単なゲーム。今回上手うまくいかなくても、次がんばればいい程度のゲームじゃない」

「ん、どういうことだ？」

「あなたが質問する権利はないの」

　女性は福原に手を出したままだ。

　目の前の女性の雰ふん囲い気きから肉にく体たい補ほ正せいがかかったタイプの人間であることが察さつ知ちできた。逃げても無む駄だかもしれない。油ゆ断だんしてしまったのだ。

「……時間切れね」

　福原の沈黙に、女性が一歩前に進みでた。

　そんなときだった。福原の耳に悲鳴が聞こえた。

　ゲーム機からだった。硬こう直ちよくするオリビアの横で黄色い剣を持ったナイトが膝ひざをついているのが見えた。

　不ふ意いにガタンと音がして、そのナイトの足下の床に穴が開いた。絶ぜつ叫きようと共に彼女は漆しつ黒こくの穴へと消えていった。

『あ……』

　ゲーム世界では、呆ぼう然ぜんとするオリビアだけが取り残されていた。

　福ふく原はらは啞あ然ぜんと目の前の女性を見上げた。

「運がいいね」

　女性はただ首をすくめてみせた。

「どういうことだ？」

　何が起きたのか見当がつかなかった。

「ゲームオーバー。剣が消えたから、その精せい霊れいの私も消えなきゃ」

　精霊役の女性は、悔くやしそうな素そ振ぶりも見せずに福原に背を向け立ち去っていく。

「……福原か？」

　声に振り向くと、木々の陰かげから設楽したらが姿を現した。

「設楽も無事だったのか」

「奴が攻撃指示を出した瞬間に、本体を攻撃した」

　設楽がゲーム機を見せた。画面にはゲームオーバーと表示されている。設楽のゲーム機ではない。

　ここで福原は気づいた。いきなり黄色いカラーの攻撃精霊が離り脱だつしたのは、本体のゲームキャラクターがゲームオーバーとなったからなのだ。

　福原を攻撃するために攻撃精霊を使ったとき、ガードが開いてしまったのだ。設楽はその瞬間を狙ねらって奴のゲーム機を奪ったのだ。そして電源を切った。

「黄色い攻撃精霊がどこにいるかわからなかったから助かったよ」

　設楽は笑顔を浮かべた。福原はその設楽の笑顔に違い和わ感かんを感じた。安あん堵どではなかった。安堵よりも不安が濃く混じっている表情。まだ設楽は何かに怯おびえていた。

「他ほかの連中は？」

　福原は聞いた。

「数人、奴の攻撃精霊にやられた。あとはだいたい近くにいる。こっちに来いよ。みんなでまた対策を練る必要がある」

　設楽が福原を手招きしている。

「……オリビア、天使像に入って回復をして」

　福原は小声でオリビアに指示を出した。

「オーケーすぐ行く。そういえば、設楽は黄色い攻撃精霊が出現した後、どこに行ってたんだ？　俺おれ、探さがしたんだ」

　福原はカマをかけてみた。

「……すまない。怖こわくなって逃げちまったんだ」

「そっか、それはしょうがない」

　福ふく原はらはオリビアが回復したことを確認して、小声で指示を出した。オリビアは目を見開きながらも小さくうなずいた。

「よし、みんなの所に行こう」

　福原は設楽したらの方向に足を踏みだす。そして、設楽が振り向き先せん導どうしようとした瞬間、福原は背を向け、オリビアと脱だつ兎とのごとく駆けだした。

　背後で設楽の叫ぶ声が聞こえたが、振り返らずに公園の出口を目指して走る。

　連れん闘とうの疲労でオリビアの足はふらついていたが、福原はオリビアを急せかしながらひたすら走った。夜の公園には、福原の足音とゲーム機から漏もれるオリビアの呼吸音だけが響く。

『……福原さん、なんで』

「いいから、喋しやべらないで」

　福原は真っ直ぐな道にオリビアを誘ゆう導し急がせる。時とき折おり転ころびながらも、オリビアはなんとか公園の出口の座ざ標ひようを抜けた。

「少し歩こう」

　福原はオリビアと歩調を合わせながら振り返ってみる。追いかけてくる人影はない。

　オリビアは剣先を引きずりながら歩いている。体がよろけているのが見える。

『……なんで、逃げたんですか？』

　オリビアは少しだけ不満げな視線を向けた。

「いいから息を整えて」

『設楽さんは、助けてくれました』

「プレイヤーからゲーム機を奪うばって電源を切って？」

『それを責めているんですか？』

「違うよ。確かに結果的には助けられた。あれは俺おれが悪い。俺の油ゆ断だんだった」

　福原は道路沿いの歩道を歩きながら言った。街がい灯とうに照らされアスファルトがオレンジ色に見える。時折車が走り去っていくだけで人通りはなかった。

「問題は……どうやってゲーム機を奪ったかだ」

　黄色のプレイヤーもある程度警けい戒かいしていたはずだ。攻こう撃げき精せい霊れいを使ったあの短い時間の隙すきを突いてゲーム機を奪うとなると、そう簡単にはいかないはずだ。

「設楽が黄色プレイヤーをマークしていたのは、確かに攻撃精霊を使ってガードが開いた隙をつくのを狙ねらっていたから。で、俺があの場に出ていき、黄色の精霊に攻撃指示が出た」

『私たちは、あのとき逃げました。でも、設楽さんたちは残ったんじゃないですか。協調して対たい処しよしようと』

「違う。設楽も逃げたんだ。で、俺たちと同じことを考えた。対処方法はひとつしかないと。レベルアップをして攻こう撃げき精せい霊れいを手に入れることだ、と」

『じゃあ、設楽したらさんはもう……』

「そうだ。だから設楽は戻ってきた。それで、黄色を潰つぶすチャンスを窺うかがってた」

『助けてくれたのは確かですよ。なんで、設楽さんから逃げたんですか？』

「あいつは俺たちも潰すつもりだった」

『そんなことないです』

　オリビアはきっぱりと言った。そんなオリビアの表情を見て、福ふく原はらの胸が少しだけ痛んだ。有害なデータだけではなく、現実の悪意からも守ってやらねばならい純じゆん真しんさだった。

「俺おれにはわかるよ。あいつは、公園内のデータの敵を倒すときも、ダメージを受けるのが怖こわいから攻撃すると言っていた。要するに、設楽の思考はこうだ。攻撃される前に攻撃する。黄色い攻撃精霊を見て思ったんだろう。あれは危険な武器だと。できるだけ渡しちゃいけないと。たぶん、他のプレイヤーも同じくゲームオーバーにしているはず」

　恐怖からなのだ。攻撃されることを恐れる故ゆえに、こちらから攻撃するという選択。

『でも……じゃあ、なんであのとき攻撃してこなかったんですか？』

　それでもオリビアは食い下がる。

「まず、設楽は精霊に攻撃指令を出して、自分のガードが開くのを恐れた。設楽同様、レベルアップしたプレイヤーが近くにいることを考えたのかもしれない。そしてもうひとつ。黄色の行動から推すい測そくして、攻撃精霊には攻撃距離が設定されていると思う。だから単純に命令だけ出せばいいわけじゃないはずだ」

　攻撃精霊の使用方法やルールなどは実際に使ってみないとわからないだろう。ただ、福原はあの黄色い攻撃精霊との会話に引っかかっていた。彼女もある意味ゲーム失敗のはずだが、あのあっさりさはなんであるのか。

「……オリビア、少し速く歩こう」

　福原は思考を止め、オリビアに言った。

『え、はい……』

「その先を右に曲がったら、もう少しだけ歩くスピードを上げたい」

　オリビアの荒い呼吸がゲーム機から聞こえる。

「……そこを右に曲がる。よし、速度を上げて」

　福原に促うながされ、オリビアが困こん惑わくしながらも移動の速度を上げた。

『福原さん。足がもつれて……』

「やっぱり追いかけてきてる」

『え？』

「奴ら、追ってきてる。確実に攻撃する気だ」

　敏感になっている感覚が乱れたデータを拾っていた。設楽は逃げた福原たちを見み逃のがす気はないようだ。

「人のいる場所に行こう。そうしたらあまり派手に暴れられないし、移動速度も落ちる」

　設楽したらが攻こう撃げき精せい霊れいを手に入れたとしても、ゲーム世界のキャラクターが強くなったわけではないのだ。人ひと込ごみを抜けるには、今までどおり剣で斬きらねばならない。

『でも……』

「駅方面に行く。オリビア、それしか方法はない」

　福ふく原はらとオリビアは駅へと向かった。この時間ならまだ人はいるはずだ。ただし、人がいる前では精せい霊れいが攻撃してこないという考えは捨てねばならない。やり方は幾いくらでもあるのだ。

『後ろ……見えませんけど』

　オリビアが周囲を見ながら言った。

「見なくていい。歩くことに集中して」

　できれば知りたい要素があった。それは、たぶん攻撃精霊に設定されているだろう攻撃距離。何メートル以内のプレイヤーを攻撃できる、といったルールがあるはずだ。果たして、どれほど距離を詰められたら攻撃されるのか。

　福原はデータ処理をしながら駅への道を急いだ。前方から来た若い男性の二人組とすれ違ったとき、オリビアは悲鳴を上げた。

「斬きれなかった？」

『完全に斬れませんでした。二人いたから……』

　オリビアが電流の刺激に膝ひざをついているのが見えた。

「オリビア立って、早く」

　福原に急せかされ、オリビアは剣を支ささえになんとか立ちあがる。

「住宅街を抜けていこう。相手にこっらの姿を晒さらすのは避けたい」

　焦あせりが混まじってデータ処理が乱雑になるのがわかった。追われる側の不利な心理状態だった。不安定な精神状態で管理するには、東とう京きようのデータは複雑すぎる。頭が先ほどから不快な痛みを発していた。

「正しよう面めんから一人。……止まらずに斬る。四メートル……三メートル」

『……斬りました……あっ』

　オリビアが悲鳴を上げて転倒した。

「どうした、失敗した？　あっ……すまない」

　福原は頭を振った。オリビアは歩道の段差に足を取られて転ころんだのだ。そして福原は、その歩道のデータを処理して送っていなかった。福原のミスだった。

　焦りで乱れたデータでオリビアが傷つき、そんなオリビアを見た福原が動どう揺ようし、さらにデータが乱れるといった負のスパイラル。

　福原とオリビアは背後に追跡者の視線を感じながらも逃げ続けた。

「大通りに出る。ちょっと賭かけになる」

　あと一ブロック進むと大通りだった。見通しのいい場所に出ることは、自らの身を相手の視界に晒さらす危険がある。それでも、駅前の大量の人間データは逃げるために必要なノイズだった。

『……少しだけ、休みたいです』

　喘ぜん息そくのようなオリビアの呼吸が聞こえた。喉のどに空気を詰まらせたかのような痛々しい雑音。

「駄だ目めだよ。今は休めない」

『わかりました。……大丈夫です』

「大通りに出た……歩道を渡る。右斜め前から一人。信号が点てん滅めつしてるから少しだけ速く歩いて」

『……あっ……き、斬きりました。問題ありません』

　ダメージを受けてオリビアの声が乱れた。

　駅前から鐘の音が聞こえた。午後七時を知らせる鐘だった。ゲーム一時停止時刻の零れい時じまではあと五時間もある。やはり逃げ切るしかなかった。背後を見たが、設楽したららしい人影は確認できない。

『……本当に追ってきてるんでしょうか？』

「追ってきてるはずだ。それは感じる」

　できればその勘かんが外れてほしかった。

『話し合うべきではないでしょうか。わかってくれます』

「駄目だ。もうそんな甘あまい思考は入れない。俺おれのことはあとで非難してくれてもいい」

　大通りに沿って進むと駅が見えてきた。駅に電車が止まり、バラバラと人がランダムなデータとして排はい出しゆつされている。

「オリビア、気をつけて。大量の敵データが発生してる」

　大量のデータは、福原たちの逃亡を手助けするノイズデータであったが、同時に福原たちを攻撃する有害データでもあった。

「少し、ほんの少しだけ速度を落とそう。慎しん重ちように敵を斬る。でも絶対に立ち止まらないで」

『はい……努力します』

　福原とオリビアは、そんなデータの波に突入する。

　画面のハートマークが震しん動どうした。人々とすれ違った福原は、頭を殴なぐられたような痛みを感じた。東とう京きようの人々は福原を攻撃していた。データ処理が上手うまくいかない。

　オリビアの悲痛なうめき声がゲーム機から漏もれている。ふらふらの体で剣を振るだけで精一杯なのだ。

「……来るぞオリビア。前方から敵の集合体」

　正面からさらに大量のデータが接近している。

「集団を分割しよう。だいたい四つぐらい」

　接近する人間は均等ではなくムラができている。

「最初のデータを斬きって」

　オリビアが闇やみ雲くもに剣を振り回した。

『……ああ』

　オリビアがうめき声を上げて膝ひざをつく。

「立って。次のデータがすぐ来る」

　敵データは波のようにオリビアを襲おそってくる。その波の間かん隔かくは短い。

　データの第二波を抜けたとき、オリビアは派手に転ころんだ。視線が定まっていない。意識が朦もう朧ろうとしている。

「次が来る。早く斬きって」

　福原はきりきりと痛む頭でデータを送った。

　オリビアは膝をついた状態で、剣だけを振り回してデータを破は壊かいする。しかし、電でん撃げきのショックで体の自由がきかずに剣を放はなしてしまった。カランと剣が床に転がる。

「最後の波が来る。早く体勢を整えて」

　しかし、オリビアは四つんばいの状態で体を震ふるわせているだけだった。

「立てオリビア。剣を拾え！」

　福原の叫びに、オリビアは剣に手を伸ばし、そのまま床を転がるように剣を振る。敵のデータがオリビアの周囲で砕くだけ散ちった。

「……立てるか？　五秒だけ休もう。まだ敵がいるからなるべく早く立って」

　オリビアは大きく目を見開いた状態で、剣を杖つえ代がわりに立ちあがる。膝ひざがカタカタと震えているのが見えた。

「動こう。ヒットポイントはまだ大丈夫」

　ハートはまだ色を保っている。

「ほんの少しでいいから速く歩こう。大丈夫、まだ歩ける」

　野や犬けんに追われる鹿しかのような気分だった。逃げ疲れるのを待っているのだ。オリビアは度たび重かさなる電気ショックに、体全体が麻ま痺ひしているようだった。

　しかし、混こん濁だくしたデータの外に逃げるわけにはいかない。追おっ手てはそれを待っているのだ。息いき継つぎをするためにデータの少ない場所に逃げた瞬間、距離を詰め攻こう撃げき精せい霊れいを使用する。追いかけっこは持じ久きゆう戦せんとなっていた。

　福原もぎりぎりのデータ処理だった。見慣れない景色に蠢うごめく人間。また、どれを無視してどれをデータ処理すればいいのか判断が難しかった。道ばたのヒマワリ、街がい灯とうの周囲を飛び回る虫、湿しめった風にバスのクラクション。それらはデータ処理して転送するべきなのか？

　なんて東とう京きようには無む駄だなデータが氾はん濫らんしているのだろうか。もっとシンプルで綺き麗れいな街にするべきだった。東京というコンクリートの集合体は人間を拒絶しているような気がした。福原たちを苦しめ迷わせる灰色の迷めい宮きゆうだった。こんな淀よどんだデータの場所で日常を過ごしていたのだ。

　頭がずきずきと痛み、その痛みがゲーム機に伝わり、接せつ触しよくの悪いテレビのようにデータが乱れた。針を刺されたかのような鋭い痛みに必死で耐えた。

『……福ふく原はらさん』

　オリビアが唇を震ふるわせながら声を出した。

「もう少しがんばって」

『福原さんは大丈夫ですか？』

「俺おれのことは……」

『データが乱れていて……痛そうです』

「すまない、もっと正確に送る」

　データ処理より苦しいのは、オリビアに手を差し伸べてやることができないことだった。直じかに触れて支ささえてやりたかった。しかし、福原ができることは、データを送ってやることだけだった。しかし、そのデータすら満足に送ってやれないもどかしさ。

『もっとシンプルでいいですよ。よく見えますから』

　オリビアは気き丈じように言い、笑顔を作った。しかし顔が麻ま痺ひしており、ぎこちなく表情を歪ゆがめただけだった。オリビアに限界が近づいている。

「駅前の商店街に行こう。そこを抜けて様よう子すを見たい」

　福原は商店の建ち並ぶエリアに入る。店自体が発光しているようなコンビニエンスストアがあった。みずほ銀行のＡＴＭ、エロ雑誌にジャンルを絞しぼった小さな書店、山のようにスニーカーを積んでいる靴屋、牛丼の半額セール中の吉よし野の家や、路上に駐輪された自転車の数々……

　どっちに曲がるべきだろうか。追われる人間は右に逃げる確率が高いらしい。では左に逃げるか、裏をかいて右に逃げるか、それとも裏の裏をかいて左に曲がるべきか。

　どこからかラジオが流れていた。巨きよ人じん対中ちゆう日にちのナイトゲーム。現在四回の裏、中日ドラゴンズの攻撃、打者はショート井い端ばた、ピッチャーは高たか橋はし。現在ペナントレース首位のドラゴンズに対してジャイアンツは五位と調子が上がらず……

　ハアハアと悲鳴に近いオリビアの呼吸が聞こえた。彼女の呼吸は、画面越しに痛みや苦しさのデータを空間にまき散らしている。

「……左に曲がろう……一メートル正面に車止めがあるから避よけて……四メートルほど障しよう害がい物ぶつがないから」

『あっ』

　オリビアが障害物データに接触してふらついた。

『……お、おかしいな、避けたはずなんですけど』

「きっと俺のせいだ。少し座ざ標ひようがずれてる」

　乱雑なデータ処理で移動したため、座標自体がずれて処理されているのかもしれない。

「……止まって。五メートル先にある街路樹を目標に座ざ標ひようを合わせて修正するから」

『見えました。五メートルぴったりです』

「よし……歩こう。３、２、１、スタート……どうしたオリビア、歩いて」

『は、はい……』

　オリビアはよろめきながら歩きだす。

「……アーケードに入る。その直線で確認する」

　両サイドに商店が建ち並ぶ直線アーケード。そこには沢たく山さんのデータが氾はん濫らんしていた。

『もう、私……』

「あと少しだけがんばってほしい。駄だ目めじゃない、できる、やるんだ」

　福ふく原はらはオリビアを促うながして商店街のアーケードに入った。整然と両サイドに商店が並ぶこの道は直線が続いている。

「敵を斬きって」

　人々とすれ違いながら福原はオリビアに言った。オリビアはもう、敵の位置を確認せずに剣を振り回している。

　道を歩く沢山のデータ。居酒屋を選んでいる大学生たち。どこかで花火大会でもあったのだろうか浴衣ゆかた姿すがたの女の子たち。──すべて消えてしまえ。

　福原はアーケードを歩きながら背筋をぞくりとさせた。人々のデータの中を歩きながら一瞬だけ振り返ってみた。

「……あ」

　福原の心臓がドクンと高たか鳴なった。人波の隙すき間まからちらりと見えた青いカラー。

「やはり追ってきてる。これ以上距離を詰められたらまずい」

　青は設楽のカラーだ。設楽の攻こう撃げき精せい霊れいのブルーカラー。福原は前に向き直る。

「もう少し早く歩いて」

『すいません、もう私……』

　オリビアはすすり泣きながら歩いていた。

「できる」

『……もう、もう無理です……』

「オリビア……」

　すぐ背後に青いカラーが迫ってきているのだ。いつ攻撃精霊の攻撃距離に入ってしまうかわからなかった。

「わかった。でも止まらないで」

　福原は腰に提さげていた鞄かばんに手を入れた。中には東とう京きようマップと最初に渡された資金が入っている。その束を二つばかり手に取り、札束の帯を口で切る。

「前だけ見てて。後ろのデータは処理しないから」

　福ふく原はらはオリビアにそう言って、背後に思い切り一万円札の束を投げた。バラバラと道路に紙し幣へいが紙かみ吹雪ふぶきのように散らばり、間をおいて悲鳴のような歓声が聞こえた。

　福原とオリビアの背後でパニックになるデータ。激しく振しん動どうし波打ち乱れる情報。それは強烈なノイズとなって空間を寸すん断だんした。空間を乱すデータは爆発的に増えている。金に群むらがり集まる人間データ。

　福原は背後の混乱したデータを横目に、人通りの少ない脇わきの道に入った。

「……少しゆっくり歩こう」

　福原は少しだけ速度を落とした。

　オリビアは返事もできないほど疲ひ弊へいしている。ヒットポイントも危険な領りよう域いきに入っていた。

「呼吸を整えて。大きく一回吸って小こ刻きざみに二回吐はくと整ってくる」

　福原は自みずからも息を整えつつ、思考を巡めぐらせた。先ほどの商店街で少し距離を取ることができたかもしれない。追おっ手てをまくチャンスなのだ。

　さらに福原は店の中を通り抜けたり、裏通りを走ったりと、追おっ手てを引き離す努力をした。気づくと背後にデータの乱れは感じられなくなっている。いったん追跡をかわすことには成功したかもしれない。

　しかし、この近辺をうろうろとしていたら再び見つかってしまう危険がある。問題はこれからどこに逃げるかだ。

　公園に戻る選択もある。再び福原たちが公園に戻るとは相手も考えないだろう。それに、オリビアのヒットポイントも危き険けん水すい域なのだ。やはり天使像は必要だった。

　福原はオリビアを気き遣づかいながら、道をランダムに移動しつつも、じわじわと公園へと戻っていった。

「駐車場を通り抜けよう。もう誰だれもいないし車も止まっていないから大丈夫。平らなだけだ」

　福原はふらふらとした足取りで都立公園の駐車場に入った。データ処理の負ふ荷かで、脊せき髄ずいが焼けるように熱かった。

　オリビアはさらに深刻な状態だった。剣を杖つえ代がわりに歩くのがやっとといった感じだ。

「ゆっくりでいい。自分のペースで」

　福原はちらりと駐車場のフェンスを見た。金網フェンスの向こうは都立公園の敷しき地ちの一部で、薄暗い林のようになっている。

「……止まれ」

　福原の背中に声がかけられた。

「設楽したら、何故なぜ追いかけてきた？」

　福原は立ち止まり、ゆっくりと振り向いた。薄暗い駐車場スペースに、こちらを見る人影があった。二人分の人影。

「何故逃げた？」

　設楽したらが言った。隣には青いワンピースの女性が立っている。設楽の攻こう撃げき精せい霊れいだ。

「俺おれは少しでも慎しん重ちようにやりたかった。どうしてもゲームを成功させたかったからだ。気に障さわったのなら謝あやまる」

「そっか。俺は福ふく原はらのそんなところが嫌だった。慎重な人間は危険だよ。俺は今までの囚しゆう人じんゲームでそう学んだ」

「だから、相手が武器を持つ前に潰つぶそうと？」

「当然だよ。こんな危険な武器を相手に持たせてゲームは進行できない」

　設楽は隣の攻こう撃げき精せい霊れいを見た。

「考え直さないか。このゲームは協調できると」

「無理だよ。それは俺たちに危険が及ばないという前提があってこそだ」

　設楽は、福原の説得に首を振った。

「俺はこの公園に来て設楽に会ったときほど、人間が温かいと感じたことはなかった。たとえゲームの中だとしても」

「俺もそんな空気を心地よく感じたことは確かだ。でも、すぐに気づいた。囚人ゲームはそんな感情を受け入れるはずはないと」

「そうか。残念だよ設楽」

「ゲームで出会わなければ、福原とはいい友達になれた、とは思うよ」

　設楽が攻撃精霊に視線を向けた。

「……考え直せ。最後のチャンスだ」

『お願いだからやめて』

　オリビアが目の前の女の子に懇こん願がんした。

『ごめんね……私の意い思しじゃないの』

　設楽のナイトの謝あやまる声がゲーム機から聞こえた。

「攻撃選択。目の前のプレイヤー」

　設楽は言った。

「残念だよ。これで考え直してくれれば、今後も協力できるかもしれないと思った。でもやはり無理だよな。囚人ゲームに人間的な甘さは必要ない」

　福原はため息をついた。

「そうだよ。福原、素す直なおにゲーム機と資金を渡しな」

「それはできない」

　福原が首を振ると、青いワンピースの女性が一歩前に出た。

「ゲーム機を渡しなさい。あなたは追い詰められてる」

　青い攻撃精霊が言った。

「それは違う。追い詰めたのは俺なんだ」

　福ふく原はらの言葉に設楽したらが表情を変えた。

「この駐車場に追い込んだ。俺おれも同じだったんだよ。設楽のようなタイプはゲーム進行の障しよう害がいになるかもしれないと思った。だから……」

　福原がゲーム機の画面を見せると、設楽の表情が硬こう直ちよくした。

　ゲーム機の画面はカラフルに点てん滅めつを繰り返して、メッセージを表示している。




　あなたはレベルアップしました。

　上級戦士となり、レッドソードの攻撃精霊が使えるようになりました。

　降臨、と宣言すると、スタンバイ状態に入ります。




「降臨」

　福原は宣言した。

「レッドソードの精霊が降臨しまーす」

　ゲーム機から人工音声とファンファーレが鳴り響いた。

　すると、背後のフェンスを跳とび越こえ、スタンと人影が福原の横に着地した。すでに近くで待たい機きしていたようだった。

　真っ赤なワンピース姿の女性だった。ワンピースは膝ひざ上うえの短いもので、すらっとした足が露ろ出しゆつしている。同じく真っ赤にペイントした大きなつばの丸い帽ぼう子しをかぶっており、顔は見えなかった。しかし、そのスレンダーな体のラインは見覚えがあった。

　レッドソードの攻撃精霊が、青い攻撃精霊と向かい合っている。

　あの逃走途と中ちゆうでレベルアップに成功していたのだ。やはり、最初の段階でレベルアップに向かった行動は間違ってはいなかった。福原の保険がギリギリの段階で希望を繫つないだのだ。

「……どっちが強いか試すってことか？」

　設楽が動どう揺ようを隠かくしつつ状況を見守っている。

「違う。設楽はまだ攻撃精霊の本当の使い方を知らない」

　福原は、対たい峙じする二人の攻撃精霊の横で言った。

「使い方は攻撃しかない」

　福原は設楽の言葉に首を振った。

「攻撃精霊は使わない。それが本当の使い方だ」

「……はあ？」

　顔をしかめる設楽の前では、未いまだに二人の攻撃精霊が対峙している。

「一歩でも俺に近づいたら、使うぞ」

　福原は青い攻撃精霊に言った。

　威い嚇かくするだけでいいのだ。使う必要はない。そして、攻撃精霊の攻撃は解かい除じよすることができない。できることは……

「わかった。離り脱だつする」

　福ふく原はらの思ったとおり、青い攻こう撃げき精せい霊れいは引き下がった。

「……なんでだ？」

　設楽したらは愕がく然ぜんと自分の攻撃精霊を見た。

「精霊役は囚しゆう人じんゲームをやっていない。いくらか賞金があるんだろうが、それほどのウエイトを占しめていないはず。要するに、戦って痛むリスクを負うほどの責任を負っていないんだ」

　攻撃精霊の離り脱だつ選せん択たくと共に、設楽の持っていたゲーム機からも悲鳴が聞こえた。

『彼女の剣が消えてしまいました』

　オリビアが説明した。精霊が消えると、ゲームの世界の剣も消えてしまうようだ。顔を上げると、すでに青い攻撃精霊は姿を消していた。ゲームの設定を守っているのだ。

「強い武器だからこそ、使っちゃいけない。現実の世界の核かくのようなものだ。使い方は威い嚇かくと抑よく止し力りよく程度のものなんだ」

　福原は、うつむく設楽に言った。

『ごめんね……』

　画面からは、オリビアが剣を失って泣いている女の子を慰なぐさめる声が聞こえた。そんなシーンに福原は複雑な気持ちになった。

　設楽からゲーム機を奪うばい電源を切るべきだったが、そんな残酷な気分にならなかった。ゲームオーバーは、設楽よりもゲームキャラクターの女の子にとって絶望的なことなのだ。それに剣を失ったナイトはゲームオーバー同然だった。

「行こう、オリビア」

　福原はオリビアに言い、とにかくその場から離れることにした。

　オリビアは、後ろを振り返りつつもとぼとぼと歩きだす。

　ふたりは沈黙したまま歩いた。オリビアの沈黙は、福原の残酷な行動を非難しているかのようだった。画面の向こうとこちら側に気まずい雰ふん囲い気きが満ちていた。

　そんな空気のなか足音が聞こえた。レベルアップにより召しよう喚かんした赤い攻撃精霊が福原の後ろをついてきている。駐車場を抜けても、精霊は福原の背後をただひたひたとつけてきていた。

　福原が振り向くと、精霊はぴたっと足を止めた。

「えっと……」

「…………」

「剣に封ふうじ込こめられてた精霊なんだって？」

「……ええ」

　精霊はうつむいたままくぐもった声で返事した。

「助けてくれてありがとう」

「……ええ」

「今日はいい天気だね」

「……ええ」

「……どこかで会ったことがあるよな」

　福ふく原はらが言うと、精せい霊れいはこくんとうなずき帽ぼう子しを取った。

　福原の目の前で複雑な表情で立っている精霊は、やはり彼女だった。

　──レッドソードの精霊を手に入れました。

　ゲーム機が今頃ファンファーレを鳴らして画面にデータを表示した。
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　　　　　　　＊




　福原は都立公園の木こ陰かげで横になっていた。

　子供たちがはしゃぐ声が潮しお騒さいのように遠くに聞こえた。芝しば生ふの緑が眩まぶしく目に入ってくる。

　そんな福原の視界に近づいてくる小こ柄がらな人影があった。福原はそれを確認して慌あわてて体を起こしたが、すでにばっちり目が合ってしまっていた。

「……あ」

　舞まいが目をまん丸にして硬こう直ちよくしている。

「おい」

　福原が声をかけると、舞は弾はじかれたように逃げだした。

　そんな舞を、福原は猛もう然ぜんとダッシュして追いかけた。

「……ごめん、見なかったことにするから、そのままでっ」

「馬ば鹿か、誤解するな」

「見てないから。飛鳥あすかの膝ひざ枕まくらでイチャイチャしてたところなんて見てない！」

「てめえ、逃げんな！」

　福原は舞にラグビーのごとくタックルをした。

「きゃー」

　舞は悲鳴を上げ、福原と共に芝生をごろごろと転ころがった。それでも舞は、福原を蹴けり飛とばして逃げだそうと抵てい抗こうする。
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「離しなさいよ…………いたたたた、な、なによ飛鳥あすかまで」

　飛鳥が逃げようとした舞まいの後ろ髪をしっかりとつかんでいる。

「逃げんなよな」

　福ふく原はらは舞の襟えり首くびをつかんで先ほどの木こ陰かげに連れて行く。飛鳥も舞の髪を引っ張るようにして強ごう引いんに連行した。

「なんなのよ、せっかく心配して来たのに」

　木陰に連れ込まれた舞が怒っている。

「とにかく座れ」

　舞はむっとしつつも芝しば生ふに座ってから、不ふ意いににやりと笑った。

「なんだかんだ言って、飛鳥も心配してたのね。こうして福原のフォローをしにくるなんて」

「違う違う」

　福原は、舞にこれまでの経けい緯いを説明してやった。昨日の舞と別れた後の説明と、飛鳥が攻こう撃げき精せい霊れいとして召喚されたこと。

「……なるほどね。で、福原は飛鳥の膝ひざ枕まくらで休んでいた訳ね」

「間違った解かい釈しやくをしてる」

　飛鳥が首を振った。

「まあ説明を聞け。俺おれたちは公園であまりに時間をもてあまして、あまりにも間が持たないからゲームをしたんだよ。サイコロを使った簡単なゲーム。当然罰ばつゲーム有りで。勝ったほうがなんでも言うことを聞くってことにした」

「それがなんで膝ひざ枕まくらなのよ」

「ゲームは俺おれが勝ったんだ。で、罰ゲームを考えてたんだけど、こいつキレぎみに、脱ぬげって言うのなら裸はだかにだってなるわ、とか言いやがって、こっちもむっとしてさ」

「どうせ福ふく原はらが、脱いでもらうのもいいなあ、とか言って嫌がらせから入ったんでしょ」

「そこで、俺はいかにこいつが嫌がり、それでいて常識の範囲内の罰ゲームを考えたんだ」

「それで、膝枕だったの？」

「うん。なんていうか、嫌がらせのために俺も身を削けずったっていうか、お互い嫌な罰ゲームになってしまったよ。だから誤解するな」

「……なんなの、その歪ゆがんだ交流は」

　舞まいが呆あきれている。

「それより静かに。オリビアが寝てるんだ」

　福原はゲーム機を見せた。画面ではオリビアが猫のように体を丸めて寝ている。

「……大丈夫なの？　さっきの話では、プレイヤー同士の協調は崩ほう壊かいしたのでしょ」

　舞が周囲を窺うかがっている。日曜日の今日も公園は混雑している。

「見張りは交代でしてる。俺が他のプレイヤーをまとめたんだよ」

「どういうこと？　攻こう撃げき精せい霊れいの出現で不安定になったはずだわ。それに、慎しん重ちような福原がそんな行動を起こすなんて珍しいわね」

「攻撃精霊が出現したからこそ、安定してるんだ。意味なくお互いを牽けん制せいし合うことは避けたかった。だから俺とオリビアで声を上げたんだ」

　実際はオリビアの意見だった。もうプレイヤー同士で争いたくないと、オリビアははっきりと意見した。福原はそんなオリビアの言葉に押されるように行動を起こした。

　現在福原を含め、五ペアがレベルアップしてこの公園にいる。すべて攻撃精霊を持っているのだ。他は、昨日の混乱でゲームオーバーになったか行方ゆくえ不ふ明めいだった。

　プレイヤーの生死を分けたのは、やはり最初の攻撃精霊が出現した時点での行動だった。待たい機きか、レベルアップを目指すか。

　結果的にレベルアップを目指し行動したペアが生き残ったことになった。そして五ペア、つまり五体の攻撃精霊が誕生し、この公園にいる。五人の圧倒的武力を持つ精霊。

　ただし、この五ペアは攻撃精霊の出現で再び同じ立場になったのだ。同じ威い力りよくの武器を持っているもの同士。だからこそ混乱は起こらないと福原は思った。

　核かくを向け合いつつ平和を保っている国家同士のようなものだ。

　強力な武器を提てい示じしての脅おどしなどで均きん衡こうを保っている状態が平和なのだ。ただ安定しているだけ。自らを危険にさらさねば得ることのできない状態。それでも、この状態が目で見える確かな平和なのだ。

　攻こう撃げき精せい霊れいが互いの抑よく止し力りよくとなり、再び天使像の周辺で、プレイヤー同士のコミュニケーションが始まった。

「序じよ盤ばんの友好関係はなくなって、お互いを警けい戒かいしながらこの場所にいるって感じなんだ。雰ふん囲い気きはピリピリしている」

　福ふく原はらはプレイヤーに声をかけ、オリビアはゲーム世界からキャラクターをまとめた。プレイヤー同士はお互いを牽けん制せいし合いながらも、再びゲームクリアーを目指して協調を始めることになった。その協調はお互いの脅きよう威いを飲み込んだ上での真実のものだった。思えば序盤の協調は薄っぺらなものだったのだ。

　そんなコミュニケーションや、攻撃精霊を出現させたプレイヤーを集めたりと、一段落したのは朝方だった。その後、オリビアは疲労などから気絶するように眠ってしまった。福原も、飛鳥あすかがいるので少しだけ仮眠を取ることができた。

「飛鳥は、どんな立場なの？」

　舞まいは飛鳥がこのゲームに参加をすることは知らなかったようだ。

「私はオープン参加。管理サイドからゲームに協力をするように言われた。関わったプレイヤーのゲーム成功で報ほう酬しゆうは増えたりするけど、基本的にゲームのサポートの形態。ゲームのルールに沿えば介かい入にゆうの深さや離り脱だつも自じ己こ意い志し」

　飛鳥が舞に説明した。離脱は自由ゆう意思しとはいっても、攻撃精霊のルール上この状態で離脱はできないのだ。飛鳥が離脱を選択するには、福原が攻撃命令を出さないといけない。それまで、飛鳥はずっと福原のそばにいなければならない。その距離は、飛鳥の攻撃範囲設定の十メートル。つまり、オリビアが持つレッドソードの座ざ標ひようから十メートル以内である。

　飛鳥がどんなに嫌がろうと、攻撃精霊としての抑よく止し力りよくは、福原とオリビアに必要だった。離脱させる気はなかった。

　そして、報酬などは詳くわしく聞かなかったが、ある程度プレイヤーのゲームが上手うまくいけば、攻撃精霊にもメリットはあるようだった。要するに、怪け我がをしない程度ならプレイヤーの命令を聞いてゲームをこなしてもいいという、絶妙なバランスで配置された攻撃精霊だった。

「なんで立たち花ばななんだろうな。偶然かな」

　福原の攻撃精霊が飛鳥だということに意思はあるのか。

「偶然てことはないでしょ。基本的に面めん識しきがあったりする者同士でペアを組まされたりするから。こうしてペアで行動をするのも、意思疎そ通つうのトレーニングを兼ねているのかもしれない。囚しゆう人じんゲームはパルス能力者の訓練でもあるから」

「その赤いワンピースはゲーム設定か？」

　福原は飛鳥を見た。クリムゾンレッドのワンピースを着た飛鳥は、両足を投げだすように木に寄より掛かかり座っている。

「うん。炎ほのおの精せい霊れいだから」

　横を見ると、舞まいがこちらを見て唇をぱくぱくと動かしている。

「そのワンピース似合うよ……って舞が言ってる」

　福ふく原はらが言うと、舞はため息を吐ついた。

「で、他に設定はないの？　そういうの、しっかりと言っておいたほうがいいわよ。ゲームの背景とか意い外がいに重要だったりするから」

　飛鳥あすかは視線を上に向け思いだすように口を開く。

「……私は炎の精霊なの。好物は辛口カレーとキムチチゲ。特技は情熱のファイヤーダンス。苦手なものは雨。精霊は午前零れい時じから四時まで活動停止をします。炎の精霊は気が荒くて扱あつかいづらいけど、しっかりとコミュニケーションを取ってくれれば心を開いちゃう、かも」

「はあ？　なに言ってんだ、しっかりしろよ立たち花ばな」

「自己紹介設定なの」

　飛鳥は横を向いた。

「動どう揺ようして聞きき逃のがしたからもう一回言ってみろよ。気が荒くてなんだって？」

「うるさい馬ば鹿か」

「精霊もプレイヤーと同じく零時から四時までは活動停止なのね」

　舞が口を挟はさんだ。

「ええ。全ての精霊が活動停止する時間帯で、自由行動ができるの。家に戻ってもいい」

　飛鳥は昨日の深夜零時に本当に家に戻っていったのだ。

「それよりさ、俺おれは思うんだ。攻撃精霊の存在は必要あるのかって。だってさ、すべてのプレイヤーに精霊が出たら同じことだろ。昨日の混乱とかが目的だったとしても、一回安定したら、もういらないよな」

「ということは、今後ゲームに必要になってくるのかもしれないわね。ほら、これはＲＰＧよ。レベルアップや自由の天使像を探さがしたりとのイベントが提てい示じされていた。つまり、今後もなんらかのイベントが提示されるはず。本当の使用方法がわかるのはそれからね」

　舞はそう言い立ちあがった。

「どうした？」

「そろそろ帰ろうと思って。しばらく変化はないようだし、飛鳥もいるから安心だから」

「帰らすものか」

　福原は舞の両足をつかみ、ずてんと転ころばせた。

「……な、なによ」

「まだ帰っちゃ駄だ目め」

　飛鳥も舞の手をしっかりと握っている。

「せっかくだから、のんびりしていってくれ」

　飛鳥あすかとふたりきりはもう間がもたなかった。

　舞まいは福ふく原はらと飛鳥に挟はさまれるように座り、大きくため息を吐ついた。







　ゲームに変化のないまま夜が訪れた。公園で遊ぶ家族の日常風景を横目に、ゲームの時間はただ進行した。

『……福原さん？』

　まだ熱のこもった芝しば生ふに座っていると、ゲーム機からオリビアの声が聞こえた。

「なに？」

『いえ、静かだから、そばにいないのかなって思って』

「ずっといたよ」

『真っ暗だから怖こわくなっちゃいました』

　オリビアは小さく笑った。

　夜になり、舞はすでに帰っている。あれから福原とオリビアは見張りなどを行い、閉園後はずっと休んでいた。他のプレイヤーはそれぞれ姿を隠かくして休きゆう息そくしている。状況は安定しているとはいえ、プレイヤー間には重々しい空気が流れていた。

　福原の横では飛鳥がぼんやりと座って空を見ている。炎ほのおの精せい霊れいなのかクラスメイトなのか、どちらの飛鳥として見ればいいのかわからなかった。

『これからどうするんでしょうかね』

「きっと、何かイベントのようなものが提てい示じされると思う。それまで休んでいるだけでいいんだよ。焦あせる必要はない」

『囚とらわれのお姫様がどこにいるかわかるんでしょうか』

　オリビアがゲーム機の中から視線を向けている。

「その前に魔ま王おうだと思う。どんな形で出現するかわからないけど、必ず立ち塞ふさがるって言ってたし」

　このゲームは細かく作り込まれているが、ストーリー自体はベタだ。魔王はもったいをつけて登場をさせるはずだ。そして姫救出となる。

「魔王を倒して、姫は必ず救出する。俺おれはそのためにはなんでもするよ」

　しかし、オリビアは複雑な表情をしている。

「どうした？　今日のオリビアはずっと変だな。まあ、あれだけのことがあったから仕方ないけど」

『違うんです。ちょっと、福原さんは変わったな、って思って』

「変わったって？」

『なんとなくです。冷たいっていうか……少しクールになったかな』

「オリビアを助けたい気持ちは本物だよ」

『そうじゃなくて、バベルで会った福ふく原はらさんなら、みんなで助かる方法を考えたような気がします。あのときの福原さんならそうしてました』

　昨日の黄色い攻こう撃げき精せい霊れい出現からの一連の出で来き事ごとを言っているのだろう。あれで、プレイヤーは半分になってしまったのだ。しかし、それは仕方がなかったのだ。それを責められるのは不ふ条じよう理りだった。

『……すいません。勝手なことを言って。私、福原さんのことそんなに知ってるわけじゃないですよね』

　オリビアが福原の心を読んだかのように言った。

「じゃあもっと教えてやるよ。俺おれの部屋の間取りとか、クラスの担任が美人教師で、俺が優等生だったり、とか。そういや金曜日休んじゃったけど、大丈夫だったかな」

「休むときは連絡したほうがいいと思う」

　飛鳥あすかが口を挟はさんだ。

「何か問題あったか？」

「あなたが無断で休むと、クラスの雰ふん囲い気きが変になるから」

「ん？　俺ってそんなアイドルキャラクターじゃないぞ」

「まず、朝のホームルームで担任が悲しそうな顔をする。すると、男子がおろおろする。それを見た女子がむっとする。あなたのせいでクラス全体がなんか変な感じになっちゃう」

「間接的すぎるだろ」

「私、そのクラスの雰囲気嫌いなの」

「そういうときのために、空気クラッシャー由ゆ紀きがいるんだけどな。あいつはいい空気もぶち壊こわすときがあるけど」

「青あお山やまさんは遠い空を見てため息ばかり吐ついてた。突っつくと泣いちゃいそうな感じだった」

「立たち花ばなは意外にクラスを観察してるんだな」

　福原は少しだけ驚いた。

『……そういえば今日は？』

　笑っていたオリビアが、はっと気づいたように言った。

「今日は日曜日だよ」

『明日はどうするんですか？』

「学校なんて囚しゆう人じんゲームに比べたら些さ細さいなものじゃないか」

『些細じゃないです。福原さんはずっとこんなゲームをやっているから感覚が麻ま痺ひしてるんです。ちゃんと学校に行って普通の生活をしてください。福原さんにとって囚人ゲームより学校のほうが大切です』

「ろくな授業はないから大丈夫だよ。──なあ立花」

「明日から期末テストよ」

　飛鳥あすかは素そっ気けなく言った。

「……そっか。まあ、仕方ないか」

　何か理由をつけて後から受けることはできるだろうか。

『駄だ目めです！』

「……びっくりした。どうしたオリビア」

『テストに行ってください。そんなこと言ってるうちに、大事な生活がなくなっちゃいます』

「そんな大げさなものじゃないよ」

『福ふく原はらさんは気づかないだけです。目の前の普通の生活って、本当に大事なものなんですよ』

　オリビアは遠い目をしていた。

「……わかった。わかったよオリビア」

『私のために福原さんの生活が壊れるのは嫌です。囚しゆう人じんゲームに没ぼつ頭とうしてこれ以上福原さんに変わってほしくないです』

　福原はバベルで別れたときのオリビアを思いだした。オリビアはあのときと変わりなかった。囚人ゲームの中にいても、ずっと自分を保っていたのだ。そして、自分の運命を賭かけたこのゲームでもオリビアに変化はなかった。

「オリビアは優やさしいよ。でも、優しいだけじゃ、囚人ゲームに勝ち抜けない。囚人ゲームは冷酷なんだ。そんな人間感情はすぐに壊される」

『……福原さん』

「でも、俺おれが守ってやるよ。囚人ゲームの冷たい部分は俺が請うけ負おってやりたい。有害なデータから守るように、オリビアの優しい心も守ってあげるよ」

『福原さんはやっぱり変わってないですね。私、ずっと福原さんのこと考えていたから、勝手にイメージ作っちゃったのかなあ』

　福原は画面のオリビアと視線を合わせた。オリビアはこちらを見ることはできないが、それでも見つめ合っていた。同じ座ざ標ひように重なりお互いを感じていた。

　そのとき、福原は視界の端はしにキラキラ光る物体を捉とらえた。

「……ん？」

　福原はきょろきょろと周囲を見回した。

「なあ立たち花ばな、何か見えなかったか？」

　ぶちぶちと芝しば生ふをむしっていた飛鳥あすかは首を振った。

「光った虫みたいのが飛んでるような気がしたんだけどな……」

　福原が首を傾かしげていると、ゲーム機の中からオリビアの強こわ張ばった声が聞こえた。

『……福原さん、それ、こっち側にいます』

　福原と飛鳥がゲーム機の中を覗のぞき込むと、オリビアの周囲を光を放つ物体が飛んでいるのが見えた。

　それはゲーム空間を飛び回ってから、画面に接近しアップで表示された。

『助けてください！』

　そう叫んだのは、光を放つ蝶ちようのような羽を持っている小さな人型のキャラクターだった。

『あなたは誰だれ？』

　オリビアが飛び回るそれを目で追いながら聞いた。

『私は姫様の友達の妖よう精せいです』

　妖精はそう言った。

『お姫様の居場所を知ってるの？』

『はい、そこから逃げてきたのですから』

　妖精は空間を飛び回り、オリビアの肩かたにちょこんと座った。

『でも姫様を助けるにあたって、ちょっと問題があるんですよね』

　妖精はふうっとため息を吐ついた。
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　福ふく原はらはざわつく教室にいた。

　学校のいつもの自分の席に座り、妙な違い和わ感かんを感じた。座り心地の悪さというか、自分の席じゃないような感覚。

　福原は飛鳥あすかと共に生徒がいないうちに教室に入り待たい機きしていた。そして、生徒が入ってくるたびにそのデータを処理していった。すでにほとんどの生徒が登校してきているが、そのデータはオリビアが斬きっていた。

　がらっとドアが開き、最後の生徒が教室に入ってくるのが見えた。

「あれっ、福原じゃん。ちゃんと来たんだねえ福原」

　教室に駆け込んできたのは由ゆ紀きだった。着席している福原を見て満まん面めんの笑みを浮かべている。

「心配してたんだよ。まさかテストも休むつもりなのかなあって」

　じっと座っている福原の背中を、由紀がばしばしと叩たたいている。

「たった一日休んだだけだけど、心配かけたな」

　福原は返事をした。ほとんどの生徒は着席して教科書やノートなどを見ている。微妙な喧けん噪そう。データの振しん動どうを感じていた。

「あれ、どうしたの？」

　反応の鈍にぶい福原に、由紀が首を傾かしげている。

「ちょっとテスト自信ないだけ。由紀も早く座って教科書を見ればいいと思うよ」

「ねえ金曜日は何してたの？」

「魔王を倒してお姫様を救出しようとしてた。でもまだ助けられてないんだ。この東とう京きようにいるはずなんだけど」

「あはは、そうなんだ。ねえ、せっかくだから一いつ緒しよに勉強しようよ」

　由紀は福原の座席までガタガタと椅子を引いてきた。

「今さらやっても駄だ目めだと思う。何もしないほうがいい」

「さっきは教科書見ろって言ったじゃんかあ」

　由紀は妙にうれしそうだった。

「わかった。じゃあ、もう少し静かに喋しやべってくれ。震しん動を与えると、覚えたことを忘れそうになるから」

「じゃあ、ひそひそするね」

　テストが始まるまでの辛しん抱ぼうだった。始まれば教室のデータは穏おだやかになるはずだ。

「ここがよくわからない。この教科書がなに言ってるんだかまったくわからないの」

　由紀が福原の耳元で囁ささやいた。由紀の前髪がくすぐったい。キラキラ光る由紀の瞳ひとみを間ま近ぢかに見てしまい変な気分になった。

「ここはな……」

　仕方なく福ふく原はらは由ゆ紀きに付き合ってやることにした。集中力を切らさなければ問題はない。それに、いつもならテスト前の由紀は、無む駄だな抵抗はせずにのんびりと雑誌を読んだりとしているのだ。こうして教科書を見るようになっただけでも進歩ではないか。

　前方の席に座っている飛鳥あすかがちらちらと振り返っているのが見えた。

「聞いてるのか由紀」

　福原はボーッとこちらを見ている由紀を睨にらんだ。

「聞いてるよ。大丈夫、大丈夫」

「こういうのは自分で考えるのが重要だぞ。たとえ答えが間違ってたとしても、その解答のシステムを理解して次の問題に繫つなげるような。要するに思考のフィードバックを行う」

「そっか。そうだよねえ……そういえばさあ福原、日曜日に都立公園にいた？」

「……ちょっと待って、過去のすべての日曜日のスケジュールを調べてみるから」

　福原は視線を教科書に向け平静を装よそおった。

「昨日の日曜日、立たち花ばなさんと会ったりした？」

　視線を上げると、由紀がじっと見つめていた。

「昨日あの近くで陸上部の大会があってさ、友達が福原を見たようなこと言ってたの。真っ赤なワンピースを着た女の子と芝しば生ふで語り合ってた、とか」

　由紀は小声で言った。

「偶然会ったんだ。たとえるなら召喚した精せい霊れいさんが偶然立花だったみたいな……」

「やっぱり立花さんだったんだ」

「…………」

「ねえ、もしかしてこっそりと付き合ったりしてるの？　この前も同じ日に学校休んだりしてたよねえ」

「なわけないだろ」

「……ね、ねえ、もしもだよ、もしも君がさあ、立花さんのこと好きだったりしたら、応援してあげるよ」

　由紀はぐっと唇を嚙かんでいる。

「おまえは何を言ってるんだ」

　福原は乱れた精神を整えた。

「君は決まった恋人とか作ったほうが落ち着くと思うよ。なんていうか、他人の気持ちがわかるようになるっていうか」

「だとしても立花はないよ。だったら由紀と結婚して落ち着くよ」

「本当に？」

　由ゆ紀きは笑みを浮かべた。

「でも俺、結婚すると仕事しないでギャンブルにはまったりするタイプだけどな」

「大丈夫、私が養ってあげるよ。酒におぼれてもギャンブルですかんぴんになってもいいよ。駆かけ落おちとかしてボロアパートでさあ……でも、うちの家族反対しそうにないね。福原は表向き礼儀正しいから意外に評判がいいんだよね。だから駆落ちは無理かなあ……」

「馬ば鹿かな妄もう想そうをするな」

　福ふく原はらはため息を吐ついて由紀の頭を小こ突づいたあと、ちらりと机の中のゲーム機を確認した。問題はないようだ。教室の情報はしっかりと管理できている。







　初日のテストは順調に消化した。

　福原は学校の屋上に立ち校庭を見下ろしていた。テスト期間中の校庭は部活動もなく閑かん散さんとしている。

　後ろのベンチでは、舞まいと飛鳥あすかが並んで座っており、飛鳥は舞が買ってきたパンを食べている。セーラ服姿なのだが、下に赤いワンピースを着込んでいるのだ。設定上、あの衣い装しようは着ていないといけないらしい。

　福原と飛鳥は、期末テストを受けるために登校してきていた。できれば天使像の近くで待たい機きしていたかったのだが、オリビアの強い説得に押し切られた形となった。

　福原は、午前四時に飛鳥と合流し、そのまま学校を目指したのだ。都立公園からこの学校までは乗のり継つぎがあるとはいえ、早朝に出発しなければならないほど遠くではない。ただ、できるだけ人の少ない時間帯に移動したかったのだ。学校に到着すると、まだ生徒が来ていないうちに校舎に忍び込んで待機していた。

　こうして屋上に立っていると不ふ思し議ぎな気がした。姫救出の旅の途と中ちゆうで立ち寄った学校。変わらないはずの風景だが、別の場所にいるような気もする。

　いつもの教室も違って見えた。何気なく視線を投げていた教室を、あれだけ真剣に見つめたことはあっただろうか。少しだけ乱れた並びの机には規則性があり、天井の蛍けい光こう灯とうは二十本中二本が切れている。教室での生徒たちの動きは水の流れに似ており、前の壁かべに掛かっている時計は一分と十三秒ほど遅れていた。

『ショートカットのあの子が福原さんが話していた幼おさな馴な染じみさんなんですね』

　オリビアが話しかけてきた。

「ショートカットのって、そこまで見えたのか？」

　人間データはブロックのように処理して送っているのだ。大きさがわかる程度に、直ちよく方ほう体たいのような柱にしている。

『あの子だけ、人間の形をしていたデータでした。だから、もったいなくて斬きれませんでした。彼女がテストをがんばってる姿をずっと見て過ごしてました』

「由ゆ紀きは見慣れてるから、細かく処理できたのかな」

『あのデータ、綺き麗れいだったなあ』

　つぶやくオリビアの肩かたには光を放つ妖よう精せいが足を組んで座っている。テストよりも重要な問題がここにあった。

「それで、この子は本当にお姫様の友達の妖精なの？」

　舞まいが福ふく原はらに缶コーヒーを渡しながら聞いた。

「そう言ってる。でも、こいつ少し信用できない」

『……え、私のことですか？』

　福原の声に、オリビアの肩に座っていた妖精が反応した。

「もう一回、状況を説明してくれないか」

　福原は舞に聞かせるために、妖精に説明を求めた。

『ですから……私は魔ま界かいの女王に姫様と共にさらわれたのです。そして真っ暗な牢ろう獄ごくに閉じこめられました。しかし、姫様は隙すきを突いて私だけを逃がしてくれたのです。私は、牢獄から抜けだし、姫様を救ってくれる勇者を捜さがしました。そして、見つけたのがあなた方なのです』

「それで、姫の居場所は？」

『それが、しっかりと方角を憶おぼえていたはずなのですが……。どうも魔界の女王が魔法で邪じや魔をしているらしいのですね』

「魔界の女王って？」

　舞が聞いた。

『……魔界の女王は千年前に封ふう印いんされたのですが、最近復活したのです。そして、復ふく讐しゆうのために姫様をさらったのですが、そのときに魔力を使いすぎて弱っています。長い封印により、魔力の扱あつかいの力ちから加か減げんを誤あやまったのでしょうね。ですから……この分だと、木曜日の昼頃には迷いの魔法の効力が失せて、私も牢獄の場所を思いだすと思います。そうしたら案内できます』

　木曜日とはこのゲームのタイムリミット最終日のことだ。今日は月曜日なので三日後だ。

「要するに待つしかないということね」

　福原は舞に首を振った。妖精の説明はまだ続くのだ。

『……しかし魔界の女王も魔力を取り戻そうと必死です。女王は魔力を回復させるために人間と契けい約やくをするのです。そして、ナイトを誘ゆう惑わくしようとしています。魔界の女王と契約したナイトのプレイヤーに現金三百万を出すと言ってます。この現金はゲームの成功の成せい否ひにかかわらずもらえるのです』

「……昨日は二百万だったんだ。増えやがった」

『ナイトと契約して魔界の女王が魔力を取り戻したら、姫様の奪だつ還かんは困難になります。姫様の居場所を思いだすには、魔界の女王を倒すしかなくなってしまいます。また、魔界の女王が他のナイトをすべて倒した場合、契けい約やくしていたプレイヤーに報ほう奨しよう金きんとして一千万が払われます。でも……そんな誘ゆう惑わくに乗ってはいけません』

「微妙な話ね」

　必死で訴える妖よう精せいを、舞まいがじっと見つめている。

「魔ま界かいの女王との契約について詳くわしく聞きたい」

　福ふく原はらはさらに説明を求めた。

『基本的に攻こう撃げき精せい霊れいとの契約と同じです。契約すると魔界の女王が精霊界に出現します。その場合、もちろん先に契約していた攻撃精霊は失われます』

「魔界の女王と契約して……他のナイトに負けた場合は？」

『魔界の女王が消しよう滅めつします。プレイヤーはゲームオーバーとなりませんが、攻撃精霊と剣を失った状態となってしまいます。ただし、迷いの魔法がとけるため、姫を目指すことは可能です』

「……魔界の女王って魔王なのかしらね」

　舞が首を傾かしげている。

「たぶんそうだと思う」

『契約は今すぐできるんですよ。今すぐです。その後、魔界の暗黒面に堕おちた私の案内で、力を取り戻した魔界の女王の元に行きます。でも、誘惑に乗っちゃいけません。上手うまくやれば合計千三百万円が手に入りますが絶対に駄だ目めです。ちなみに契約は先着一名となります。でも駄目です。姫様を救ってください。と、いいつつも随ずい時じ契約受付中です』

　妖精がオリビアの肩かたの上で言った。

「な、こいつ信用できないだろ」

「……きっとすべてのプレイヤーにこの妖精がついてるはずね」

　ナイトの肩の上に乗って甘かん言げんを囁ささやいていることだろう。

「だから、俺おれは天使像にいたかった。で、他のプレイヤーを牽けん制せいしておきたかった」

　妖精は姫を助けたいというポジションだが、明らかにプレイヤーたちを誘惑していた。福原たちに裏切れと言っている。姫の奪だつ還かんを諦あきらめ、目先の現金を手にしろと。だからこそ、期末テストなど無視して公園に残っておきたかった。

「無む駄よ。裏切るプレイヤーはどうしたって裏切るわ」

『大丈夫です。そんな人はでないです。……だから安心してね』

　オリビアは肩に座る妖精に笑いかけた。

『はい、私は皆さんの良心を信じています。でも、契約したくなったら、いつでも言ってくださいね』

　妖精はにこりと笑った。




　　　　　　　＊




　福ふく原はらはフェンスに寄より掛かかりながら星を眺ながめていた。

　すでに二日目のテストが終わっていた。昨日は屋上で夜を明かし、そのまま今日のテストを受けたのだ。テストは明日の水曜日が最終日だ。

　それにしても、と福原は思った。あそこまで期末テストに必死になる必要があるのかと。クラスメイトのことだ。昨日も今日も、福原は机に座って周囲の生徒の張り詰めた緊きん張ちよう感かんを感知していた。そんなピリピリした生徒たちをおかしくも感じた。

　たかがテストなのだ。失敗したとしても、失うのは点数とほんの少しのプライドだけ。福原が賭かけているものに比べたら小さなものではないか。

　そこまで考え、福原は思った。もしかしたらそんな感情の総量は決まっているのかもしれない。現在の福原は囚しゆう人じんゲームに必死になっているため、期末テストに回す必死さはないのだ。海から受け取るデータの量には限りがある。恐怖や幸せや悲しみすらも。

　福原も学校のテストに必死になっていたことがあったことを思いだした。姉に褒ほめてもらおうと、必死にテスト勉強をした過去。あのときは、あれがすべてだった。

　今の福原にとって些さ細さいな問題である期末テストは、ある意味順調に消化していた。

　しかし、肝かん心じんのゲームは待たい機き状じよう態たいとなっている。

　ゲームの期限は一週間。明後日が最終日。木曜日の夜十二時がタイムリミット。福原は夜空を見ながら少しだけ焦じれていた。この夜空の下に囚とらわれの姫がいることは確かなのだ。

「眠らないの？」

　横を向くと、飛鳥あすかがフェンスに手を添そえて立っていた。赤いワンピースの裾すそが風に揺れている。

「なんか目が冴さえて眠れない」

　ゲーム機の中ではオリビアが体を丸めて眠っている。時間感覚の薄いオリビアは、不規則に睡眠を繰り返していた。

『このままいけば明後日の木曜日の昼には姫様の元へ案内できそうです』

　ゲーム機の画面で飛んでいる妖よう精せいが言った。

「魔界の女王は？」

『まだ契けい約やく者しやは出ていません。今契約すると、ゲームの成功の成せい否ひにかかわらず四百万円が手に入るらしいです。契約するなら……』

「黙ってろ。オリビアが起きるだろ」

　福原が言うと、妖精はシュンとした様よう子すで眠るオリビアの頭の上に座った。

　このまま時間が過ぎれば姫の居場所が判明する。裏切り者は出ていない。

　深夜の学校は静かだった。住宅街の明かりと、道路を走る車のライトが街の形として目に映うつった。

「この前の傷はもう大丈夫なのか？」

　福ふく原はらに聞かれ、飛鳥あすかは視線だけを向けた。

「カレンにひどくやられてたからさ」

　前回ゲームで、飛鳥は戦闘によってボロボロにされたのだ。

「もう平気」

「……あのときは助かったよ」

　飛鳥は首を振った。

「私は自分のためにやったの」

「でも結果的に助けられた。カレンもすごかったけど、立たち花ばなにもびっくりしたよ」

　パルス能のう力りよく補ほ正せいを受けた飛鳥の身体能力はすさまじいのひと言だった。

「私に必要な能力だから」

「戦う能力がか？」

「ええ。まだ足りない。私の目的を達成するためには」

　飛鳥がフェンスをぎゅっと握った。瞳ひとみが熱を帯びたかのようだった。揺らめく赤いワンピースと髪がまるでひとつの炎のように燃え上がっているように見えた。

「絶対に果たしたい目的なのか？」

　飛鳥はただ怒りに燃えている。

「そうよ。たとえ私自身が焼かれたとしても……」

　囚しゆう人じんゲームに身を投じる彼女はすでに炎ほのおに包まれている。相手を焼くか自分が焼き尽くされるまで消えることのない炎だった。

　福原はそんな飛鳥から視線を外した。

「テスト、どうだったの？」

　しばらくの沈黙の後、飛鳥が口を開いた。

「まあまあかな。立花は？」

「私もまあまあ」

「……なあ、立花は姉さんとどんな話をしてたんだ？」

　福原はそんなことが気になった。

「私は聞いてるだけだった。一番話してくれたのは、あなたのことだった」

「勝手なこと言ってただろ」

「褒ほめてた。あの人、いつもあなたのことばかり話してた。だから、私はあなたに会う前から、あなたのこと知ってた」

「会ってみてどうだった？　思った以上？」

「……思った以上じゃなかった。でも思った以下でもなかった。……思ったとおり、かな」

「…………」

「お姉さん取り戻せるといいわね。そうしたら、この生活に戻れる」

「立たち花ばなは？　立花はいつまで囚しゆう人じんゲームを続けるんだ？」

「私は……ずっと囚人ゲームを続けると思う。きっと、私が焼かれるか、囚人ゲーム自体が消えるまで……」

　飛鳥は空を見上げている。福ふく原はらは思った。飛鳥は自分自身を焼き尽くす炎ほのおそのものなのだ。その炎は熱く激しく、そして儚はかない。

「でも、少し手伝ってあげてもいいわ」

「ん？」

「あなたの目的達成を。少しだけ一いつ緒しよに歩いてあげる」

　飛鳥がじっとこちらを見ていた。福原は何も言えずに、ただ飛鳥と視線を合わせた。

「……零れい時じになったから帰る」

　飛鳥はフェンスから離れようとした。

「まだ帰るなよ」

　福原はそんな飛鳥の手を握った。

「……わかった帰らない」

　飛鳥はそう言い、再びフェンスにもたれかかった。

　福原は、飛鳥の素す直なおな反応にどう対応していいかわからず沈黙した。未だに飛鳥の手を握っていたが、放すタイミングがわからなかったので、ただ夜の街を見つめた。







「さて、期末テストも終わりましたが、皆さん結果はどうでしたか？　私は微妙でした。昨日の夜、微び分ぶんか英語のどちらかを一いち夜や漬づけしようかと迷ったんですけど、迷っているうちに寝ちゃいました。ふたつ選べない場合の決断って重要ですよね。今日の天気は晴れ。ただし、明日の昼過ぎから雨が降りそうです。ということで、購買の傘かさが今日だけ一割引セールです。この後、ホームルームがあるので帰っちゃ駄だ目めですよ……」

　福原はぼんやりと椅子に座りながら校内放送を聞いていた。

　最後のテストを終えると、教室の空気が一気に弛し緩かんした。生徒たちは喧けん噪そうのなか笑顔を交まじえて教室を動き回っている。福原は、そんなデータからオリビアを守ろうと、座席に座って情報管理をしていた。

「福原くーん、由ゆ紀きが鼻血出しちゃった」

　由紀の座席の脇わきに立っていた女子生徒がこちらを見ている。

「なんで俺おれを呼ぶんだ」

　福原は憮ぶ然ぜんとしつつも立ちあがった。由紀が鼻を圧さえて呆ぼう然としているのが見えた。

「大丈夫か？」

「……止まんない」

「ほら、鼻のこの辺を冷やせばいいんだ」

　福ふく原はらは由ゆ紀きに上を向かせて、冷たい缶コーヒーをつけてやった。

「なんか頭も痛い」

「どんな感じ？」

「頭がギャンギャンする」

「それはまずいな」

「テスト勉強しすぎた。だから鼻血が出た」

「テスト勉強したなんて珍しいじゃないか」

　福原は目を丸くした。

「でしょ。だからさあ」

　由紀がティッシュで鼻を圧さえながらニコニコしている。

「なんだよ」

「……褒ほめろよ」

「はあ？」

「褒めてよお。がんばったんだからさあ」

「わかったよ。よくやったな」

　福原は呆あきれつつも、由紀の頭を撫なでてやった。

「えへへ、そうだよね、そうだろうとも」

　由紀の笑顔に、福原は妙に気が抜ぬけてしまった。

　そんなとき、福原を呼ぶ声が聞こえた。

『……福原さん』

「あれ、誰だれか福原のこと呼んでない？」

　由紀がきょろきょろとしている。

『福原さん、大変です』

　オリビアの声だった。

　福原は急いで机の中からゲーム機を取りだした。

『大変です！　魔界の女王が力を取り戻してしまいました。契けい約やく者しやが現れたのです』

　慌あわてふためいて飛び回っている妖よう精せいが叫んでいる。

「裏切りやがったか……」

　前方で、すっくと飛鳥あすかが立ちあがった。

「……ねえ、これって携帯ゲーム機？　なんか可愛いキャラクターがいるね。エロい育成ゲームみたいなの？　こんにちは、なーんてね」

　由ゆ紀きがゲーム機を覗のぞき込こんで言った。

『会えて光栄です、由紀さん』

　オリビアが返答すると、由紀が目を丸くした。

「いいから詳しよう細さいを」

　福ふく原はらは、由紀の顔を押しのけて聞いた。

『現在位置から東へ２２３メートル。南へ３３４メートルの場所に、力を取り戻した魔ま界かいの女王が出現したのです。こうなってしまっては、魔界の女王を倒すしか姫の居場所を見つける方法はありません』

「ここから近い……」

　そんな福原の手を由紀が取った。

「ねえ、まだホームルームあるよ。それにテスト終わったんだから、どこかに遊びに行こうよ。ねえ、そのゲーム機なに？」

「由紀、いつか理由を話すから。気分が悪くなって早退するって先生に言っておいてくれ」

「なんで、なんなの？」

「いいから頼む」

『魔界の女王のデータです』

　妖精が言い、画面に魔界の女王キャラクターデータが表示された。

「データだけじゃ判断できないな」

「ここから見えるんじゃない？」

　言ったのは、画面を覗き込んだ飛鳥あすかだった。

「……この川沿いの公園だ。屋上から見えるな」

　福原は地図を見ながら場所を確認した。

「とにかく行きましょ」

　飛鳥が鞄かばんからコンパクトな望遠鏡を取りだした。

「……ねえ福原、行かないでよ。何があったのか教えてよ」

　由紀が困こん惑わくげに福原に手をつかんでいる。

「ごめん、行かなきゃ」

　福原はゲーム機を片手に教室を出ていった。

「──屋上に行こう。それから対策を練る」

　福原はオリビアを誘ゆう導どうしながら廊ろう下かを駆け足で進む。階段を上り、いつもの屋上へと出た。天気は晴れ。強烈な日ざしに頭がくらっとした。

「あの公園に魔界の女王が出現したはずだ」

　福原は飛鳥から望遠鏡を受け取り、魔界の女王の出しゆつ現げん座ざ標ひようを確認する。

「……いる」

　望遠鏡のレンズ越しに公園が見える。そして、公園の中央に立っている人影。

　ズームアップされた魔界の女王を見て福ふく原はらは息をのんだ。

　公園に真っ黒なワンピース姿の女性が立っている。風に煽あおられたワンピースが揺れて、真っ黒な炎ほのおのように見えた。

　隣の飛鳥あすかの表情が冷ひえているのがわかった。肉眼で魔ま界かいの女王が誰だれであるかわかったのだ。

　福原も、その顔には見覚えがあった。前回ゲームでも関わったあの女性。

　望遠鏡越しに、魔界の女王がこちらを向くのが見えた。三つ編みのお下げ髪が風に揺れている。

　やはり彼女だった。

「……カレン」

　福原はつぶやいた。

　飛鳥が燃えるような視線を魔界の女王に向けていた。
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『魔ま界かいの女王は剣では倒せないのです。何故なぜなら女王の実体は精せい霊れい界かいにしか存在しないからです。魔界の女王を倒すには、二つの方法があります。一つ目は攻撃精霊の使用です。ただし、攻撃精霊は女王への恐怖に戦うことを拒むかもしれません。

　二つ目は、魔界の女王を倒す武器の存在です。その武器とは聖せい剣けんです。遥はるか昔に聖剣は魔界の女王を倒し封ふうじ込こめたという伝説があるのです。しかし、聖剣は諸もろ刃はの剣つるぎでもあります。使用者を傷つける存在でもあるのです……』

　妖よう精はそう説明したあと飛び去ってしまった。魔界の女王の様よう子すを見に行くらしい。

「いろいろと問題があるな」

　福ふく原はらは自宅マンション前の公園にいた。スタート地点のあの公園だ。数日ぶりの場所に妙な懐なつかしさを感じる。

「その場所に行くしかないでしょ」

　言ったのは飛鳥あすかだった。先ほどからずっと焦じれた表情をしている。

「議論は必要だ。少し決断は遅くても、早く行動をすればいいだけだ」

　単純に行動するわけにはいかず、人のいないこの場所で議論の場を持ったのだった。

「まず問題点をまとめよう。魔界の女王の出現。姫の居場所を知るには女王を倒さなきゃいけない。剣では倒せないと言った。女王の実体は精霊界にしか存在しない、と」

『どういうことでしょうか？』

　オリビアが聞いた。

「ゲームフィールドに存在しないってことだな。人間界設定のオリビアの世界にいないから剣じゃ駄だ目めだと。要するにこっちの現実の世界にだけしか存在しないキャラクター設定」

「シンプルなことじゃない。私が戦えばいいのよ」

「魔界の女王は精霊では倒せない」

　福原は首を振った。前回ゲームで飛鳥対カレンは福原の目の前で実現している。

「やってみなければわからないわ。それしか方法はない」

　飛鳥は言った。

　可能性はあるのだ。圧倒的なカレンの能力の前に力の差を見せつけられた飛鳥だが、最終的にカレンに一いつ矢し報むくいたのだから。しかし、あの戦いで傷ついた飛鳥の姿が未いまだに目に焼きついていた。血にまみれた飛鳥の姿を再び見たくはなかった。

『魔界の女王を倒したとき、半径十メートル以内にいたプレイヤーすべてに妖精が戻ってくる、とあります。その妖精が姫の居場所まで案内してくれるようですね』

　オリビアが魔法の地図を見ながら説明した。

「ということは、倒した瞬間にその場にいないといけないのか」

　カレンが倒されたとき、近くにいなければならない。

「考えてる時間はないわ。とにかく魔ま界かいの女王の出現場所に行くしかないでしょ。この時間に女王が倒されたら、姫の居場所もわからなくなる」

「その心配はない。カレンが倒されることはない」

　攻こう撃げき精せい霊れいの中に極端に強い者はいないはずだ。初心者プレイヤーもいない代わりに、飛鳥あすかレベルのプレイヤーが参加をしているはず。でないと、ゲームバランスが崩ほう壊かいしてしまうからだ。

　そして、彼女たちはカレンの強さを知っているはず。戦えと命令されて戦いはしないだろう。攻撃命令を出した瞬間に離り脱だつするはずだ。

「じゃあ、どうするのよ」

「もうひとつの方法をが提てい示じされている」

『伝説の聖せい剣けんでしょうか？』

「そうだ。聖剣を使うしかない」

『でも、聖剣にはずいぶんマイナスイメージがあるようですけど』

　オリビアの言うとおり、聖剣は強い力に伴ともなうリスクが存在するようだ。序じよ盤ばんの背景ストーリーでも、今回の説明でも危険な匂においを感じさせる武器だった。

「やる価値はある。聖剣を使うか否いなかは俺おれたちが選択できるんだ」

　福ふく原はらは木のテーブルに東京のマップを広げた。

「現在、たぶん四ペアはこの都立公園にいるはずだ。天使像付近に。魔界の女王の出現場所はあの公園。そして、提示されている聖剣の場所はここだ」

　福原はマップの聖剣出現場所を指さした。都立公園からは距離がある。

「他のペアの立場で考えてみる。まずは魔界の女王を確認しに来るはずだ。そしてあの小さな公園に集まる。しかし、カレンを見て動どう揺ようする攻撃精霊を見て攻撃命令は出せない」

「わからないわよ」

「攻撃精霊でカレンを倒せる可能性はあるかもしれない。それは全員の攻撃精霊に一いつ斉せいに攻撃指示を出すこと。しかし、それは賭かけになる。プレイヤーの全員の協調が必要な上、攻撃精霊を失うリスクがある。だから攻撃指示は出せずに膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいる」

「それで、聖剣を取りに行こう、と、なるの？」

「いや、その思考はない。マイナスイメージがある聖剣をわざわざ危険を冒おかして取りに行くペアはいない。移動だけでも危険だから。それに、彼らはこう考える。俺が聖剣を取りに行っている間に、女王が倒されたら、と」

『でも、倒すには聖剣は必要ですよね』

「その議論はカレンを実際に見てからになるだろう」

　プレイヤーはカレンのいる公園に集まり、お互いを牽けん制せいし合って時間をすり減らす。

「あなたの考えは机き上じようのものよ。直接聖せい剣けんを取りに行くペアは出るかもしれない。私たちに選せん択たくがあるとは言えない」

　飛鳥あすかの反論に、福ふく原はらは首を振った。

「聖剣使用の選択は俺おれたちが持っているのは確かだ。見ろ、聖剣の出現場所はここだ。そして、現在俺たちはこの場所にいる」

　現在福原たちが立っている場所は、都立公園よりも聖剣の出現場所に近かった。

「俺たちはこのゲームの最中に期末テストを受けるというイレギュラーな行動を起こしてここにいる。それは偶然だけど、俺たちに有利に働いた」

　同時に聖剣を目指したとしても、福原たちが先に到達するのは自じ明めいの理りだ。

「どっちにしろ、誰かが聖剣を取りに行かなきゃならない」

『……行きましょう』

　オリビアが言った。







　またも、福原とオリビアの長距離走が始まった。

　身を削けずりながらの移動。心臓が破は裂れつ寸すん前ぜんまで鼓こ動どうをする。それでも、この長距離走には明確なゴールが設定されているので心情的には楽だ。聖剣の座ざ標ひようまで移動すればいいだけなのだ。

　福原は車しや窓そうを横目に車内を見つめた。平日昼下がりの電車にはほとんど人がいない。それでも、やはり移動はきつかった。細かい場所まで処理しなければならない景色は、福原にとって敵が潜ひそむゲームのマップよりも危険だった。

　逆サイドのドアに飛鳥が凭もたれ掛かかるように立っているのが見えた。流れる景色に向けるその視線は、少しだけ寂さびしそうだった。

　福原は車内の情報を処理しながらも考えた。聖剣とはどんなものなのだろうか。

　単純にゲームのアイテム設定なのかもしれない。それを手に入れれば、カレンも無条件に降伏するというアイテム。

　別の可能性もある。通常の剣と同じ設定なのだ。オリビアのレッドソードと同じ処理をされている。聖剣があり、その攻こう撃げき精せい霊れいもいる。その場合、カレンと同レベル以上のパルス能力者が設定されているに違いない。

　福原はそう考えて少しだけぞっとした。

　強い力を持った能力者は扱あつかいづらいのではないか。果たして、このようなゲームに真面目まじめに参加をしてくれるタイプなのか。カレンのように強さと残ざん虐ぎやくさが同居している可能性は高い。

　福原はカレンを回想した。前回ゲームで一時的に協調した彼女。美び貌ぼうと強さを兼かね備そなえた女性だったが、彼女は鋭い棘とげを持った薔薇ばらでもあった。

　そして、そんな彼女に対しリベンジに燃える飛鳥。飛鳥にカレンと戦わせるわけにはいかなかった。確かに飛鳥あすかは、離り脱だつ選せん択たくせずにカレンと戦う奇き異いな攻こう撃げき精せい霊れいだろう。しかし、それ故ゆえに傷つかねばらないのだ。

　電車が停車しドアが開いた。

　福ふく原はらは飛鳥に合図して駅に降りる。東とう京きよう駅えきや新しん宿じゆく駅を介かいせば乗り換えは楽なのだが、あの混雑する場所はとてもではないが無理だった。そんな主要駅を外して移動しているので時間はかかってしまう。

　福原は駅のホームのゴミ箱からゴミ袋を取りだすと、その中に頭を突っ込んで反吐へどを吐はいた。持っていたミネラルウオーターでうがいをしてゴミ袋を戻す。情報処理に負担がかかった体が悲鳴を上げていた。

　前を歩いていた飛鳥が福原に振り向いた。

「……大丈夫？」

　福原はうなずき、飛鳥に唇に指を当てて見せた。移動に手一杯のオリビアに心配をかけてはいけなかった。

　福原は駅構内を歩きながら思った。日常生活としてのこの場所はなんと安全な場所だったのだろうと。景色を見て目め眩まいも吐き気も感じない場所だった。そして、福原自身東京を歩きつつも別の場所にいる自分を感じた。別の場所にいるからこそ、この東京の風景が害をなすのだ。

　ゲームが終わったら、のんびりとなんの目的もなく、ただ東京の街を歩きたいと、そう思った。

　福原とオリビアはそれから電車を乗のり継つぎ、目的の駅に到着する。

　画面を見ると、オリビアがダメージを受けているがわかった。人の少ない場所を移動したとはいえ、やはり動きながらの攻撃はシビアな距離とアングルの調整が取りづらいのだ。

　そして、ヒットポイントが下がるほど、オリビアの現実の痛みも大きくなることがわかっていた。その痛がるデータが福原にフィードバックされているのだ。福原に心配をかけないようにと、痛みを耐えるオリビアの心も手に取るようにわかった。

「……ここから少し歩くみたいね」

　飛鳥が東京マップを見ながら福原とオリビアを先せん導どうする。

　駅を降りて、今度は街の中を徒歩で歩く。小高い丘がある街で、聖せい剣けんはその丘の方向だった。

　照りつける日差しの下、飛鳥は真っ赤な帽ぼう子しをかぶり歩きだす。赤一色の飛鳥のファッションに、すれ違う人々がちらちらと視線を向けていた。

　福原は滝のように汗をかきつつ、飛鳥の周囲の情報を管理した。

　駅前のロータリーを抜け、道路の脇わきの歩道を進む。道路は排気ガスを撒まき散ちらし車が走っていたが、オリビアから距離が離れているので極力無視した。熱せられたアスファルトからかげろうが立ちのぼっているのが見えた。

「階段を上っていくけど平気？」

　飛鳥あすかが自販機で買ったミネラルウオーターを福ふく原はらの頭にかけながら聞いた。

「ああ、休んでいる暇ひまはない。夕方になって涼しくなったら人が出てくるかもしれないから」

　福原は入り組んだ道と階段を抜ぬけて丘の上を目指す。階段はしっかりと座ざ標ひようを管理しなければならない。オリビアサイドに立体的な座標を送り階段を上らせなくてはならないのだ。

　オリビアはゲーム世界で実際に階段を上るわけではなく、オリビアの動きに合わせて階段データが動くことになる。オリビアが一歩階段を上るたびに、階段の風景データが足あし下もとに沈んでいくのだ。なので階段を上っても、オリビアの高さは実際には変化はない。

　階段データを処理しているうちに目め眩まいがした。足が鉛なまりのように重く自由がきかない。

　そんなふらふらしている福原の手が握られた。顔を上げると、先を進んでいたはずの飛鳥が目の前にいた。

「大丈夫だから。少し離れてくれたほうが、階段のデータ処理がしやすいんだ」

「ゆっくり処理すればいいから」

　飛鳥は福原の手を放さず言った。

「一歩一歩上りましょ。彼女も疲れてる」

　飛鳥は福原の手を引き、ゲーム機を見てオリビアに指示を出しながら階段を上った。

　福原は飛鳥の手をつかみながら階段をゆっくり上がっていった。その後、道路に出てしばらく進み、今度は木々の生おい茂しげる中にある石段を上る。

「神社があるみたい」

　苔こけの生えた石段を登り切ると小さな鳥居があった。ひんやりとした風を感じた。

　福原は飛鳥と手を繫つないだまま神社の境けい内だいへと入る。

「座標でいうとこのへんね」

　飛鳥は手ちよう水ず舎しやのひしゃくで水をすくって福原の体にかけながら周囲に視線を向けている。静まりかえった神社の境内には人の気配はない。周囲の杉や松の木に日の光を遮さえぎられ薄暗い。木造の小さな本ほん殿でんがひんやりとした空気のなか存在感を出していた。

『……見えます』

　画面の中で、ぐったりと座り込んでいたオリビアが指を差している。

『光っている……剣です。すごく輝いてます』

「聖せい剣けんか？　どっちの方向？」

『十時方向です。私が見えるということは十メートル以内ですね』

　その方向には大きな松の木がある。自由の天使像と同じように、木の座標と重ねているのかもしれない。

　そのとき、境内に緩ゆるやかな風が吹いた。同時に松の木の陰かげからさらさらと風に揺れる光の筋を見た。木の後ろに何かがある。

　福原と飛鳥は慎しん重ちように松の木へと近づいた。オリビアも聖剣の座標に向かった。

　慎しん重ちようにしなければならない。諸もろ刃はの剣つるぎであると表現される聖せい剣けん。ゲームにおけるトラップの可能性もあるのだ。

『聖剣に近づきました。剣は地面に刺さってます。引き抜きますか？』

「……待って。こっちの世界にも何かがある」

　福ふく原はらと飛鳥あすかは足音を忍ばせ、そっと松の木の裏へと回った。

「あっ」

　飛鳥が声を上げた。

　福原も息をのんでそれを見つめた。松の木の根本に一人の女性が座っていた。真っ白なワンピース姿の女性が、松の木に寄より掛かかり目を閉じ眠っている。

　福原は彼女に見とれてしまった。薄茶色の長い髪が風に揺れ光の筋すじのように見える。整った顔に真っ白な肌はだは人形のようだが生命の息い吹ぶきを感じた。呼吸に合わせ胸が微かすかに上下している。

「……真ま理り亜あさん」

　飛鳥がつぶやいた。

「オリビア、剣を抜いてみて」

　福原に言われ、オリビアがゲームフィールドに突き刺さる剣に手をかけた。

『……抜きました』

　オリビアが光る剣を掲かかげる。

　同時に、ゲーム機からファンファーレが鳴り響いた。

　その音に、目の前の女性はびくっと反応して目を見開いた。体を起こしても、しばらくぼんやりとうつろな表情だったが、福原と飛鳥に気づいてごしごしと目を擦こすった。

「……こんにちは。私は光の精せい霊れいです」

　光の精霊はにこりと微笑ほほえんだ。
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「私が聖せい剣けんエクスカリバーの攻こう撃げき精せい霊れいの真ま理り亜あです。真理亜と呼んでいただいて結構ですよ」

　真理亜は、本殿横の木のベンチに両手を膝ひざの上にそろえて座っている。白いワンピースがとても似合っていた。年齢は推すい定てい二十代前半。整いすぎている顔つきと白くきめ細かな肌はだに、福ふく原はらの眼がん力りきを持ってしても年齢を当てるのは困難だった。

「何故なぜこんなゲームに？」

　飛鳥あすかが聞いた。

「こんなゲーム、というゲームはありませんから。私は少しでもビリオンゲームに役立ちたいだけです。私も飛鳥さんと同じ立場ですよ」

　真理亜は微笑ほほえんだ。

　話を聞くに、真理亜は囚しゆう人じんゲームを管かん轄かつする協会に所属する人間らしい。飛鳥も同じなのだが、立場がまったく違うらしい。囚人ゲームのプレイヤーとしてはＡランク、人格的にも優すぐれ周囲の信頼を勝ち得ており、飛鳥のような他のパルス能力者を束ねるような立場にあるようだった。飛鳥との会話から推測そくすると、飛鳥は様々な面で彼女に助けられているようだ。

「それで、ゲームの話を進めていいかな。これから俺おれは君を連れて魔界の女王の元に行かなきゃならない。ついてきてくれる？」

　福原は真理亜の前に立って言った。

「もちろんですよ。そのために待たい機きしていたのですから」

　真理亜は笑みをたたえたまま言った。そんな彼女を見て福原は心配になった。真理亜の実際の能力はどうなのだろうか、と。

「カレンを知ってる？　魔界の女王としてゲームに参加をしてる」

「魔ま界かいの女王役として参加をしていたことは知りませんでしたが、カレンさんのことは知っていますよ」

「君を連れて行けば、カレンは降伏するとか決まってるのかい？」

　そんな設定がなければ、戦うことになるのだ。その場合、真理亜の敗退はあり得る。

「そのような決まりはありません。基本的なゲームラインは存在しますが、ゲームにおけるイレギュラーもゲームの範はん疇ちゆうとなります。カレンさんは気が強いですからどうなるかはわかりません。ただ、彼女も無む駄だな戦いはしないでしょう。聡そう明めいな方ですからね」

「俺が攻撃指示を出したとき、君が離り脱だつ選せん択たくする可能性はあるよな」

「口のきき方に気をつけて」

　飛鳥が福原に複雑な表情を向けた。

「飛鳥さん、変な気を遣つかわないでください。それに、ゲーム中ですから、現実の立場などは忘れてください」

「……はい」

　飛鳥は素す直なおに返事した。

「福ふく原はらさん、あなたの考えももっともです。しかし、光の精せい霊れいにはひとつ特徴があるのです。それは、プレイヤーが攻こう撃げき選せん択たくしても離り脱だつはできないということです」

「なるほど」

　福原はうなずいた。現時点で真ま理り亜あの強さは未知数だが、仮にカレンと同じ程度とすれば、カレンは必ず降伏するだろう。真理亜から退ひくことはできないのだから。カレンにとって、このゲームはそこまで意地を張る必要のないものであるはずだ。

「仮に間違いがあったとしても、そこは私を信じていただくしかありません」

「そうだな。確かにそうだ」

　真理亜を見て、福原は彼女なら信頼できると思った。真理亜の言うとおりカレンが退いてくれれば、姫救出に大きく前進する。

「魔ま界かいの女王を倒せば、姫の居場所を教えてくれるのは確かだな。その場所は東とう京きよう都と内ない。離島とかじゃないよな。小お笠がさ原わら諸しよ島とうも東京都内だけど」

「姫の居場所は知りませんが、ルールどおりでしょうね。ビリオンゲームは噓うそはつきませんから」

「囚しゆう人じんゲームはプレイヤーを陥おとしいれる最低なゲームだけどな」

　福原の言葉に、真理亜はすっと笑顔を消した。

「そんなことはありません。ビリオンゲームは倫りん理り的てきです。ゲームシステムが難解なのはプレイヤーに対する課題なのですよ」

「これが倫理的？　この子の状況が倫理的なのかい」

　福原はゲーム機を見せた。

『……福原さん』

　オリビアが困ったような声を出した。

「オリビア言わせてくれ。こんな女の子が苦しむところを娯ご楽らくにしたゲームが倫理的なのか」

　福原の言葉に、真理亜は悲しそうな表情になった。

「ちょっと……」

　飛鳥が福原を制した。

「飛鳥さん、かまいません。それは、私も心苦しいです。しかし、ゲームは娯楽ではありません。ゲームの目的はパルス能力者の選別や管理なのです」

「はあ？」

「考えてください。パルス能力者が能力を使い社会的な事件を起こしたとしたら。そうなった場合、世間にこの能力が広まることになるのです。その結果、どうなると思いますか？」

　真理亜の言葉に福原は動どう揺ようした。そんなことは考えたことがなかった。

「……魔ま女じよ狩がりみたいなことが起こる？」

「そうでしょうね。一般人と能力者の対立の構図となるでしょう。ですから、パルス能力者の管理は最重要課題なのです。ゲームにおいてプレイヤーは欲望を制せい御ぎよしつつのパルスコントロールが求められます。それは能力者の人間的な成長を補助しているのです。また、それらに失敗したプレイヤーを囚しゆう人じんに落としたりする強ごう引いんな一面もあることは確かです。しかし、それは能力者の管理として仕方なくもあるのです」

「娯ご楽らくとしての一面もあることは確かだよな」

「はい。これだけのシステムを作るには資金も必要です。資金収集のためとはいえ、そこは私もよく思ってません。ただ、綺き麗れいごとだけでは、何も生みだせないのも確かです」

　真ま理り亜あの言うことは心情的に理解できなかったが、怒りを真理亜にぶつけても意味がないこともわかった。基本的に真理亜も福ふく原はらと同じ囚人ゲームプレイヤーであるのだ。

「わかった。それはまた後で話そう。今はこのゲームに集中したい」

「はい。私は全力で協力します」

　真理亜は再び笑顔を見せた。

「それで、今すぐ移動したいところだけど、俺おれもオリビアもできれば休みたい。今から戻ると夕方のラッシュアワーにもぶつかるし。君の意見を聞かせてくれるか」

「そうですね。休んだほうがよろしいでしょう。福原さんもオリビアさんも精神が乱れていますから。明日の早朝の移動を勧めます。その後、姫の居場所が判明すれば、昼の時間にそこに移動ができます。ゲームのタイムリミットは明日の深夜零れい時じですから問題ないでしょう」

「わかった。それでいい」

「ここに泊まるんですか？」

　飛鳥あすかが心配げに真理亜を見た。

「はい。あそこをお借りしているので大丈夫ですよ」

　真理亜が本ほん殿でんを指さした。

「それに飛鳥さんはもうここにはいられません。このゲームではナイトは剣を二本は持てないのですから。ここでオリビアさんは剣を捨てることになります」

「剣を捨てたらどうなるんだ？」

　福原は真理亜の言葉に顔をしかめた。

「宣言をした時点で精せい霊れいが剣を持って飛び立ちます。その後精霊は、降こう臨りんした場所に戻って新たな持ち主が現れるまで待たい機きするか、離り脱だつをするか選択します」

　ゲームから解放されるということだ。

「……立たち花ばな」

　福原は飛鳥と向かい合った。

「……私、カレンと戦ってもいい。勝つから」

　飛鳥は視線を逸そらして言った。

「立花、このゲームは復ふく讐しゆうの場じゃない」

「違う。この前のゲームの借りを返す。私が手伝って……」

「だとしても駄だ目めだよ。立たち花ばなが他人のために傷つくことはない」

「じゃあ待ってる。魔ま界かいの女王を倒したあと、姫の居場所までの移動を手伝う」

「ここまで手伝ってくれたことで、もう借りは返してもらったよ」

「…………」

　飛鳥あすかは寂さびしげに視線を落とした。

「飛鳥さんはこのゲームでやるべきことをやりました。ゆっくりと休んでください」

　突っ立つ飛鳥を、真ま理り亜あが優やさしく抱きしめ額ひたいにキスをした。

　飛鳥はしばらく真理亜に凭もたれ掛かかった後、福ふく原はらと真理亜に背を向けた。

　飛鳥は振り返らずに石段を下りていき、姿を消した。
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　都立公園の芝しば生ふにぼうっと座っている人影が確認できた。

　福原に気づいた舞まいが立ちあがり駆け寄ってきた。

「心配してたのよ、福原。……あら、服装を変えたの、飛鳥？」

「いえ、飛鳥さんではありません」

　真ま理り亜あが白い日ひ傘がさを閉じて言った。

「あなたは……」

　舞が真理亜の顔を見て啞あ然ぜんとしている。

「光の精せい霊れいの真理亜です。おはようございます、飛鳥さんのエージェントの舞さんでしたね」

　真理亜はにこりと笑った。

「あ、おはようございます。深ふか見み舞です……なんで？」

　舞が真理亜と福原の顔に交こう互ごに視線をやった。

「いろいろあって、現在の精霊はこの子になってる。オリビア回復を」

　福原がオリビアに指示を出してると、舞が強ごう引いんに胸むな倉ぐらを引っ張った。

「どういうこと？　なんで真理亜さんがいるの？」

「だから、いろいろあったんだ」

　福原は舞から缶コーヒーを受け取り、今までの出で来き事ごとを教えてやった。テストを終えてから舞に連絡できずにいたので、成なり行ゆきを知らないのだ。

　舞は福原たちがどこに行ったかわからず、仕方なくこの場所で待っていたらしい。

　福原の説明を受けて、舞は納なつ得とくはしつつも複雑な表情を見せた。

「あ、コーヒー飲む？　俺おれの学校にしか売ってない希少な缶コーヒーなんだけど」

「ありがとうございます」

　福ふく原はらがコーヒーを渡すと、真ま理り亜あはにこりと笑った。

「まさか、このゲームにこんな有名人が出てくるなんて」

　舞まいは、コーヒーを飲んでむせている真理亜を見ながら言った。

「……そんなに有名なのか？　飛鳥あすかもそんな反応だったけど」

「協会の正せい義ぎの乙おと女めなんて言われる有名人よ。能力カテゴリーは乙女座でくくられているけど、どんな能力だかはわからない。優秀な能力以上に人格が優すぐれているから人望がある。いつものようなセクハラすれすれのコミュニケーションを取らないほうがいいわよ。ある意味、カレンさん以上にシャレにならないから」

「裏がある性格だったり？」

「周囲が黙ってないから。彼女はプレイヤーの中で派は閥ばつにかかわらず信頼を集めているカリスマ的な存在なのよ。だから気をつけて」

　舞はひそひそと福原に言った。

「そういえば、これからカレンとの対決がある。どうなると思う？」

「……こんなゲームでＡランク同士が戦うことはないと思うけど。ただ、カレンさんの行動はわからないから」

「そうなんだよな。カレンは不確定要素すぎる」

　今日がゲーム最終日だ。魔ま界かいの女王のカレンを倒すだけでなく、姫の救出もしなければならないのだ。ここで躓つまずくわけにはいかない。

『……福原さん、問題ありません』

　回復を終えたオリビアが言った。

「そろそろ行くか」

「少し休めば？　移動してきたんでしょ」

「もう昼だから時間がないんだ」

　本当は早朝に移動してきたかったのだ。しかし、オリビアの疲労が深刻で朝のラッシュアワーの後に移動がずれ込んでしまった。

　ただ、福原は時間を失ったものの、それ以上の対価を手に入れていた。それは聖せい剣けんの力だ。

「よし、魔界の女王の場所に移動しよう」

　真理亜はうなずき、日ひ傘がさを広げてから先を歩きだす。

「人が出てきたから気をつけて」

　舞が心配げについてくる。

「その心配はまったくない」

　福原は公園の地面のデータだけをシンプルに送った。障しよう害がい物ぶつにだけ気をつければいいのだ。

　公園の出入り口に少しだけ人だまりができていたが、オリビアが剣を一いつ閃せんさせると、すべてのデータがいっぺんに破は壊かいされた。

　聖せい剣けんの威い力りよくだった。

　聖剣の攻撃範囲は十メートル。攻撃力もあるため、剣を軽く振っただけで周囲の敵を殲せん滅めつすることができるのだ。この剣を持っていれば、たとえどんな人込みであろうが問題なかった。

　敵のデータの精密な座ざ標ひようが必要ないということは、周囲の空間データも適当でいいということなのだ。福ふく原はらのデータ処理も極端に楽になった。

　なので、行きはつらかった聖剣への旅も、帰りは簡単なものだった。オリビアは聖剣の威力でノーダメージですみ、福原もほんの少しの頭痛すら感じなかった。

　ゲームクリアーにぐっと近づいた感があった。最後の障しよう害がいは魔界の女王だけだ。姫の居場所さえわかれば、あとはスピーディーに移動できる。

「すごいね」

　スムーズな移動を見て、舞まいが感心している。

「ああ、残された課題はカレンだけだ」

　福原はうなずいた。







　魔ま界かいの女王が出現した公園が見えてきた。

　川の付近にある児童公園で、緑色のフェンスで四角く囲まれている。公園の横は畑のようになっており、畑と公園のフェンスの間のゾーンに沢たく山さんのヒマワリが咲き乱れていた。

「立ち入り禁止ってなってるぞ」

　公園の入り口には、立ち入り禁止のテープが貼はられている。

「囚しゆう人じんゲームサイドが介かい入にゆうしてるんでしょ。ゲームのフォローをしてるから」

　舞が言った。

「そういや、さっきからつけられてるような気がするんだけど、それも囚人ゲームサイドなのかな」

「それより、中を調べましょ」

『……真っ黒な剣が見えます。地面に刺さってます』

「魔剣ということか？　君はここで待っててくれ。少し様よう子すを見てくる」

　真ま理り亜あはうなずき、入り口の街路樹の陰かげに身を隠かくした。

　福原は舞と一いつ緒しよに公園の中に入って状況を確認した。

　敷しき地ち内ないを見てはっとする。所ところ々どころに知ってる顔があった。ゲームプレイヤーの姿だった。すべり台の陰に男性プレイヤーが一人。その近くにグリーンのワンピースの女性。攻こう撃げき精せい霊れいだ。精霊のカラーは目立つのですぐにわかる。

　福原はそれらを観察して考えた。果たして誰だれが裏切ったのか。見た感じ足りないカラーはピンク色。そのプレイヤーが金に目がくらんだのか。ただし、生き残っているプレイヤーをすべて把は握あくできているわけではないので、この時点では断定はできない。

「……三ペアいるわね。攻こう撃げき精せい霊れいもいる。緑と紫と茶色」

「やっぱり膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいってるな。で、魔界の女王はどこに？」

　福ふく原はらは公園にさまよわせた視線をぴたりと止めた。エリアの端はしのほうに大きな庇ひさしの下の砂場がある。その脇わきに大だい理り石せき模も様ようのベンチがあった。そこに黒いワンピースの女性が座っている。

「……カレンだ」

　間違いなくカレンだった。鋭くも綺き麗れいな瞳ひとみに三つ編みに結んだ真っ黒な髪。短い裾すその黒いワンピースを着て足を組んで座っている。表情は明らかに不ふ機き嫌げんそうだった。

「黙って座ってると可愛かわいく見えるな」

　福原はカレンの横顔を見て恐れよりも妙な安あん堵どを感じた。前回ゲームの連れん闘とうでカレンも少なからずのダメージを負っていたが、問題なく回復したようだった。

「そんな場合じゃないでしょ。もっと近くで観察しましょ」

　福原と舞まいはカレンの背後から回り込むように接近した。福原に気づいた他のプレイヤーが視線を向けつつも動かなかった。やはり、他のプレイヤーはどうしていいのかわからないのだ。カレンの契けい約やく者しやの姿は見あたらない。どこかに隠かくれているのだろうか。

「……やっぱり不機嫌そう」

　福原と舞はツツジの陰かげからカレンを窺うかがった。

　カレンはベンチに座りつつも落ち着きがなかった。大きくため息をついたり、しきりに足を組み替えたりとしている。また、地面にぱらぱらと何かを撒まいている。

「ハトに餌えさをやってるな」

　カレンの近くに五羽ほどのハトが餌をついばんでいる。一羽は無む防ぼう備びにもカレンの手のひらから直接餌をつついていた。

「あーあ、なんで私がこんなことを……って考えてるな。カレンの心は手に取るようにわかるな」

　魔ま界かいの女王の出現は昨日の昼過ぎなのだ。すでに丸一日をこの公園で過ごしているはずだ。カレンでなくても不機嫌になるのはわかる。

「攻めてこないのかな。他のプレイヤーの全ぜん滅めつボーナスがあるでしょ」

「攻めることで、契約者が自分のガードが開くことを恐れているのかもしれない。だから、膠着状態になってるんだ。それよりも、契約者はどこに隠れてるんだ……あ」

　福原は硬こう直ちよくした。気け配はいに気づいたカレンがこちらを見たのだ。

　カレンはツツジの陰に隠れた福原たちにじっと視線を向けている。

「気づかれちゃったかな」

　舞が顔を歪ゆがめた。

「カレンの攻撃範囲は五メートル。剣が刺さってる座ざ標ひようからそれ以上に動けないはず。だからそれ以内に近づかなきゃいいんだ。俺おれが交渉するから、舞まいはここに隠かくれてて」

　福ふく原はらは意を決して立ちあがった。これ以上隠れていても仕方がない。

「…………」

　福原を見つけたカレンは、瞬まばたきを数回してから、すぐに怒ったような表情を作った。

「こそこそと私を覗のぞき見してたの？」

　カレンが横目で睨にらんだ。

「俺は姫を助ける旅をしている。カレンは姫の居場所を知っている魔王だ」

「私が怖こわいの？　そんなに離れてびくびくして」

　カレンがベンチの隣を指さした。隣に座れと言っている。

「駄だ目めよ。五メートルの外から話すのよ」

　舞が立ちあがった。

「あら、舞ちゃんも来てたのね。この前はごめんね」

　カレンがくすりと笑った。

「大丈夫、ゲーム機を持って行かなければいいんだ。交渉する」

「……わかった。私、その間に契けい約やく者しやがどこに隠れてるか探さがす」

「近くで様よう子すを窺うかがってるはずだ。契約者がカレン攻略の秘密を知ってる可能性もある」

「ええ、まかせて」

　舞が契約者を捜すために福原から離れていく。

　福原はカレンに歩み寄ると、少し間を開けてベンチに腰を下ろした。カレンは福原を横目に、片かた膝ひざを抱えて座っている。周囲のプレイヤーは福原の行動に注目している。

「こんなところで会うとは思わなかったよ」

　福原は声をかけたが、カレンはそっぽを向いている。

「そのワンピース似合うよ。カレンは肌はだが綺き麗れいだから黒が似合うんだ」

「…………」

「この前は途と中ちゆうまで一いつ緒しよにゲームができて楽しかった。終わってから心配してた」

　福原が言うと、カレンが鋭い視線を福原に向けた。

「終わったゲームの話はしなくていいわ」

「じゃあ、姫の居場所を教えてほしい。カレンは姫をさらった魔界の女王だ」

「……何故なぜ姫を求めるの。姫を何に利用するの？　お金？　それとも権力？　答えによっては姫の居場所を教えてあげてもいい」

「囚とらわれの姫を自由にしてやりたい。それだけだよ」

　しかし、カレンの視線の温度は急降下していた。

「その答えじゃ駄だ目めね」

「頼むカレン。助けてやりたい子がいるんだ」

　ゲームクリアーにより、オリビアが自由になるのだ。

「傲ごう慢まんだわ。自分の能力で他人を助けようなんてね。そんな考えは……自分の身を滅ほろぼす。能力を過信しすぎて自分を失う。だから自分のことだけを考えることね」

　カレンは一瞬だけ寂さびしげな表情を見せた。

「そんなことはない。たとえそうだとしても、俺おれはやるべきことはやる」

「あなたは今回のゲームも失敗する。何故なぜなら……ここでゲームオーバーとなるからよ」

　福ふく原はらは冷気を感じた。カレンの周囲の空間データが歪ゆがみだした。

「……カレン」

「私は魔ま界かいの女王よ。精せい霊れいごときが私と口をきくなど百年早い。姫の居場所を知りたくば私を倒すことね。言っておくけど、私には剣は通じない。何故なら人間界に実体はないからよ」

　カレンがすっくと立ちあがった。風もないのに黒いワンピースがひらひらと揺ゆれている。漆しつ黒こくの炎ほのおに包まれているようだった。周囲の空気がびりびりと振しん動どうし、公園にいたハトが飛び立っていった。

「……ゲームセッティングからいうと、あなたの攻撃精霊役は立たち花ばな飛鳥あすかね。出しなさいよ、あの子を。負け犬コンビで私に勝てると思うのなら、ね」

「無む駄な戦いはしたくない」

　福原はカレンの圧力に後ずさりながらも言った。

「あなたに姫は助けだせない。華はな々ばなしく散ることもできずに、ここで惨みじめに死ぬのよ。己の無力さを知るといいわ。自分のちっぽけな能力の限界を感じなさい」

　冷たいカレンの表情に、福原の全身が一瞬で粟あわだった。

「出しなさい攻撃精霊を。それしか身を守る方法はない」

「……攻撃。目標魔界の女王」

　福原は息苦しさの中、体を震ふるわせながら言った。

「離れなさい、魔界の女王よ」

　真っ白な日ひ傘がさをぱたんとたたんで言ったのは真ま理り亜あだった。夏の日差しを受け、全身が光り輝いているように見える。福原を包んでいた冷気が風に吹き飛んだ。

　カレンは真理亜を見て目をつり上げた。

「……光の精霊、ね。聖せい剣けんを取ってきたわね」

　福原はゆっくりとカレンから距離を取った。

「魔界の者には剣は通じません。精霊の私が戦います」

　真理亜は福原にゲーム機を手渡しカレンと向かい合う。闇やみと光が対たい峙じしている。

「精霊ごときが私と戦おうと？」

「私があなたを封ふうじ込こめたことをお忘れでしょうか。聖せい剣けん伝でん説せつです」

「千年も前の話だわ」

　カレンと真ま理り亜あはゲーム設定に沿ったセリフを言いつつも、表情は少しの緩ゆるみもなかった。空気が振しん動どうし耳鳴りがした。明らかにこのふたりは、現実でも因いん縁ねんがあるように見えた。

　硬こう直ちよくする福ふく原はらの前で、ふたりは視線をぶつけたまま微び動どうだにしない。これはゲーム的展開ではなかった。魔ま界かいの女王を倒す方法として聖剣が提てい示じされているのだ。しかし、カレンはまったく退ひく様よう子すはない。

「ここで戦えば精せい霊れい界かいにも被害が出ます。できれば退いてください。そして、迷いの魔法をといていただきたいのです」

　真理亜はカレンの視線を受け止めたまま言った。

「姫が牢ろう獄ごくの闇やみから生きて出ることは、ない」

　ふたりは至近距離で睨にらみ合あっている。

「私は設定上、離り脱だつ選せん択たくをできないのです。そちらから退いてもらうしかありません」

「お願いの仕方があるわよ、ね」

「その行為に意味がありますか？　少し冷静になるべきではないでしょうか」

「熱くなってるのはあなたよ。真っ黒な協会のお人形のあなた」

「協会は倫りん理り的てきな存在です。口を謹つつんでください」

「傲ごう慢まんだわ。倫理的などという評価は身内ではなく、周囲がするものよ」

「評価は得ています。そして、そのために私たちは努力をしているのです。できればカレンさんも、態度を改め協力していただきたいのですが」

「枠わくの外にいるから、私は醜みにくさや汚きたなさが見えるのよ。あなたはすでに汚お染せんされてる。だから、倫理的などというセリフを臆おく面めんもなく言える」

「人類の未来のためです。多少の汚れた面は仕方ありません」

「そこが傲慢なのよ。世界の運命すら握にぎっていると勘かん違ちがいしているのね。自分を客観視することができていない」

「この世界における私たちの役目ですよ」

「世界において私たちの役目など……存在しない」

　ふたりの議論は大きくアウトカーブしていた。

　福原は困こん惑わくした。あれだけ苦労して取ってきた聖剣も、これでは意味がないではないか。戦った場合、か弱そうな真理亜がカレンに勝てる保証はない。

「仕方ありません。退いていただけないのならやるしかありませんね」

　真理亜が言った。

「あなたは私に勝てないわ」

「そうでしょうか。試してみますか？」

　カレンは真理亜と睨にらみ合あったまま、背後のベンチからコーラの瓶びんを手に取り投げた。

　地面に転ころがったコーラの瓶は、ゴムのように伸しん縮しゆくを繰り返しぐねぐねと地を這はった後、茶色い泡あわと共に破は裂れつした。

　その瞬間、ぶわっと風が舞った。

　同時に福ふく原はらは目め眩まいを感じた。周囲の空間が歪ゆがんだような気がしたのだ。そして、目に映うつったのは対たい峙じしているカレンと真ま理り亜あの姿。ふたりは動いていなかった。

　真理亜の髪がぱらぱらと数本地面に落ちた。地面に落ちた髪の毛は煙を吐はいて炭たん化かした。

　間を置いて、ばさっとカレンの髪が広がった。三つ編みがほどけていた。カレンの髪を結ゆわえていたゴムが弾はじけ飛とんだのだ。

　一瞬のうちにお互い攻撃をしていたのだ。

「……いいわ。私が退ひいてあげる」

　カレンは意味ありげな視線を福原に向けた。

「ありがとうございます」

　真理亜はにこりと笑った。

　ファンファーレが聞こえた。福原のゲーム機だけではなく、公園にいたプレイヤーのすべてのゲーム機からだった。

『福原さん妖よう精せいが戻ってきました』

　ゲーム機からオリビアの声がした。

『迷いの魔ま法ほうがとけました。これでいつでも案内できます』

　妖精の声が聞こえる。

　すでに公園から出ていくプレイヤーの姿が見える。囚とらわれの姫の居場所に行くつもりなのだ。

　そんな焦あせる福原の肩かたにぽんと手が置かれた。

「あなたに貸しておくわよ」

　カレンが福原の耳元で囁ささやいた。

「ありがとう。これで姫を助けにいける」

「特別に助言を三つばかりしてあげる。まずは私は魔王だとはひと言も言っていないわ。二つ目は、あの女には気をつけなさい。性格もむかつくけど、能力はちょっとまずい」

　カレンはちらりと真理亜を見てから続けた。

「そして三つ目。お姫様を助けに行くのはいいけど、あなたの小さなお姫様がいなくなったわよ」

　カレンは福原の頰ほおに軽くキスをしてから歩き去っていった。福原はカレンの後ろ姿を見つめながら、三つの助言の意味を考えた。

　カレンは魔王ではないというのだろうか。また、真理亜の能力とは？

　いつの間にか公園は、福原と真理亜だけになっていた。

　そして、福原が三つ目の助言の意味に気づくには時間がかかった。

　舞まいが公園に戻ってくることはなかったのだ。




　　　　　　　＊




『妖よう精せいに案内を頼むと、その場所へ飛んでいくだけで、私たちの移動に速度を合わせてくれる訳じゃないようです。キャンセルもできないようです』

　オリビアが言った。

「強制移動か。案内はまだ待ってもらったほうがいいな」

　福ふく原はらは上うわの空そらで返事をした。福原たちは未いまだにカレンがいた公園から出られずにいた。静かにベンチに座っている真ま理り亜あと対照的に、福原は無意味に公園をうろうろしていた。

　魔ま界かいの女王敗走から、すでに一時間。ゲームのタイムリミットもじりじりと近づき続けている。

　そんなとき、福原の持っていた携帯に二回目の着信があった。ちらりと真理亜が視線を向けた。

「……はい」

　福原はコールを二回聞いてから通話ボタンを押した。

「俺だよ福原。考えは決まったか？」

　声の主は設楽したらだ。福原に攻こう撃げき精せい霊れいを使ったことで精霊も剣も失ったのだが、まだゲームオーバーを選択していなかったのだ。

「条件はのめない。明らかにゲームの筋から逸それている。考え直せ」

「決けつ裂れつかい？」

「……金なら払える」

「駄だ目めだ。ゲームの金はあくまでもゴールをしないと手に入らない。それは金じゃなくチケットの価値しかない」

「だからといって、やっていいことと悪いことがあるぞ。エージェントは関係ないはずだ。ルール違反だ」

「それは福原がそう思い込んでいたルールだよ。それにエージェントはあくまでもゲームの関係者だ。それで答えは？」

　設楽は淡たん々たんと話している。

「断ことわる。所しよ詮せんエージェントだよ。俺おれにとってそれ以上ではない。電話に出たのは警けい告こくをしたかったらだ。エージェントに手を出すのは危険だぞ、と」

「そうか……」

　しばらく間が空あく。福原は心臓を高たか鳴ならせながら次の反応を窺うかがう。交渉はあくまでも強気に出なければならなかった。

　そのとき、携帯電話越しに女の子の悲鳴が聞こえた。

「やめろ！」

　福ふく原はらは反射的に叫んだ。

「所しよ詮せんエージェントだろ？」

　設楽したらの声が聞こえた。

「……やめてくれ。舞まいに乱暴はするな」

「福原は隙すきを見せすぎたな。だから、エージェントの介かい入にゆうはプレイヤーにマイナスだと警けい告こくしたはず──福原、言うこと聞く必要はないわよ！」

　電話越しに舞の声が聞こえ、続いて悲鳴が聞こえた。

「やめろと言ったはずだ。舞に手を出すな。乱暴はしないでくれ」

「条件をのめば手は出さない。交渉はスムーズにやりたい。時間がないから。でも、少しでも停滞したら、この子を知り合いの連中に渡す。このくらいの年齢が興奮するっていう奴ばかり……」

「やめろ。それ以上言うな。条件をのむと言ったはずだ」

　血が頭に上りくらくらとした。

「オーケー。条件は、この子と聖せい剣けんの交換だ」

　設楽は言った。彼はそのために舞をさらったのだ。ゲームのアイテムと現実の女の子の交換を提てい示じしている。

　魔ま界かいの女王と契けい約やくしたのは設楽だったのだ。契約後、設楽はカレンの元へと行き、その近くで待たい機きしていた。そして、契約者を捜さがして近づいてきた舞を逆に確保しさらったのだった。

　公園にはプリベイト式の携帯だけが残されていた。設楽は剣を失ってからゲームオーバーを選択せずに隙を窺うかがっていたのだ。剣を失い行動制限ができたため、ゲーム機を都立公園のどこかに隠かくし、ナイトはその座ざ標ひようから動かさないことにする。そして設楽だけが行動をして準備を整えていたのだろう。

「場所と時間は追って電話する」

「おい、舞を……くそ、切られた」

　福原は携帯電話を思い切り叩たたきつけたい衝しよう動どうに駆られたが、必死でこらえた。

　顔を上げると、横に真ま理り亜あが立っていた。ゲーム機の中ではオリビアが心配げにしている。

「どうなりました？」

　真理亜が説明を求めたので電話の内容を伝えた。オリビアにもすべてを話している。

　説明を聞いてオリビアは怒りの表情を見せた。

『ひどい。女の子を利用するなんて……』

　福原はそんなオリビアを見て心臓の痛みを感じた。ゴールを目の前にしてのトラブル。オリビアは剣を失ったら、もう移動は不可能だ。姫の元に辿たどり着つくこともできずにゲームを終える。しかし、彼女はそのことよりも、舞をさらった行為に憤っていた。

「なんとかならないのか？　明らかにルール違反だろ。囚しゆう人じんゲームの規則に反してる」

　福ふく原はらは真ま理り亜あに向き直った。

「規則違反ではないのです。ゲームにおけるプレイヤーの交渉の範はん疇ちゆうとなるかもしれません」

「交渉の範疇？　舞まいはまだ子供だぞ」

「エージェントです。自ら責任を負う立場ではあるのです。ゲーム中、エージェントはプレイヤーの所有物扱あつかいとなっています」

　真理亜はクールに言った。

「ゴールまであと少しなんだ」

　福原は歯を食いしばり上を向いた。いつの間にか空にはどす黒い雲がかかっている。福原の気持ち同様、淀よどんだ灰色になっていた。

「冷静に考えましょう。私たちにできる行動の選択があるはずですよ。トラブルに動どう揺ようしていても道は開けません」

　真理亜の表情はこの状況でも変化はなかった。

「君の意見は？　この状況を打開する方法を聞かせてほしい」

　福原は真理亜の前に立った。

「私の意見を言わせていただきます。それは、ゲームの続行、です」

「ゲームの続行？　このまま姫を目め指ざす？」

「そうです。それがゲームラインですから」

「……舞はどうなる」

　真理亜は瞳を閉じ眉まゆ根ねを寄せている。

「彼のあの行動は許ゆるし難がたい行為です。エージェントを奪うばい暴行を示し唆さし交渉をしたことは、規則には反してなくとも倫りん理りには反してます」

「そうだよな、確かにそうだ」

「囚人ゲームは能力者の成長を助長するものでありつつ、人格の判別テストでもあるのです。あのように、自らの欲望のために規範を踏ふみ外はずしたプレイヤーは、今後なんらかのペナルティーがあるでしょう。いえ、そうあるべきです」

「…………」

「また、囚人ゲームのルールの改正も必要ですね。このような下げ劣れつな行動を取らすわけにはいきません。今回の行動は、例えゲームルールの範疇とはいえ、私は許せません」

「……なあ、真理亜は何を言ってるんだ」

　福原は啞あ然ぜんと真理亜を見た。

「私の言っていることはおかしいでしょうか」

「間違ってはない。でも、俺たちはどう行動しろと？」

「ですから、ゲームの続行です。あのような卑ひ劣れつな条件をのむことはできません。また、ゲームはもう終しゆう盤ばんです。ゴールを目め指ざすのが現実的です」

「……舞まいを見捨てろと？」

「気持ちはわかります。ですから、私が責任を持ってできる範囲で、ゲーム後に彼にペナルティーを与えます」

「舞に何かあったらどうする？　中学生の女の子だぞ。消える傷ならまだいい。でも心の傷は一生消えない」

「基本的にエージェントは自己責任です。自己判断で動くわけですから。しかしご安心ください。エージェントのフォローは完かん璧ぺきです。何かあっても、協会を中心に今後の生活はフォローさせていただきます。心理的リハビリや金銭的援助も……」

　福ふく原はらの全身の血液が沸ふつ騰とうしたかのように思えた。

「俺おれは今、舞の心配をしているんだ。今後じゃない。今現在の話だ。ゲーム後だと？　ゲーム後はもう意味がない話だろ」

「は、はい、ですから、その後のケアは完全に……」

「リハビリや金銭的援助の話はしてない！　金の話じゃない。おまえは舞を金に換かん算さんしているのか。金なんかじゃ解決しないだろうが」

「ですから倫りん理り的てき観点から……」

「倫理的とかそんな口をきくな。おまえの言葉は上うわっ面つらだ。なんの結果も生まないし、それは倫理的であっても正義じゃない。俺は正義のために行動している。舞を助けたいのもそうだし、オリビアだって、ただ救ってやりたいと思ってるからこんなゲームをやっている。そんな俺に、くだらない口のきき方をすんじゃねえぞ」

「でも、私は間違ったことは言って……」

「ああ、間違ったことは言ってないさ。自分を安全圏に置いて正論だけを言ってやがる。そうすることで自分は傷つかずに、周囲の信頼を得られる。一番汚きたない人間だ。そして、傷つくのは周囲の弱い人間なんだよ。おまえは嫌な人間だ」

　福原は真ま理り亜あの胸元に指を突きつけながらまくし立てた。

「ちが……ひどい……胸、指がおっぱいに当たってます……」

「もうこれ以上喋しやべるな。おまえなんかに、俺やオリビアの気持ちなんて理解できない。一生空からっぽの正論を言ってりゃいいんだよ馬ば鹿か女おんなめ」

　福原の言葉に、真理亜が唇を嚙かみ目をつり上げた。

「あ……う、あうう……」

　真理亜は肩かたを震ふるわせると、いきなり大声を上げて泣き始めた。

「……あ、えっと」

『泣かしちゃいましたね。最低です福原さん』

　議論を聞いていたオリビアが冷たく言った。

「ずるいよな、女ってすぐ泣く」

　福ふく原はらは、泣きじゃくる真ま理り亜あから目を逸そらしながらつぶやいた。真理亜は[image: ]こぶしでベンチをガンガン叩きながら泣いている。

『福原さんはひどいことを言ってました。真理亜さんが泣いたのは福原さんのせいです。謝あやまってください』

「……ちょっと言い過ぎちゃった、ごめん」

『ハンカチ持ってます？　真理亜さんに渡してあげてください』

　オリビアに言われ、福原は真理亜にハンカチを渡してやった。

『頭を撫なでて、優しい言葉をかけてあげてください』

「……真理亜ちゃん、今の全部噓うそだった。泣くと美人さんが台無しですよ」

　福原はオリビアに言われるまま、真理亜の頭を撫でてやった。真理亜はぎゅっとハンカチを握にぎりながら嗚お咽えつを漏もらしている。

『女の子を泣かしてすっきりしましたか、福原さん』

　オリビアの声のトーンは低かった。

「いや……」

『私、少しだけ福原さんに幻げん滅めつしました。がっかりです』

「でも、俺は間違ったことは言って……」

『それで、結果的に真理亜さんを泣かしましたよね。今の議論に意味があるとは思えません』

　オリビアの丁てい寧ねいだが強い口く調ちように福原は戸と惑まどった。

「オリビア……じゃあ、どうしろと」

『最初から結論は出てるじゃないですか。取るべき行動はひとつだけです』

「しかし……」

『それしか方法はありません。舞まいちゃんと……聖せい剣けんを交換しましょう』

　オリビアはきっぱりと言った。
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　交換場所は都立公園の自由の天使像だった。

　どんよりと曇くもった空の下、福原たち三人は都立公園へと戻ってきていた。

「……いないな。たぶん二十メートル以内には近づいてこないだろう。真理亜の攻撃範囲の二十メートルには」

『私のほうも、まったく見えません』

　福原は天使像座ざ標ひようのブナの木から十メートルほど離れた場所にいた。今にも降りだしそうな空そら模も様ようのため周囲に人影はなかった。

「ゲームキャラクターが剣を握った瞬間に攻こう撃げき精せい霊れいの所有権が移るんだな……真ま理り亜あ？」

「……はい」

　真理亜は小さくつぶやいた。

「とにかく舞まいの安全が優先だ」

「聖せい剣けんを渡したら逃げてください。攻撃命令が出れば、私はそのゲーム機の電源を切るか破は壊かいするかしなければなりません。その命令に背そむくことはできませんから」

　真理亜はうつむきながら言った。そのとき携帯電話が鳴った。

「……指定の場所に着いたか？」

　設楽したらの声が聞こえた。

「ああ」

「そこに聖剣を置いていってくれ。その後、彼女を解放する」

「交換には応じる。それには舞の安全確認が必要だ。それだけは絶対に譲ゆずれない」

「……いいだろう。まず聖剣を天使像の中に置け」

「わかった」

　福ふく原はらとオリビアは天使像に近づいた。

「……天使像の扉とびらを開けます。……誰だれも入っていません……置きました」

「入れたぞ、設楽」

「武器を置いたか確認したい。池の方向に向かってきて」

　福原は周囲を確認しながら慎しん重ちように池へと向かった。舞を解放せずに設楽が剣を取りに来るのを防がねばならない。天使像のブナの木を背後に確認しながら池へと向かう。

　木こ立だちを抜け池の前に出る。灰色の水面に小さな波は紋もんがいくつもできている。雨が降りだしてきたのだ。ボートに乗ってる客もいない。

　真理亜がぴたりと足を止めた。

「聖剣から二十メートル地点ですので、これ以上私は進めません」

　そのとき、池の向こう岸に人影が見えた。

「福原、すまなかった」

　向こう岸で設楽が携帯電話をかけている。

「設楽、魔ま界かいの女王と契けい約やくしたのに、何故なぜカレンを使って積極的にプレイヤーを狩ろうとしなかった？　全ぜん滅めつさせるとボーナスがあったんだろ」

「……このゲーム、最初は金が目的だった。でも、ちょっと画面の向こうの子も助けてやりたくなったんだ。だから、元から剣を奪うつもりで契約して女王を利用した。この交渉が失敗しても、このエージェントに変なことはしなかったことだけは信じてくれ」

　設楽は連れていた舞の手を放した。舞が福原に視線を向けてから逃げだすのが見えた。

「それでも、俺おれはおまえを許さない」

　福ふく原はらは携帯電話を池に放ほうり投なげた。

「聖せい剣けんを取りに戻ってはどうでしょうか。今なら……」

　真ま理り亜あが背後を振り返った。

「もう遅い。設楽したらと女の子キャラクターは一いつ緒しよの座ざ標ひようで行動してない」

　たぶん設楽のナイトは、設楽のデータフォローがなくても移動できるよう練習していたのだ。すでに、天使像に辿たどり着ついたはずだ。だから設楽は舞を逃がした。

「逃げよう、オリビア」

　オリビアは力なくうなずいた。彼女の希望が断たれた瞬間だった。

「私……こんなとき、なんて言えばいいのかわかりません」

　真理亜は悲しげに福原を見ている。

「言わなくていいよ。これが囚しゆう人じんゲームなんだろ」

　福原は持っていた残りの札束をすべて真理亜に渡した。少しでも追ってこられる可能性を少なくしておきたかった。

「じゃあな真理亜」

　福原はオリビアと共に、その場から逃げだした。







　ぱらぱらと雨が降ってきた。

　福原は池の近くの屋根のついたベンチに立っていた。いつでも逃げられるよう見通しのいい場所に避難していたのだ。すでにあれから一時間以上が過ぎていることから、もう彼らは姫の居場所に移動したことだろう。

　未いまだに案内命令を出されず、オリビアの肩にポツンと座っている妖よう精せいの姿が画面に見えた。

『雨……降ってきましたね』

「わかるのか？　音が聞こえる？」

『いえ、小さなデータがいっぱい降ってきたような気がしましたから』

　無意識に雨のデータも処理してしまったようだった。

『雨を浴びるのは久しぶりです』

　データの雨を浴びたオリビアが画面の向こうで両手を広げていた。

「あと六時間、か」

『そうしたらお別れですね』

「……そうだな」

『でも、よかったです。ゲームオーバーにならないで、こうして一緒に過ごせる時間ができて』

　オリビアはにこりと笑った。

『私は、楽しかったですよ。これで充分です』

「俺おれは、データの雨じゃなくて本当の雨を浴びさせてあげたかった」

『……福ふく原はらさん』

「オリビア……」

　福原は顔を上げた。屋根付きベンチの外に人影があった。雨の降り始めた中、こちらを見ているのは舞まいだった。舞は両手をぎゅっと握って突っ立っている。

「よかった無事で」

　福原は舞の姿を見て安あん堵どした。

「……馬ば鹿か」

「どうした、舞」

「あなたは馬鹿よ。その甘あまさで失敗するって言ったでしょ」

　舞が福原を睨にらんでいる。

「私を無視してゲームを続けるべきだった。くだらない感情のために、ゲームは失敗したのよ」

　舞の肩かたが震ふるえていた。

「中に入れよ。雨が降ってきたから」

　福原は、舞を手招きした。

「おいで、舞」

「……福原」

「舞」

「福原！」

　駆け寄った舞を、福原は受け止めてやった。

「福原の馬鹿」

「泣くなよ馬鹿だな」

「福原……実は怖こわかった」

「そうだよな。怖かったよな」

　福原は胸の中で泣く舞の頭を撫なでてやった。

「……ごめん。私のせいだ。私のせいでオリビアが」

「舞のせいじゃないよ」

「ごめん、オリビア。私なんて無視してよかったのに」

『私、舞さんを捨ててまで助かりたいなんて思いません』

　オリビアははっきりと言った。

「……でも」

『私のためにゲームを手伝ってくれていたじゃないですか。うれしかったです。この一週間は、私の今までの人生の中でも、大切で本物の時間でした。舞さんは私の大事な友達です』

「……でもオリビアは」

　舞まいは福ふく原はらに抱きついたままボロボロと涙を流している。

「大丈夫だよ舞。俺おれが約束するよ。必ず俺が助けるって。タイムリミットがきて、離れることになっても必ずまた見つけるから。ゴミを全部拾って酔っぱらいを排はい除じよして屋おく上じよう緑りよく化かを推すい進しんしたりと、東とう京きようを綺き麗れいにしてから……オリビアを迎えにいく」

『その言葉を聞けただけでも、このゲームをやった甲斐かいがありました』

　オリビアはふふっと笑った。

「もう、どうにもならないの？」

　舞が福原のシャツで涙を拭ふきながら言った。

「さすがに、きついよ」

　それは考えたのだ。しかし、最後のこの移動は確実に長くなるはずだ。半径二メートル以内に敵を近づけずに歩くことは不可能だ。ヒットポイントを削けずられ、オリビア自身も痛みを感じながらゲームオーバーとなる。

　どちらにしろ失敗するのなら、静かに残り時間を過ごさせてあげたかった。

「でも、可能性は……」

「剣がないと駄だ目めと思う。避けながら移動するには、この東京は人が多すぎるよ」

「どこかに剣が落ちてればいいのに」

　舞は力なく福原にもたれかかっている。

「そうだな。余分な剣があればな」

　余分な剣は一本だけ存在したのだ。それは聖せい剣けんだった。しかし、その聖剣は奪うばわれてしまった。

「…………」

　屋根付きベンチの外では激しく雨が降っている。福原はそんな景色を見ながら首を振った。その可能性はまずあり得ない。しかし……

「どうしたの？」

「……いや。なあオリビア。ちょっと外を歩いてみないか。人もいないから」

『はい、いいですよ』

「私、ここで待ってる」

　舞が妙な気を遣つかい、福原に折りたたみ式の傘かさを渡した。

「うん、すぐ戻ってくるからここで待っててくれ」

　福原は傘を広げてから、雨の降る公園に足を踏みだした。パラパラと雨粒が傘を叩く音が聞こえた。

　人気のない公園は、雨で真っ白に見える。濡ぬれた芝しば生ふを歩くと草の匂いがした。

　福原はあのときの記憶を引きだす。場所はどこだっただろうか。出会った場所だ。

『……雨の日って何故なぜかセンチな気分になりますよね』

　オリビアが公園のデータフィールドを歩きながら言った。彼女も降ふり注そそぐデータの破片を受けている。

「きっと自分の体の中に感情が溜たまっちゃうんだろうな」

　福ふく原はらは雨を見て思った。雨粒も人間の感情もこの世界では物質として存在するのだ。空間を乱す雨粒のデータがあるため、雨の日は感情が空間を飛びにくくなる。自己の感情を発散できにくいのだ。

　福原とオリビアは公園から出ると、敷しき地ちのフェンス沿いに歩いた。道路を挟はさんだ向こう側で、カラフルな傘かさを差す人影があったが、こちら側には誰だれもいない。

　雨あま脚あしはさらに激しくなり、折りたたみの小さな傘では防げずに福原のシャツがぐっしょりと濡ぬれていた。

　人間の感情は水に似ているな、と思った。プラスの感情はふわふわとした雲だ。水は水蒸気として空に浮かんでいる。風に漂ただよう軽い気分。

　氷のように残酷で冷たくなるときもある。凍こおりついた鋭えい利りな感情。それは透明感のある綺き麗れいな結晶のときもあり、真っ白に濁にごって歪いびつな形に凍りつくこともある。

　雨はたとえるなら悲しい感情だ。重く落ち込んだ感情を支ささえきれなくなり、水として空間に降り注いでしまった状態。周囲にいる人間をも濡らして感情を伝染させる。

　しかし、激しく降った雨の後ほど、太陽を眩まぶしく感じてしまうのだ。

　福原は都立公園の駐車場に出た。濡れたアスファルトが街がい灯とうの光を反射してキラキラと七色に光って見えた。

　福原は光るアスファルトの上を歩きながらフェンス際ぎわに立つ人影を見つけた。それを見て、体の中でどろどろに淀よどんでいた自分の感情が空間に散っていくのがわかった。

『……あ、綺き麗れい』

　オリビアが声を上げた。福原の処理した雨のデータが光の粒になって降り注ぎ始めていた。

　福原は駐車場のフェンス際に立ち止まり小さく笑った。

「おまえ馬ば鹿かだな。こんなところで何してるんだ」

　目の前に飛鳥あすかが立っていた。

　飛鳥は雨にずぶ濡れになりながら、フェンスに寄より掛かかり立っている。全身を濡らした飛鳥は顔を上げて少しだけ表情を緩ゆるめた。

「あなたと同じように、ゲームを続けていただけ」

「濡れちゃったな」

　福原は濡れた飛鳥の頰ほおに手を添そえた。

「……あなたの手、温かいのね」

「炎ほのおの精せい霊れいのくせに体は冷たいんだな」

「炎の精霊は水が苦手なの」

　飛鳥あすかはポタポタと髪から水滴を垂たらしながらうつむいた。

「炎ほのおの精せい霊れいさんに頼みがあるんだ」

　福ふく原はらは飛鳥の頰に手を添そえたまま言った。

「勝手な話なんだ、でも、よかったら……」

「ん？」

　飛鳥は小首を傾かしげて福原と視線を合わせた。

「もう一回、俺おれと旅を続けてほしい」

「……うん、わかった」

　飛鳥は微笑ほほえんだ。




　　　　　　　＊




　未いまだに雨の降り続く中、福原たちは都立公園の駅前にいた。閑かん散さんとした屋根付きのバス停で待たい機きしながら雨を見詰めた。現実的に考えると、雨はデータ処理におけるノイズだった。福原のセンサーを乱すデータ。さらに人々の持つ傘かさすらも、オリビアにとって有害なデータとなる。

「買ってきたわよ」

　バス停に舞まいが駆け込んできた。

「スイカを四枚。全部上限まで入れておいたから大丈夫だと思う」

　舞が福原に電子カードを渡した。スイカとは電車やバスで使用するＩＣチップ入りの電子カードのことだ。

「ほら、持ってて。スイカくらい使ったことあるよな」

　福原は、ベンチに座っている飛鳥にカードを二枚渡した。飛鳥はタオルで丁てい寧ねいに髪をぬぐっている。

「使ったこと、ない。電車にあまり乗らないから」

「改札口を通るときにパネルにタッチするだけだからシンプルだよ。読み取り範囲は約十センチ程度。だから触れなくても読み取れる。前はもっと感度がよかったんだ。でも、改札の近くを通っただけでセンサーに反応させて金を奪うばう気だ、とか噂うわさが流れて、ＪＲが感度を低くしたらしい。ちなみに、タッチするときはしっかり一枚一枚やること。定期入れみたいのに、まとめて入れてやると、全てのカードが反応したりとするから気をつけて」

「これは使ってみる？」

　舞が袋から取りだしたのはトランシーバーだった。マイクとイヤホン付きで、フリーハンドでやりとりできるように改造してあった。移動の際に使おうと舞が都立公園のロッカーに入れておいた物だった。

「そうだな。トランシーバーのほうがいいか。携帯電話は車内で使いにくいしな」

　福ふく原はらと飛鳥あすかはトランシーバーをセットしテストしてみることにした。

「聞こえる？」

　口元の小さなマイクに言った。

「……うん、聞こえる」

　少し離れた場所に立った飛鳥がうなずいた。

　今回の移動はコンビネーションが重要だった。姫の居場所を知っているのは妖よう精せいだけだ。移動は確実に電車を使うことになるだろう。

　なので、移動の際、飛鳥の協力が必要だった。飛鳥がゲーム機を持ち、妖精を追いつつオリビアと速度を合わせて進む。その少し後ろから福原がついていき、飛鳥周囲のデータの管理をする。

　自分の周囲のデータ管理よりも、少し離れた目標の周囲のデータ管理のほうが楽なのだ。しっかりと全体を目もく視しできるからだ。

　そのためには、トランシーバーでお互いの動きをフォローする必要もある。妖精がどのようなイレギュラーな動きをするかわからないからだ。

　すでに時刻は七時を回っている。姫の居場所が判明してから六時間以上が経過しているのだ。ふと思った。先に姫の居場所を目指したペアは果たしてどうなっただろうか。囚とらわれの姫がどうなったかわからないが、彼らには福原たちよりもアドバンテージがある。

　それはタイムリミットもそうだが、何より有利な点は昼の時間に移動できたということだ。昼の電車は人が少ない。

　そして設楽したら。設楽のスタートは遅かったが、奴は聖せい剣けんを持っている。あの圧倒的な武力は敵のデータをものともしない。

　要するに、福原たちが一番不利な状況でスタートをせざるを得なかった。しかし、それでもゴールに手が届く状況になったのだ。ついさっきまでの、真っ黒な絶望ではなかった。

「そろそろ行こうか」

　移動にそれほどの時間がかかるとは思わなかったが、それでもこれ以上スタートを遅らせるのは避けたかった。

「それ、着替えていけば？　脱ぬいでも大した罰ばつ則そくはないでしょ。風邪かぜ引くわよ」

　飛鳥の髪をブラシで整えていた舞まいが、飛鳥の濡ぬれたワンピースを触った。

「白いシャツぐらいしか用意できなかったけど」

「……うん」

　飛鳥はちらっと福原を見た。

「できればそのままがいい。データ処理の目標点とするには地味な色はきつい」

「わかった」

　飛鳥はうなずいた。人ひと込ごみの中、赤いカラーは目立ち、飛鳥を見失うことを避さけられる。また、飛鳥あすかは赤いカラーが似合っているとも思った。

「よし行こう。妖よう精せいに姫の元まで案内するように言って」

『はい』

　オリビアが立ちあがった。

「私はここまでにするね。またあんなことになったら困るし」

　舞まいが寂さびしげに視線を向けた。

「舞がいなかったら、とっくにゲームは失敗していたよ」

『ありがとうございました、舞さん。今度は……画面の外で会いましょう』

「気をつけてね」

「部屋で待ってな。姫を抱きかかえて持っていくから」

『妖精が飛び立ちました。向こうに飛んでいってます』

　オリビアが指さした方向は、やはり駅の改札口だった。

　福ふく原はらはうなずき、飛鳥と共に駅に向かった。

「がんばってね」

　舞は小さく手を振り三人を見送った。







「……階段を上る」

　イヤホンから飛鳥の声が聞こえた。

　福原は飛鳥から五メートルの距離を取って歩いていた。飛鳥とオリビアの座ざ標ひようはほぼ重なっている。その周囲五メートルのデータ管理を行いつつ移動する。

　五メートルという距離は、オリビアが周囲の障しよう害がい物ぶつや敵を確認して対応でき、なおかつ福原の負担になりすぎないぎりぎりの距離設定だった。

　飛鳥はゆっくりと階段を上がっていく。この駅は高こう架かになっているので、ホームに出るには階段を上る必要がある。周囲に人はまだいない。

　ホームに出ると、上のぼり電車を待つ乗客がパラパラといた。

「四番線かな……下くだり電車ね」

　飛鳥がちらっと福原を振り返った。

「ホームの端はしのほうへ行こう。電車を待つ客は今のうちに斬きる」

　飛鳥は福原の指示どおりにホームを移動すると、並んでいる乗客に慎しん重ちように近づく。

「全部斬った」

　福原は一息ついた。基本的に動かない人間は斬りやすい。ゆっくりと三メートル近づけばいいだけなのだ。オリビアがダメージを受ける距離は二メートル以内。相手が動くと、二メートルのダメージ圏内に入られる危険が出てくる。

　ホームに電車を知らせるメロディーが流れる。四番線に電車が来るようだ。

「……妖よう精せいが指さしてるって、彼女が言ってる」

「この電車に乗れってことだな。俺おれは別のドアから入って、電車内のデータを先に処理する。オリビアは、まずドアの開く前に壁越しに座っている乗客を斬きる、そして降車の客を斬る。その後に乗って。ただし、あまり時間をかけるとドアが閉まる。ＪＲは冷酷に人をドアに挟はさんだりするから気をつけて」

　福ふく原はらは空間にチェス盤ばんのようにマス目を引くイメージを作った。繊せん細さいに情報処理をしないと、オリビアサイドに距離のズレができてしまうのだ。

　ホームに電車が走り込んできた。

「……止まった、斬って」

　電車が停車したのを見て指示を出した。飛鳥は電車との距離を詰めた。

　ガタンとドアが開いた。福原はホームのデータ管理をしつつ車内に入る。降車する客が、福原と肩かたがぶつかり迷惑そうな視線を向けてきた。

　車内の座席はほぼうまっており、立っている乗客も多少いた。

　ひとつ向こうのドアから飛鳥あすかが車内に入ってくる。飛鳥はゲーム機に指示を出しながら、向かいのドアのそばに陣じん取どる。

「……少しダメージを受けた」

　飛鳥はマイクに言いながら、ちらりと福原を見た。

　福原はぐったりとドアに凭もたれ掛かかりながら呼吸を整える。すでに心臓が強烈な勢いで鼓こ動どうしていた。

　電車が走りだし、福原は少しだけ緊張を緩ゆるめた。車しや窓そうを見ると、未いまだに激しく降る雨が水滴をつけている。向かいのドアの前では、若い男女がベタベタと抱き合っており、どこでなんのご飯を食べるのかを囁ささやき合あっていた。

「妖精がドア方向を指さしてるって。降りるのかな」

「……早いな」

　次の駅は複数の路線が交まじわるターミナル駅だ。郊外方面へ乗り換えか、それとも電車移動はこれで終わりか。だとしたら、福原とオリビアにとって少しだけ楽になる。

　電車が停車し、再び福原は情報管理をしてオリビアのフォローをする。飛鳥はオリビアを誘ゆう導どうしながら降りる。飛鳥がゲーム機を見ながら顔をしかめたのがわかった。乗客を斬る作業をミスしたようだ。

　電車が発車するまで待ってから、飛鳥はホームを移動し始める。ホームを歩く人波を避けながらゆっくりと進んでいる。そんな動作とあいまって真っ赤なワンピース姿の飛鳥は周囲から奇き異いの視線を向けられていた。それでも、飛鳥はオリビアの誘導だけに集中してホームを進む。

　飛鳥は福原に視線を向けてから階段を下りていく。乗り換えをするようだ。

　福ふく原はらは飛鳥あすかの背後に回り込み、階段の段差と人間のデータ処理を行う。段差の処理は強烈に疲れる。人間データの動きも三次元的な処理を行わねばならないのだ。

　福原は手すりを握りながら一段一段下りていく。すでに足ががくがくとしている。腰がじんじんと痺しびれはじめた。

　階段を下りた飛鳥は、地下道の壁かべぎりぎりを歩いていく。続いて階段を下りた福原だが、口に生なま暖あたたかいものを感じ、手で触れてみると血がついていた。いつの間にか鼻血が流れていたのだ。白いシャツの胸むな元もとが真っ赤になっていた。

　福原は飛鳥を追いながら、脇わきに設置されていたラックからアルバイト情報誌のフリーペーパーを取り乱暴に鼻をぬぐった。真っ赤に濡ぬれたページには、ファミリーレストランのアルバイトの募集がされていた。曜日、時刻は応相談。高校生は時給９５０円～。

　地下道を歩き、なんてゴミが多いのだと思った。転ころがる空き缶に読み捨てられた新聞や雑誌。すべて有害なデータだった。空き缶をしっかりとゴミ箱に捨ててくれれば、どれだけ福原とオリビアは楽に移動できることか。

　前方を歩く飛鳥が階段方向を指さしているのが見えた。上るようだ。

「普通の速度で上っていい。ゆっくり行くと背後から敵データに接近される」

　福原はそう言い、再び階段データの処理を全力で行った。上る人間と下る人間が階段で交差し、データが複雑化していた。もっと整然とデータを流して欲しかった。何故なぜ、こんなにも人間は無む秩ちつ序じよに動くのか。

　先に階段を上りきった飛鳥が、ふらふらと階段を上ってくる福原を振り返っている。早く上って、ホームのデータ処理をしろと要求しているのがわかった。

　福原が急いで階段を上ろうとすると、走り下りてきた男性と肩かたがぶつかりよろけた。

「あっ……」

　ぐらりと視界が揺れ、福原はどすんと階段に倒れ込んだ。必死に手すりにつかまり転落だけは免まぬかれる。ぶつかった男性は「気をつけろ」と、舌打ちをしてから走り去っていった。

　福原は顔を上げてはっとする。飛鳥が顔を歪ゆがめているのが見えた。今のショックで、データ処理が大きくぶれてしまったのだ。

　福原は急いで立ちあがり、吐はき気けをこらえながら必死でデータの修正を行った。階段の座ざ標ひようと人間データの動きのピントを合わせる。そのまま階段を駆け上がり、ホームを歩く人間の処理もした。

　ホームに立つ飛鳥が、ゲーム機を指さしながら困こん惑わくした表情をしていた。福原のデータ処理を批判している。

「……すまない」

「ホームの端はしに行く？」

　ノイズの混まじった飛鳥の声が聞こえる。夕方のホームには会社や学校帰りの人々が沢たく山さんいた。

「無理だ。その辺のできるだけ人のいない場所で」

　福ふく原はらはふらふらと人波を避けて歩き、売店の前で待たい機きした。飛鳥は人の動きのないスポットに立ち止まり小さくうなずいた。周囲の敵データは破は壊かいできたようだ。

　足下にポタポタと血の滴しずくが垂れた。鼻血が止まらない。福原は靴の底で血の滴を擦こすった。

　福原は上を向きながら思った。自分はなんなんだろう、と。この東とう京きようで何をしているのか。東京で活動する人間データから外れている自分自身。東京というデータの迷めい宮きゆうをひとり歩いている感覚。強烈な孤独を感じた。

　そんな思考を頭を振って払いのけた。くだらない思考はデータを乱す。

　福原は売店でタブロイドの夕刊紙と一緒に栄養ドリンクを買い一気に飲み干した。どろっとした液体が、パリパリに乾いた喉のどを流れていく。まったく味はしなかった。

　夕刊紙を持ち鼻血で汚よごれた胸むな元もとを隠かくす。少しでも不自然さを周囲に気づかれたくなかった。怖こわいのはデータのイレギュラーな動きなのだ。人間の動きは無む秩ちつ序じよとはいえ、やはりある程度の流れと規則性がある。それを乱してはならない。会社帰りのサラリーマンも、これから遊びに行く女の子も、すべて数式で表現できるはずだ。

　福原は夕刊紙を握にぎりしめたまま、体を硬こう直ちよくさせて突っ立ていた。以前、福原はこのような移動を長距離走にたとえたことを思いだした。ノンストップで続けるデータ処理の作業。

　しかし、今回は明らかに種目が違う。これは短距離走だった。始めからダッシュしていた。そして、そのスピードを保ったまま長距離走をしなければならない。それもゴールのわからない暗くら闇やみがコースだった。

　この東京のデータは、オリビアにとって有害だったが、それは福原にも同じことが言えた。座ざ標ひようにさまようデータのすべてを処理する作業は、福原自身のシステムのキャパシティーを大きく越えている。できるだけ細かいデータは無視するよう処理していたが、今ではデータは強ごう引いんに福原の頭の中に侵入してきた。頭にデータを乱暴にねじ込まれていた。

　周囲の人々も、本来は空間にさまようデータのひとつひとつを解かい析せきしながら活動しなければならないはずだ。しかし、彼らは自然にこの空間で活動している。それはデータを無視できるからだ。関係あるデータだけ利用し、その他のデータはすべて無視している。その無視するという行為は、神が与えてくれた最高の行動ではないか？

　ホームに電車が入ってくる警けい告こく音おんが鳴った。

　福原は飛鳥あすかがホームのそっちサイドを指さしているのを見て愕がく然ぜんとした。上のぼり方面の電車。また元の駅の方向に戻るということだった。

　ただの移動ではなかった。これはプレイヤーに与えられた最後の試練だった。データの氾はん濫らんする東京を無駄に移動させようとしている。

　福原と飛鳥は再び電車に乗り移動をした。乗のり継つぎを繰り返し、妙に遠回りをしながら、現在の路線は地下鉄だった。

　福ふく原はらは東とう京きようメトロの真っ暗な車窓を見ながら嫌な予感で窒ちつ息そくしそうになっていた。徐じよ々じよにあの場所へと向かっている。

　ラッシュアワーのこの時間帯、あそこは危険だった。一日の乗降客が世界一の大ターミナル。

「新しん宿じゆくはまずい……」

　福原は朦もう朧ろうとした意識の中つぶやいた。ひとつ向こうのドアの前に立つ飛鳥あすかがちらりと見えた。飛鳥がゲーム機を覗のぞきこみながら何かを囁ささやいているのが見えた。その表情はとても険けわしかった。オリビアの状態も抜き差しならないところまできているようだった。

　電車が駅を通過するたびに車内が混雑してくる。ドアが開くたびに、オリビアがやたらめったら剣を振り回しているだろうことがわかった。すでに、福原は車内の乗客データを処理しきれていなかった。

　そんな中、イヤホンから飛鳥の声が聞こえた。

「……次、降りるみたい」

　次の停車駅は新宿だった。福原は、ただ吐はき気けをこらえてその声を聞いた。

　停車のアナウンスが流れ、飛鳥と福原は乗客に押しだされるようにホームに出る。

　視界がチカチカとした。せめてオリビアが歩けるよう、フィールドのデータだけはなんとか処理する。人間データはどうなったかわからない。オリビアには歪いびつにひしゃげたデータの集合体が見えているに違いない。

　地下鉄からの階段を上がり地下道に出たところで、飛鳥が振り向き両手を広げた。

「もっと──しっかりして」

　トランシーバー越しでなく、飛鳥は直接福原に言った。その表情は、もうオリビアを見ていられないといった感じだった。

「騒ぐな。わかってる。わかって……うっ」

　福原は地下道の壁かべに凭もたれ掛かかり胃液を吐いた。そんな福原に、周囲の人々が迷惑そうな視線を向けながら距離を取った。冷たいデータの流れが福原の周囲を迂う回かいして流れていく。

『……私、大丈夫ですから』

　オリビアの擦かすれる声がゲーム機越しに聞こえた。

『データは見えてます。問題ないですよ』

「……早く行こう。妖よう精せいが飛んでいっちゃうから」

　福原は吐いた場所に新聞を置きながら飛鳥に言った。

　飛鳥は小さく首を振って、再び歩きだした。

　地下道を歩き始めると、福原のデータ処理作業は軋きしみをあげながらも復ふつ旧きゆうした。人の流れができているのだ。同じ方向に歩くことで、データが邪じや魔まにならずにすんだ。やはりデータは水に似ている。大量の水の一いつ滴てき一滴は処理できないが、流れに乗ることはできる。

　東京をさまように人間たちは、東京という川を流れる水の一滴一滴なのだ。学校や会社という高低差を利用して流れる人間たちのデータ。彼らには意い思しはない。ただ、東とう京きようの枠わくの中で流されているのだ。

　そんなとき、いきなり飛鳥あすかが立ち止まった。

「彼女が倒れた」

　飛鳥がこちらを振り向き首を振った。

「ヒットポイント？」

「違う。痛みで意識を失いかけてる」

「立たち花ばなしゃがめ──コンタクトを落とした振りをしろ」

　福ふく原はらは少し距離を置いて立ち止まる。背後から歩いてくる人間の流れをここで逸そらさらければいけなかった。

　飛鳥はゲーム機を抱かかえたまま、しゃがみ込み指で周辺を探さがす仕し草ぐさをした。そんな飛鳥の仕草で、周辺の人々のデータを遠ざけることに成功する。

「もう少し地じ味みに、一いつ緒しよに探す奴が出てこない程度に……オリビアはもう立てる？」

「立てるとは言ってるけど……」

「よし立とう。これ以上侵入を防ぐのは無理だ。もう少しやり過ごして……カウントゼロで立つ。３……２……１……立って」

　飛鳥がすっくと立ちあがった。オリビアは立てただろうか。福原は自分の不ふ甲斐がいなさを呪のろった。もう少し上手うまくデータ管理ができていれば……。

　飛鳥はちらりと福原を見てから歩き始めた。その視線にはもう諦あきらめの色が浮かんでいた。

　福原はそれでもデータ処理を続けた。もう少しだけ綺き麗れいにデータを送ってやろうと思った。少しでもオリビアの負担を減へらしたかった。

　福原は最後の力を振ふり絞しぼってデータ処理を行った。頭が強烈に痛んだ。体がデータ処理を拒絶していた。有害な東京のデータに汚お染せんされている自分を感じた。濁にごった東京の海で溺おぼれているような、不快で息苦しい感覚。

「……どうした？」

　地下道の分ぶん岐き点てんで飛鳥が立ち止まっていた。

「妖よう精せいは？」

　福原は歪ゆがむ視界の中、ふらふらと飛鳥に近づいた。

「あっちに飛んでいったみたい」

　飛鳥は左手の連絡口を指さした。

「少し休みたいって？　でも、あまり休むと……」

　曲がり角のロッカーの前で、人の流れのデットスペースにはなっている。しかし、あまり休んでいると妖精を見失ってしまう。それでも、福原は壁かべに凭もたれて息を整える。

「彼女が……あなたの声を聞きたいって言ってた」

「オリビアが？」

「うん。最後に声をって」

　飛鳥あすかは目を閉じて言った。

「……もう、駄だ目めなのか」

　福ふく原はらは視線を逸そらしながら言った。ゲーム機を見ることができなかった。

「ヒットポイントのマークはもう真っ白。いつゲームオーバーになってもおかしくない。そして、彼女自身ももう……。彼女は言わないけど、痛みはヒットポイントの減り具合と比例している。だから、序じよ盤ばんに感じた痛みなんかの比じゃない」

『……それは大丈夫なんです』

　オリビアの弱々しい声が聞こえた。

『でも……データが痛いです。こっちに送られてくるデータが……すごく歪ゆがんで尖とがって見えて、すごく痛々しく感じて、福原さんが壊こわれそうで……』

　福原は、オリビアが自分のことを心配していることに気づいた。不完全に処理されたデータを見て福原のぎりぎりの状態を悟さとったのだ。

　そんなオリビアの心情を察さつして、福原は惨みじめな気持ちになった。窮きゆう地ちに陥おちいっている女の子に心配をさせる自分自身の能力のなさを恥じた。

「もっとしっかりと処理を……」

『いえ、私自身の問題です。ここまで来られただけでも、上手うまくいったと思います』

「待ってくれ、できるんだ」

「もうやめて。これ以上やると、あなた自身が暴ぼう発はつする。データ処理の限界を超えて精神が暴発しちゃうのよ」

　飛鳥が首を振っている。

「大丈夫なんだ、もっとしっかりとデータのコントロールを……」

　福原は歯を食いしばり、必死で周囲の情報を取り込んだ。しかし、その瞬間、頭を殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを受けて視界がぐらりと揺れ、そのまま福原は壁かべ際ぎわに座り込むように倒れた。

「……あ」

　朦もう朧ろうとする意識の中、福原はオリビアを見た。

　オリビアの姿があった。持っている剣を杖つえ代がわりにしてぎりぎり立っている状態。足は痙けい攣れんし、凍こごえるかのように歯をカタカタと鳴らしていた。

　彼女は真っ暗な場所にいた。その周囲を歪いびつな形の物体が蠢うごめいているようなそんな景色。

　福原は愕がく然ぜんとその光景を眺ながめた。これは福原自身が処理したデータだとわかった。暗いフィールドに乱雑で不ふ明めい瞭りようなデータ。こんな不完全なデータを送っていたのだ。

「ごめん、オリビア」

　福原は自分の能力のなさを呪のろった。この程度の能力で他人を助けようと考えていたこと。そして、その彼女はそれをひとことも言わずに堪たえ忍しのんでいたこと。そのことに気づかなかったことも。

　福ふく原はらはぎゅっと目を閉じ情報処理を終えた。ＲＰＧは姫を助けることを果たすことなくゲームオーバーとなったのだ。

　何が助けたいだ、と、そう思った。データすら満足に処理できずに、他人を助けたいなどおこがましい考えだった。こんなちっぽけな能力で人を助けたいなど……

　ゲームの終了。もう自分の目的は達成されることはないだろうと思った。助けたい人間を助けることすらできない。もう姉に会うことはないだろう。そんな能力は持ってなかったのだ。ただ、罪悪感から助けようと努力する自分を演じていただけなのだ。ただの自己満足の思考。

「……もうやめちまえ」

　降下する感覚があった。真っ暗な奈な落らくの底に落ちていく感覚。福原は落下しながら絶ぜつ叫きようした。

　衝しよう撃げきを感じて、はっと目を開けると、福原は新宿の雑ざつ踏とうの中に座っていた。クリアーな風景。雑然とした灰色の日常空間だった。

　しかし、その中にひとつだけ違い和わ感かんがあった。鎧よろい姿すがたの女の子が啞あ然ぜんとした様よう子すで立っている。そして、オリビアはこちらを見て瞳ひとみを瞬まばたいた。

『……福原さん？』

　オリビアが剣を引きずりながら近寄ってきた。

『大丈夫ですか』

　オリビアは、床にへたり込む福原の手を取った。日常の空間にオリビアが出てきてしまったようだった。

「オリビア……なんでここに」

　福原はオリビアの手を取って立ちあがった。

『福原さん』

　凭もたれ掛かかってくるオリビアの体を、福原は新しん宿じゆく駅えきの雑踏の中で強く抱きしめた。柔らかな体の弾力と体温を感じた。

　しかし、その体は緊きん張ちようしたように強こわ張ばっていた。違和感に気づいて福原は目を開けた。ここで福原は自分が目を閉じていたことに気づいた。

「…………」

　砂嵐のように乱れた映像の中に、飛鳥あすかの顔が映った。福原はオリビアでなく飛鳥を抱きしめていたのだ。飛鳥の表情はとても悲しげだった。

「もうやめて」

「続行する」

　福原は言った。

「これ以上は無理だから。これ以上続けても、ふたりとも苦しむだけ……」
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『……ここ、新しん宿じゆくですね』

　オリビアの声が聞こえた。

「見えるの？」

　飛鳥あすかが驚きゲーム機を見た。

『はい、綺き麗れいに見えますよ。遠くの景色まで綺麗に見えます』

　福ふく原はらは飛鳥に凭もたれ掛かかりながら再び目を閉じた。現実の空間はノイズが多すぎて福原に凭れた。目を閉じると、視界にクリアーな新宿の風景が見えた。

　データ管理は目で見る必要はなかったのだ。周囲に漂ただようデータを受信すればいいだけなのだ。

「立たち花ばな、行こう」

「でも……妖よう精せいは？」

『見失ってしまいましたけど……』

「なんとなく飛んでいった方向はわかる。追える」

　福原は、はっきりと言った。

「でも……」

『大丈夫です。私も行けます』

　困惑する飛鳥の言葉を遮さえぎるようにオリビアが言った。

　福原には新宿構内の細部まではっきりと確認できた。オリビアの姿は見えなくなっていたが、すべては鮮明だった。ただし人間は真っ黒な影のように見えた。それは何故なぜだかわからない。

　福ふく原はらはふらふらと歩き始める。しかし、体が思うように動かなかった。クリアに処理されたデータの新しん宿じゆくとは裏うら腹はらに体は鉛なまりのように重くなっている。

　この感覚は、別の世界にいる違い和わ感かんだった。データの仮か想そう空くう間かんでひとり立っている感覚。周囲の真っ黒な人間たちは、福原に視線を向けることなく歩いている。この場所はどこなのだろうと、福原は思った。

　そんな福原の手が握にぎられた。

「大丈夫？」

　福原の手を握った飛鳥あすかは、キラキラと眩まぶしく再現されていた。髪の毛の一本一本まではっきりと処理され福原の目に映うつっていた。

　繫つないだ手から飛鳥の鼓こ動どうと共に感情データの振しん動が伝わってきた。それは不安定に乱れた数式だった。不安や憂ゆう慮りよの感情が波打ち、彼女自身のデータをも乱していた。

　しかし、その乱れが綺麗だと思った。無駄のない完かん璧ぺきな数式ではなく、揺らめき乱れる彼女は波打つ海のように形を変え、命の息い吹ぶきを感じさせる美しさがあった。

　福原は飛鳥の手を握り返した。彼女の手は冷たい東とう京きようのデータの中でとても温かく感じた。

「……綺き麗れいね。あなたの作った世界」

「見える？」

「うん、ちょっとだけ」

　握った手を通じて飛鳥にもフィールドデータが見えているのかもしれない。

「……でも、少し冷たい」

　飛鳥はつぶやいた。

「早く連絡口から出ないと」

　福原は飛鳥の手を握りながら、妖よう精せいの飛んでいった方向を見た。

「ええ。手、離さないで」

　飛鳥は福原の手を取って歩きだす。

　鮮明なデータを送られたオリビアは、再び力を取り戻したようで、敵データを斬きりながら構内を進んでいく。オリビアが斬るには真っ黒に処理された人間データのほうがよかった。細かく人間まで再現されていたら、オリビアは破は壊かいにためらってしまっただろう。

　福原は飛鳥に手を引かれながら構内を歩く。右手には地下ロータリー。左手にはＪＲの改札口がある。

「左だ。改札口をくぐる。ＪＲで移動することになる」

「人が多すぎるの」

　飛鳥が困こん惑わくしている。改札口の周辺は人でごった返している。混こん沌とんとするデータ。ランダムに動き回る人間データ。

　しかし、福ふく原はらはそのデータは法則性のある規則正しいデータに見えた。

「大丈夫。データの動きはわかる。俺おれが誘ゆう導どうする」

　福原はオリビアに直接データの動きの法則データを送った。敵の流れと、今後どう動くかの予測。そして、オリビア自身の位置取りなど。

　オリビアは福原の思考をデータとして受け取り行動した。莫ばく大だいな有害データを次々に排はい除じよしていく。

　福原と飛鳥あすかは改札をくぐり抜けスムーズに進んだ。気づくと飛鳥は、ただ福原とオリビアの動きについていく形となっていた。

『……妖よう精せいが見えました。追いついたようですね』

「慎しん重ちように行こう。体は大丈夫？」

『はい。すごい楽になってます。なんかなつかしくて、痛みも疲れも消えちゃいました。ああ、こんなに街はキラキラとしていたんだなって気づきました』

　オリビアは現実では汚よごれているはずの新宿駅のデータを見ながら言った。

『私、普通の生活していたときは気づきませんでした。でも、こうしてみると、この街はとても輝いて綺き麗れいで暖かい場所だったなって思いました』

　真っ暗な場所に行かないと、日常の明るさはわからないのだ。

「妖精は……あと二十メートルほど進んでホームへの階段を上るはず」

　福原はあふれかえる人波を避けるように歩き、飛鳥の手を引っ張った。人間の動きはすべて予測できた。一見ランダムな動きは、すべて法則があった。未来の動きが手に取るようにわかった。福原の目には未来が見えていた。そんな高次元のセカンドサイト能力。福原はこの時点で、ゲームの成功を確信した。これだけの能力があれば……人間の未来すら……

　──見えているのは未来ではなく、今ですよ。

　声がした。パルスの声だった。

　しかし、福原には完全に人の動きが見えている。少し先の未来だった。今、ではない。そんな福原の思考に、笑ったかのような振しん動どうがあった。

　人間たちがいる物質の世界は過去なのです。そして、あなたが見ている景色は今です。例えば、あなたはいつもコーヒーを飲んでいますね。そのときあなたは、缶を手に取り、まずコーヒーを飲む自分自身を思い描きます。

　その思い描く、その世界が今なのです。そして、それが動作として再現される物質の世界は、すべて過去のものなのです。

　そして目に見える未来の動きは、すべて数式が見えているにすぎません。放り投げた石がどこに落ちるか数式で表現できるように。投げた力、角度、方向によってどのような放物線を描きどこに落ちるか予測できます。そんなシンプルな数式です。人間たちの動きは放り投げた石のように、とてもシンプルな動きで表現されているのですよ。

　しょせんデータの切きれ端はしです…………。

　福ふく原はらは少しだけ寒さを感じた。何故なぜかわからなかった。

　人ひと込ごみのデータの流れを避けながら福原たちは進んでいく。人間たちはただのデータだった。意い思しを持っていないことに気づいた。彼らにあるのは行動データだけだった。どのように動くか。学校に行って帰り際ぎわにゲームセンターによる。会社に行き、飲み屋で時間を潰つぶしてから帰宅する。そんな行動が人間だった。人間が行動するのではなく、行動の表現が人間なのだ。宇宙の中では、放物線を描いて地面に落ちた石と人間は同じデータにすぎないのだ。

　ただし、人間が無機物と違う点がひとつだけあります。

　それはデータを発信できることです。あなたが今見ている景色は、彼らの発信するデータを再現しているのですよ。彼らが見た景色や、記憶からデータを発信しています。そして、私がそのデータを拾っているのです。あなたの体の中にある海にデータを取り込んでいるのです。小さな宇宙を再現しているようなものです。

　人間自身が黒くシンプルな形で表現されているのは、人間は他の人間をほとんど見ていないからでしょうか。お互い関連のない孤立したデータということでしょう。

　福原は周囲を漂ただよう真っ黒な人間データを見た。データを取り込み発信しているだけの活動。宇宙という座ざ標ひようを作るために活動しているだけのデータなのだ。

　新しん宿じゆく構内の景色はさらに鮮明になっていく。しかし、福原はさらに寒さを感じた。

「どうしたの？」

　異い変へんを察さつ知ちした飛鳥あすかが聞いた。

「いや問題ない。データは完全に管理している」

「データのことじゃないわ」

　飛鳥は完かん璧ぺきすぎるデータに、福原を心配しているようだった。

「俺おれは大丈夫。すべて上手うまくいってる」

「でも……」

「手だけ握っててくれればいいから」

　福原は飛鳥の手を引きながらプラットホームへの階段を上った。階段を下りてくる人間が福原にはただの数式として処理されていた。この先どう動くか。どのようなルートを通り階段を下りていくかを表現した数式。そんなただの数字にすぎなかった。

　福原はずっと感じている寒さの意味を知った。その寒さは宇宙の寒さだった。

　宇宙とは死や無の象徴だった。

　もともと人間のすぐ背後には、死や無である宇宙がある。しかし、それを人間は直接感じることはできない。いや、直視しないようにしているのだ。自分の周囲がすべて暗黒である現実を見ないようにしている。

　しかし、福原が今目にしているのは、真っ黒な宇宙そのものだった。暗黒の座ざ標ひよう面めんを漂ただようちっぽけなデータである自分自身。死の恐怖や無の寒さに、自身を無む防ぼう備びに晒さらしてしまっていたのだ。

　だからこそ、人間は自らの感覚を鈍くして自身の精神を守っていたのだ。

　福ふく原はらは思った。この能力は自らを滅ほろぼす呪のろわれたものではないのか？

　ホームに電車が入ってきた。人間のデータを吐はきだし運んでいくその容器もデータだった。整列して待っている人間データが、電車の中でどのような行動を取るかまで予測できた。その行動は、転ころがる石のようにシンプルなものだった。

　──あなたの能力は素す晴ばらしいものですよ。

　周囲のデータの屑くずとは違います。あなたは宇宙そのものとなれるのですから。

　福原は周囲のデータに押されるように電車の中に入った。寒さに体の力が抜けていく。全身が麻ま痺ひしたような感覚があった。

「……あっ」

　飛鳥あすかの声が聞こえた。ラッシュアワーの人波に押され、福原は飛鳥の手を放してしまったのだ。福原は、棒ぼう立だちのまま混雑した電車の奥に押し込まれる。飛鳥の赤い色は混こん濁だくしたデータの中に消えてしまった。

　大丈夫ですよ。少々離れていてもデータ処理は完璧です。いえ、距離は関係ないのです。

　福原はすし詰めになった車内でひとり凍こごえていた。

　福原はパルスの声を聞きながら思った。この電車の行き先が決まっているように、彼女は福原の破は滅めつを知っているのではないだろうか。福原自身もシンプルな数式で表現されているに違いない。自分も所しよ詮せん宇宙のデータのひとつにすぎないのだから。

　あなたの未来はわかりません。乱数が多すぎるからです。あなたの未来には沢たく山さんの複雑な数式が絡からまっています。

　しかし、少しだけ周囲の未来を予測してさしあげましょう。ほんの十年後です。ひとりひとりの人間の十年後は乱数により予測が困難ですが、社会の十年後の予測は逆に簡単にできるのです。細かい乱数を無視できるからです。社会もひとつの活動体として、シンプルな数式で表現されているのですよ……

　福原は十年後の社会のデータを見た。それは血と混こん沌とんにまみれた未来だった。

　十年後にはパルス能力者の存在が社会的に明らかになっています。そして、それが生みだしたものは対立です。

　そのころパルス能力者は社会に身を隠かくしつつ、お互いの連携を深めています。旧人類はそんな能力者の排はい除じよに動きます。二十一世紀の魔ま女じよ狩がりが始まったのです。

　旧人類対新人類の戦いは血で血を洗う凄せい惨さんなものとなります。

　どちらが勝利するかはわかりません。言えることは、この戦争の終結が新時代の開幕となるのでしょう。

　あなたはその戦争の乱数です。あなたの行動によって未来は大きく変わるでしょう。

　いいえ、私はあなたにどちらにつけとは強制しません。旧人類サイドについて能力者と戦うのもいいでしょう。また、能力者を率ひきいて旧人類を抹まつ殺さつするのもいいでしょう。

　どちらにしても、私はあなたの味方です。いえ、私はあなたのものです。そして、孤独なあなたの心を癒いやせるのは私だけです。

　──ですから、こちらに来てください。凍こごえる必要はありません。

　気づくと福ふく原はらの周囲は暗黒だった。死と無の宇宙。そんな暗くら闇やみに身を晒さらして、福原は強烈な寒さと孤独を感じた。

　──こちらへ。

　寒さも恐怖もありません。そして、あなたを今苦しめているすべての感情から守ってさしあげます。苦しみも悲しみも何も感じずに……この世界の神に……。

　暗闇の中、手を差し伸べる人影が見えた。それはキラキラと光って微笑ほほえんでいる。寒さに震ふるえていた福原は、そんな光に引き寄せられた。

　そうだ。くだらない感情などなければ、苦しむこともないのだ…………。

　光に引き寄せられていた福原は、突とつ如じよ手を握られた。それは背後にいた歪いびつにも強烈に眩まぶしい人影の手だった。福原はそんな手に現実の空間に引き戻された。

　目を開けると、砂嵐のノイズの混まじった車内の風景が見えた。混雑した電車内。そして、目の前には深く帽ぼう子しをかぶった女性がいた。

　福原は彼女の手をしっかりと握っていた。

「……寒いの？」

　囁ささやいたその声は由ゆ紀きのものだった。

「なんでここに？」

「……ずっとつけてた。テストのときの態度がおかしかったから。君が何してるのか気になって」

「馬ば鹿かだな、変へん装そうまでして」

「すごく震ふるえてる」

　由紀は福原に体を密着させた。由紀の体温に少しだけ震えが治まった。

「寄り掛ってていいよ」

　福原は体の震えを抑おさえながら由紀に凭もたれ掛かかった。混雑する人間のデータに揉もまれ、福原は由紀と密着したまま電車で運ばれた。体温を感じた。デジタルデータではない由紀の体温は、現実の世界を感じさせた。

　凍こごえる福原の精神状態とは裏うら腹はらに、オリビアへのデータは完全に処理されているようだった。姫の居場所へと誘いざなう妖よう精せいの先の動きもわかった。妖精が降りる駅はまだまだ先だった。

「何をしているのか教えてくれる？　遊んでるわけじゃないんでしょ」

　由紀が耳元で囁いた。

「お姉ちゃんのことに関係あるんでしょ。私も何か手伝えることある？」

「……駄だ目めだよ」

「立たち花ばなさんには話せても？」

　由ゆ紀きの視線の先には、乗客に揉まれながらこちらに視線を向けている飛鳥あすかがいた。

　駅を通過していくうちに電車内は徐じよ々じよにすいていった。福ふく原はらは由紀に抱きついたままどすんとドアに寄より掛かかった。真っ暗な車しや窓そうが見えた。

　沈黙したまま数駅を通過し、由紀は再び口を開いた。

「ねえ福原、話してよ」

「由紀には話せないんだ」

「……そっか」

「この話はやめよう。もっと……この車内で自然な会話をしてほしい」

　福原は由紀に凭もたれ掛かかりながら言った。孤立したデータでなく、この車内のデータの一部として自然に活動したかった。データのノイズに紛まぎれて闇やみから目を逸そらしたかった。

「……わかった、それでいいよ」

　由紀は微笑ほほえんだ。

「別の話をしよっか。期末テストの話とか、夏休みに海に行く計画のこととか、夜中に抜けだすジョンはどこに行ってるのかとか、楽らく天てんイーグルスを優勝させる方法についてとか、福原の好きなカレーのトッピングとか、私が最近見てるテレビ番組のこととか……」

「…………」

「君とこうするの久しぶりだね。昔はこうしてると安心したけど、今は少しどきどきするね」

　電車は駅で乗客を降ろしながら、福原の目的地の駅に近づいていく。

「次の駅で降りなきゃ。由紀はそのまま乗っていってほしい」

「うん」

「ごめんな」

「それでいいよ、私は」

　電車が止まった。

「じゃあ、俺おれたちは行くよ」

　ゲーム機を持った飛鳥あすかが近寄ってきた。飛鳥は視線を下に向けたまますっと手を出した。

「じゃあな由紀」

　福原は飛鳥の手を握って、開いたドアから降りた。

「じゃあね福原」

　背後でドアが閉まり、窓まど越ごしにこちらを向く由紀が見えた。

　福原は発車した電車を見送った。いつの間にか雨がやんでいた。
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「……もう少し真まっ直すぐ進むと思う」

　福ふく原はらは飛鳥あすかに手を引かれながら言った。

　すでに電車から降り、三人は倉庫街を歩いていた。東とう京きようの外はずれの臨海地区だった。

「オリビア、どうかしたか？」

『……いえ……妖よう精せいが周囲を旋せん回かいしてるのが見えます……福原さんは大丈夫ですか？』

「俺は大丈夫。妖精は……たぶんあの倉庫に行くと思う」

　あの場所に姫が囚とらわれているような気がした。ゲームの最終ステージ。

　塩気を含むべたつく風が吹いていた。福原は一瞬だけ目を開けてみた。人気はなく、雨上がりのアスファルトがオレンジ色の照明を反射してキラキラと光っていた。それだけの風景だったが、福原の視界はぐるぐると回った。

　そんな福原に飛鳥が心配げな視線を向けた。

「ちょっとふらふらとしただけだよ」

　やはり東京にはデータが氾はん濫らんしすぎている。敏感になっている福原には、大量のデータで構成された東京は凭もたれた。

『……妖精が……指をさして……笑ってるようです……けど』

　オリビアの声が接触の悪いラジオのように聞こえた。先ほどからオリビアはこんな感じなのだ。ノイズのようなものがあるのだろうか。

「あの倉庫ね。きっと囚しゆう人じんゲームサイドが管理している建物よ」

　飛鳥が福原の手を引き倉庫へと向かった。汽船の甲かん高だかい汽笛が聞こえた。

　福原は倉庫の前に立ち目を開けた。外がい壁へきはシンプルなコンクリートで、鉄製の大きな搬はん入にゆう口ぐちが設置されている。

　福原は空をぱたぱたと飛んでいる妖精の姿を見た。光り輝く妖精が脇わきの小さな扉とびらを指さして笑っている。ゲーム世界と現実世界がダブって見えていた。

　福原と飛鳥がそこに近づくと、ガタンと扉が横に滑すべって開いた。その中は真っ暗だった。

「行こう。中に円形のターンテーブルがある。そこに乗るようだ。オリビアサイドもそうなってるようだから、一いつ緒しよにタイミングを合わせよう」

　福原は、警けい戒かいする飛鳥の手を引いた。

「……入った。オリビアも入ったか？」

『…………はい』

　オリビアは低い声で返事した。

「あっ」

　飛鳥あすかが声を上げた。ガクンといきなり足場が動きだしたのだ。

「大丈夫。ターンテーブルの下にレールがある。このまま動かないで」

　福ふく原はらは飛鳥と抱き合うようにターンテーブルの上に立った。ふたりを乗せたターンテーブルはゆっくりと回転しながら進んでいく。周囲はチカチカと赤い光が点てん滅めつしていた。

「そのまま中に入るようだ」

　レールの先の扉が開くのが見えた。

「……あ」

　飛鳥が目を細めた。真っ白な光が見えた。

　テーブルの回転が止まり、気づくとふたりは真っ白い空間に立っていた。壁かべも床ゆかも真っ白にペイントされ、白い照明で満たされた場所だった。

「ここはどこ？　……見にくい」

　飛鳥は福原の手を放すと、ふらふらと歩いている。

「そこ、壁があるぞ」

　福原は目を開けて言った。

「本当だ。よくわかるのね」

「……シンプルだから見やすい」

　福原にとってシンプルなこの空間は負担がかからなかった。真っ白な空間の中、入り組むように設置された壁かべや柱が確認できる。フィールドの座ざ標ひようだけ管理すればいいのだ。

　そんな白い空間の中、福原の目には飛鳥がキラキラと眩まぶしく見えた。真っ赤なワンピースも目に眩しく映うつるが、飛鳥自体も沢たく山さんのカラーで構成されていることに気づいた。髪の色、唇に瞳ひとみ、肌はだも場所によって色が違った。頰ほおは赤っぽく指先は綺き麗れいなピンク色。色の氾はん濫らんする外の世界ではわからなかったが、今なら飛鳥の本当の瞳の色を絵の具で再現できると思った。

「ん？」

　飛鳥が首を傾かしげてこちらを見た。

「いや、なんでもない」

『……福原さん、早く行きましょう。妖よう精せいが見えました。案内してくれそうです』

　オリビアの声は明めい瞭りように聞こえる。

「そうだ、囚とらわれの姫まであと少しなんだ。この東とう京きようの座標を歩いて目め指ざしたゴールだ」

『そこを真っ直ぐ進むみたいです』

「わかった。急ごう、タイムリミットは十二時だ。立たち花ばなも──ほら」

　福原は、歩きづらそうにしている飛鳥の手を取り走りだした。

『……次を右で、次を左に曲がります』

　福原はオリビアの案内を聞きながら走り、迷めい路ろのように入り組んだ場所を抜けていく。

『突き当たりを左に曲がるとホールに出るようです……あっ』

「どうした？」

『ホールの中央に剣が刺さってます……聖せい剣けんです』

　福ふく原はらは突き当たりを左に曲がってから足を止めた。円形のホールのようなフィールドになっていた。そして、中央には聖剣の精せい霊れいが立っていた。

「お待ちしておりました」

　ホールの中央に立つ真ま理り亜あが微笑ほほえんだ。真っ白な空間の中、白いワンピース姿で真理亜が立っている。空間の中で長い髪が金色に光を放っているように見えた。

「ここはどこなんだ？」

　福原は飛鳥あすかと手を繫つなぎホールへと歩み出た。

「ここはですね、能力者のトレーニング施設兼ラボといったところでしょうか」

「トレーニング？」

「はい。福原さんはゲームを介してフィールドデータを処理できるようになりましたが、序じよ盤ばんはこのような場所でトレーニングを積んだりする場合もあるのです。極力データを省はぶいて負担のかからないように設定しています。ですから、能のう力りよく補ほ正せいで福原さんは普通に歩けますが、飛鳥さんは少々歩きづらいでしょう」

「なるほどな」

　フィールドの座ざ標ひよう管かん理りをするには、細かいデータが負担になるのだ。この真っ白な空間は能力で処理しやすいはずだ。

「このフィールドを利用して初心者向けのゲームなども行います。今回は魔ま王おうの居きよ城じようとして利用されることになりましたが」

「……魔王の居城、か」

　福原は不吉な予感がした。

「福原さんがこの場所で普通に活動できるのは、壁かべや床ゆかの座ざ標ひようをデジタル的に捉とらえているからです。その場合、色や素材の種類の多さは邪じや魔になるのです。例えば、床にゴミが落ちると福原さんはそれをデジタル的に処理せねばならず負担が増すのです。ですから、データの氾はん濫らんする東京の移動は苦労したことでしょう」

　真ま理り亜あは手に持ったコインを床に落とした。

　白い空間を転ころがった茶色い十円玉は不ふ意いに消えた。突とつ如じよ接近してきた真っ白な機械に吸い込まれたのだ。それはフリスビー型の自走式のクリーナーだった。

「ということで、このフィールドでは極力データを増やすことを防いでいるのです。福原さんと飛鳥さんは入り口のターンテーブルでデータ処理されます。人間だと認識されるのですね。そして、このフィールドにはセンサーが張はり巡めぐらされており、それ以外のデータが認識されると、今のようにクリーナーで消去されるのです」

　余分なデータは消去されるということだ。よく見ると、福原の周囲にもいつの間にか沢たく山さんのクリーナーが近づいている。クリーナーに監かん視しをされているようだった。

「クリーナーも、福ふく原はらさんと同じようなシステムでできていますよ。まずこのフィールドを管理するコンピューターが、張り巡らされたセンサーですべてのデータを処理します。福原さんや飛鳥あすかさんのデータもそうです。そして、ゴミなどが認識されれば、すぐにその座標データを送れるように、コンピューターとクリーナーは情報をフィードバックしています。要するにパルス能力がコンピューターで、クリーナーが福原さんといったところですかね。元々別の存在ですが繫つながっており、ふたつでひとつなのです」

「その解説はあとで聞きたい。俺おれにはやることがある」

「囚とらわれの姫の救出でしょうか」

「そうだ。設楽したらは助けだせたんだろ。だから君がここにいる」

　少々複雑な気持ちだったが、姫を助けることができたのは悪い気がしなかった。オリビアと同じ境きよう遇ぐうの女性が解放されたということだ。

「ゲームの成功者はゼロです」

　真ま理り亜あは首を振った。

「どういうことだ？」

「ガイドの妖よう精せいを手に入れたペアは五組です。そのうち三ペアはここまで辿たどり着つくことなくゲームオーバーとなりました。二ペアはキャラクターの死亡、一ペアはプレイヤーのオーバーフローで失敗です」

「オーバーフロー？」

　キャラクターの死亡とは、ヒットポイントがなくなることだろうが。

「パルスの暴ぼう発はつです。東とう京きようのデータを処理しきれずに暴発したのです。私たちが精せい霊れい役やくとしてゲームに参加をしたのは、そんなプレイヤーを街中で回収するためでもあるのですよ」

「……で、設楽は？」

「彼はここまで辿たどり着つくことができました。しかし、姫は助けだせませんでした。失敗の理由は……魔ま王おうでしょうか」

「魔王？」

　福原はカレンを思いだした。カレンは自分は魔王ではないと言っていた。

　と、すると……。

「そして、最後のペアもここまで辿り着きはしたものの失敗です」

　真理亜は福原を見た。

『……福原さん、向こう側の通路がルートです。妖よう精せいが飛んでいきました』

　オリビアが言った。

「そこを通してくれ。姫を助けに行く」

　福原は真理亜と向かい合う。

「無理です。これもゲーム設定なのです。私の後に辿たどり着ついたプレイヤーは排はい除じよするという設定なのです。聖せい剣けんの後を追って楽に移動するという裏うら技わざ防ぼう止しのためです。姫を助けだすなら、私よりも先にここに到達するべきでした」

　真ま理り亜あは悲しげに首を振った。

「どうしても無理なのか」

「はい。私はゲームに殉じゆんじる覚悟で参加をしております」

　福ふく原はらは真っ白な天てん井じようを見上げた。諸もろ刃はの剣つるぎである聖剣の設定がこのような最後の最後で福原に立ちふさがった。聖剣の真理亜が魔ま王おうだったのだ。

「ここでやめても、オリビアさんにとって悪いことばかりではありません。ゲームクリアーに次ぐ高得点ということで、またこのようなゲームを行うチャンスもつかめるでしょう。ですから、ここは退ひいてください。そして次の機会を……」

「次の機会じゃない。俺おれは今、オリビアを助けたいんだ」

　次へ次へと後回しにして、目的を達成できるわけがないのだ。

　福原は未いまだに手を繫つないでいた飛鳥あすかを向いた。

「またこんなゲームがあったら……できる限りの協力はするから」

　飛鳥は諦あきらめたように言った。

「なんで諦める？」

「ゲームクリアーするには、真理亜さんより先に来るしかなかった」

「俺が向こう側の通路に行くだけでいいんだ。そして、鍵かぎを使って扉とびらを開いて姫を助けだすだけじゃないか。無理じゃない」

「無理よ。真理亜さんが通してくれるわけない。真理亜さんは囚しゆう人じんゲームのルールに反することはしないもの」

「方法はある。立ち塞ふさがってる光の精せい霊れいを倒せばいいんだ」

「できない。光の精霊を倒すカードはこのゲームにないの」

「立たち花ばなは俺の攻撃精霊じゃないか。戦ってくれるはずだろ」

「……戦わないわ。だって、真理亜さんとは戦えない。それに、戦ったとしても私じゃ無理よ。私は離り脱だつ選せん択たくする」

「なんでそんなことを言うんだ？」

「それはこっちのセリフよ。なんで私に戦えって言うの？」

　飛鳥あすかは愕がく然ぜんとした様よう子すで福ふく原はらを見ている。

「俺が頼めば、炎ほのおの精霊は勝てなくても時間を作ってくれるはずだ」

「無理だって言ったでしょ。真理亜さんとは戦えないし、時間も作れない。もうゲームは終わりなのよ」

「それでも戦ってくれ。あと少しなんだ。少しでオリビアを救えるんだ」

「嫌って言ってるでしょ！」

　飛鳥あすかは福ふく原はらの手を振り払って叫んだ。

「……立たち花ばな」

「だって、私はきっと時間も作れずに傷つくだけになる。戦いたくない人と戦って、傷つくだけなのよ」

「やってくれてもいいだろ。立花はひどい」

「ひどいのはあなたよ。私ならいいの？　私が傷つくのはいいの？　電車のときだって、あなたは青あお山やまさんを巻き込まないようにって心配してた。ゲーム機の中の彼女が痛むのも見たくなかった。……でも、私ならいいの？」

「もう少しなんだ。もう少しでオリビアを助けられるんだ。ここまで来たんじゃないか。これを逃のがしたら、もうチャンスはないかもしれない」

「檻おり越ごしに一度しか会ったことのない女の子じゃない。彼女がそんなに大切なの？　ゲームのキャラクターを心配するなんておかしい」

　飛鳥は福原を見てぐっと唇を嚙かみしめた。

「ゲームのキャラクターなんかじゃない。それに、一度しか会ったことがなくても、ずっと心配してた。囚しゆう人じん落ちした彼女を心配していた。いつか助けだそうと思ってた」

「でも、画面の向こうの女の子じゃない。ウインドー越しの人形と同じよ」

「違う。画面の向こうでも、一いつ緒しよに笑ったり悲しんだりとした。彼女は人形でもゲームキャラクターでもなく人間だよ。画面越しに心を通じ合わせていた」

「心なんて通じてなかったわ」

「通じてたよ。沢たく山さん会話もした」

「会話なんてしていない。あなたの言葉に心は入っていなかった。コミュニケーションを取ったと思い込んでいるのはあなただけだった。空からっぽの言葉を投げつけ、心が通じていると思っていた」

「……立花にはわからないよ」

「わかるわ。だって、現に通じていなかったじゃない。だから、ゲームの囚人となったのよ」

　飛鳥は冷たく福原を見ている。

「なあ、立花はなんの話をしている？」

「通じてなかったからああなったんでしょ。お姉さんとは心は通じてなかった」

「今その話は……」

「一緒に時間を使うこともなく、たまにする会話も投げやり。彼女の笑顔に笑顔を返すこともなく、彼女の泣き顔からは視線を逸そらした。それで心は通じていた？　いいえ、通じてなかった」

　福原はぼんやりと飛鳥を見た。

「……彼女はあなたを愛していたから、いなくなった」

　飛鳥あすかは目を伏ふせそう言った。

　福ふく原はらはいつの間にか、自分を抱きしめるように腕をぎゅっと握っていた。

　──愛してるなんて空からっぽですよ。

　元から満たされた言葉などあったでしょうか。空っぽの言葉に空っぽの心。人間には愛も心もありません。

　福原は思った。心など始めから存在しないのだ。存在しないものに、心という言葉をつけた。だから存在しないものが存在してしまった。心とは、そんな矛盾そのものなのだ。だから未いまだになんであるかわからない。

　心はなんであるか、という思考がぐるぐると回っている状態。そんな思考のデータをフィードバックした状態。心とはただの状態であり、存在しないのだ。

　では福原が今痛めているものはなんなのか。涙が出るほど痛いものはなんであるのか。存在しないものが、こんなにも痛みを発するというのか。

「……立たち花ばなは冷たい」

　福原は声を絞しぼりだした。視界はぼやけて滲にじみ、飛鳥を遠くに感じた。

「なんで、そんなこと言うの」

　飛鳥は寂さびしげにうつむいている。

「立花はあのとき待っていてくれたじゃないか。一いつ緒しよに歩いてくれるって言った……」

「だからって、私に傷つくことを強きよう要ようするの？　私ならいいの？」

　飛鳥が福原を睨にらんだ。怒りの表情だったが、飛鳥の中のデータは泣いていた。悲痛なデータが渦うず巻まいているのが見えた。

「ああ、そうだ」

「ひどい。……あなたこそ冷たい」

　飛鳥は力が抜けたように立ちつくしてうつむいた。瞳ひとみから歪いびつな形のデータが垂れ落ちた。そんなデータは足あし下もとのクリーナーによって消去された。

「由ゆ紀きにもオリビアにも……俺の代わりに傷つけなんて言えない」

　飛鳥は無む防ぼう備びに立って、福原の言葉を聞いている。

「そんなこと、俺は立花にしか頼まない。頼めるのは立花だけだよ。それをわかってるはずだろ……」

　飛鳥はぐっと歯を食いしばっている。胸の中で揺れ動く感情を無防備に福原に晒さらしていた。

「……あなたはずるい。勝手に私の中を見て」

　飛鳥はぎゅっと自分の体を抱きしめた。

「それは立花のほうだ。立花は俺の気持ちをわかってるはずなのに目を逸そらしている。気づかないふりをしている立花のほうがずるい。冷たいのは立花だ」

　福ふく原はらは視線を逸そらす飛鳥あすかを見つめた。

「……った」

　飛鳥は小さく唇を動かした。

「立たち花ばなは俺おれのために傷ついてくれてもいいはずだ。俺だって……立花のために」

「わかったって言ってるでしょ！」

　飛鳥は福原を睨みつけた。そんな飛鳥を見て福原の胸が痛んだ。飛鳥の胸の中で渦巻く感情は歪いびつに尖とがっており痛みを発している。その痛みは福原にも伝染した。痛みはふたりで分け合うことはできずに、お互いを激しく傷つけた。

「ごめん……立花」

「やるわよ、やればいいんでしょ。だから……そんな顔をしないでよ」

　飛鳥はじっと福原を見つめてから、ゆっくりと真ま理り亜あに振り向いた。

　真理亜は静かな表情で飛鳥と視線を交差させた。

「飛鳥さん……」

「そこをどいてほしい」

　飛鳥が擦かすれたような声を出した。

「できません」

「じゃあ……どかせる」

「私を殴なぐってでも、ですか？」

「ええ」

　飛鳥の返答に、真理亜は悲しげに瞳ひとみを閉じた。

「飛鳥さんは私にとっての……アストライアの正義の天てん秤びんであってほしかったです」

　真理亜はワンピースの肩かた紐ひもをほどきながら言った。

「……許しませんよ」

　真理亜がすっと顔を上げ、氷のような冷たい表情を向けた。ワンピースがストンと足あし下もとに落ちる。下にはノースリーブの白いレオタードを着ていた。

『通路に入ってください。きっと、あと少しで……』

　オリビア側のフィールドには、真理亜という障しよう害がいがないため、移動には問題ない。鍵かぎを持った福原が辿たどり着つけるか、だけなのだ。真理亜の追つい撃げきをかいくぐり、囚とらわれの姫の牢ろう獄ごくへと移動する。そのための時間が欲しい。ほんの一瞬でよかった。

　福原の目の前では、ふたりの精せい霊れいが対たい峙じしている。

　真っ白な衣い装しようの真理亜は、この白い空間にとけ込んでいる。時とき折おり瞬まばたく真っ黒な瞳は鋭くも穏おだやかだった。凍こおる寸すん前ぜんの冷たい水のような感情が見えた。

　一方飛鳥の姿は、燃えさかる紅ぐ蓮れんの炎ほのおだった。その炎は不規則に形を変え、不安定な揺らめく感情を表現しているかに見えた。

「隙すきをみて移動して。光の精せい霊れいの攻撃範囲の二十メートル以上離れればいいから」

　飛鳥あすかが真ま理り亜あと対たい峙じし、右みぎ[image: ]こぶしをぎゅっと握った。

「残念ながらここから二十メートルの距離内に姫は囚とらわれているのです。ですから、隙を突つく、だけでは無理でしょうね」

　真理亜はじっと飛鳥を見つめている。

『妖よう精が見えなくなってしまいましたよ』

「大丈夫。姫の牢ろう獄ごくはここから二十メートル以内と言った。追える」

　福ふく原はらはゲーム機をきつく握った。ゴールは目前なのだ。もう妖精のガイドはいらない。あとは姫を解放し、そしてオリビアを……

　真理亜はだらんと両腕を垂らして身構えている。

　飛鳥は真理亜と三メートルほどの距離を取り、トントンと小さくステップを踏んだ。

　次の瞬間、飛鳥は一足飛びに真理亜との距離を詰めていた。真理亜の横に回り込むと、至近距離から打撃を打ち込む。

「……あっ」

　隙を突いて走り抜けようとしていた福原はまったく動けず息を吞んだ。

　飛鳥がバックステップを踏んで真理亜と距離を取っている。飛鳥の放った二発のパンチは真理亜の髪をかすめただけだった。

　ウイーンと飛鳥の足下にクリーナーが集まってきた。はらっと床ゆかに切れ落ちた飛鳥の髪を吸い込んでいる。続いて垂れ落ちた赤い滴しずくもクリーニングされた。

　飛鳥が額ひたいを圧さえている。真理亜の攻撃を受けて、髪ごと額を切ったのだ。

　真理亜は追つい撃げきする仕し草ぐさを見せずに静かに立っている。

　飛鳥は額の血を指で払うと、今度は小こ刻きざみにステップを踏み真理亜との距離を詰める。キュキュッと音がした。

　ゆったりと立っている真理亜に、攻撃距離に入った飛鳥がパンチを連打する。まずは細かいパンチの連打。しかし、真理亜はガードも上げずにそれをかわす。上体を反そらして避よける真理亜に、飛鳥の[image: ]こぶしは寸すん前ぜんで届いていない。

　焦じれた飛鳥は強引に右のストレートを放った。強きよう振しんした飛鳥の右[image: ]は、真理亜の顔面すれすれを通過した。

　真理亜は飛鳥の打撃を避けた動作のまま、くるっと体を回転させて上段の回まわし蹴げりを放った。バックステップを踏んでそれをかわした飛鳥だが、一呼吸遅れて顔面から血の飛沫しぶきが飛んだ。

　さらに正面から突っ込んだ飛鳥だが、ひらりと真理亜にかわされ床につんのめった。赤いワンピースのスカートが腰までざっくりと裂さけていた。

　妙だった。真理亜の動きはそれほど速くはない。身体能力的には飛鳥が真理亜を圧倒しているはずだった。

　飛鳥あすかは、真ま理り亜あの追つい撃げきの蹴けりを躱かわした後、頭を振りながら後ずさった。

「立たち花ばな……」

　福原は飛鳥に駆け寄り愕がく然ぜんとした。すでに飛鳥の顔面は血まみれだった。

「問題ないわ。心配しないで」

「攻撃が見えないのか？」

「問題ないって言ったでしょ。こっちから当てればいいだけよ」

　飛鳥は福原を乱暴に押しのけると、再びステップを踏みながら真理亜との距離を詰つめ、体を振りながら回転の速い連打を真理亜に浴びせた。

　鋭いジャブからストレートのコンビネーション。フェイントを交まじえて、アッパーやフックなどの角度を変えたパンチを打ち込む。空気を切り裂く音と飛鳥の呼吸音がここまで聞こえてくる。

　しかし、飛鳥の獰どう猛もうなまでの攻撃は真理亜に届いていない。飛鳥のパンチは真理亜の顔面すれすれと今にも当たりそうだが、それは真理亜が飛鳥の攻撃を完全に見切っていたのだ。それも、数センチ単位の距離感だ。

　空くう転てんする飛鳥の攻撃は、パンチが巻き起こす風で真理亜の髪を乱すだけだった。それでも飛鳥は足を踏み込み、真理亜の顔面めがけてストレートパンチを放った。

　轟ごう音おんを立てたそのストレートは、真理亜の顔面を捉とらえたかに見えた。

「……続けますか？」

　飛鳥の[image: ]こぶしは、真理亜の鼻先の数センチで止まっていた。真理亜はその飛鳥の[image: ]に、チュッとキスをして微笑ほほえんでみせた。

「当然よ。あなたが退ひくまでやめないわ」

　飛鳥はちらっと福原に視線を向けてから、真理亜と対たい峙じし[image: ]を構えた。

　飛鳥は少しだけ右[image: ]を引いた構えで、徐じよ々じよに真理亜との距離を詰めていく。攻撃が当たらないため、カウンター戦法に切り替えたのだ。

　飛鳥は打撃の構えを取ったままじりじりと接近する。いっぽう真理亜は、だらんと両手を下げたまま無む防ぼう備びに立っている。

　福ふく原はらは息を吞んでふたりの動きを凝ぎよう視ししていた。一瞬の隙すきを逃のがすわけにはいかない。

　さらにふたりの距離が縮まる。しかし真理亜は動かなかった。

　福原はごくりと唾つばを吞み込んだ。飛鳥がぴたりと動きを止めた。真理亜は動かない。すでにパンチの届く距離に入ってしまった。手を出せば攻撃が届くクロスレンジ。

　さらに飛鳥がじりっと距離を詰めた。カウンターを狙ねらう距離ではなくなった。先に手を出した方が当たる超至近距離に踏み込んだ。空気が異常に張り詰めている。福原も動けなかった。

　飛鳥の顎あごに伝った血がぽたりと床ゆかに落ちた。その血をクリーニングするためクリーナーが音を立てて走ってきた。

　福ふく原はらが通路へとダッシュするのと、飛鳥あすかが動いたのはほぼ同時だった。至近距離からの渾こん身しんのパンチ。

　先に動いた飛鳥のパンチは轟ごう音おんと共に空転した。

　そして福原は、衝しよう撃げきを受けて床に転がっていた。足に何かが当たったのだ。福原の足がびりびりと痺しびれている。

　福原は床に這はいずったまま啞あ然ぜんと真ま理り亜あを見た。真理亜は飛鳥と向かい合いつつこちらを見ているだけだ。攻撃の届く距離ではない。しかし、何かを投げたようには見えない。

　さらに、攻撃を外した飛鳥ががくっと体を折ったのが見えた。ごほっと口から血を吐はき、よろよろと後ずさっている。福原はなんとか立ちあがると、そんな飛鳥に駆け寄って体を支ささえてやった。

　真理亜は飛鳥の攻撃を避よけただけで反撃する仕し草ぐさは見せていなかった。何故なぜ飛鳥がダメージを受けているのか。そして、福原に何をしたのか。

　これが真理亜の能力なのか？

「大丈夫か、しっかりしろ」

「だって……」

　飛鳥はゴホゴホと口から血ち混まじりの息を吐はいている。

「だって、だって……当たらないんだもん」

「……立たち花ばな」

　福原は血まみれの飛鳥の顔をぬぐった。しかし、だらだらと流れる血は止まらない。

『もうすぐなんです。あと少しで……』

　オリビアが悲痛な声を出した。

「攻撃が当たらない理由はわかるんだ。……乙おと女め座ざは、知ち能のう補ほ正せいタイプのカテゴリーだろ」

　福原は飛鳥を支ささえながら真理亜に言った。

「わかりましたか？」

「ああ、真理亜の動きは……デジタル的すぎる」

　肉体補正を受けた躍やく動どう感かんある動きではなかった。それよりも、飛鳥の攻撃をデジタル的に解かい析せきし、動きを読んでいるようなそんな回避行動。

「わかったからといって、何もできませんよ。ゲーム機を渡してください」

　真理亜が近づいてくる。

「下がっていて」

　飛鳥が福原を押しのけた。肩かたで息をしながら真理亜と向かい合う。

　真理亜は、飛鳥と五メートルほど距離を取って立ち止まった。小さく指を立てるのが見えた。

「あっ」

　ストンと飛鳥の腰が落ちた。立ちあがろうとした飛鳥だが、再び悲鳴を上げて床に崩くずれ落おちた。真ま理り亜あは離れた距離の人間に干かん渉しようしているのだ。パニックになった飛鳥あすかが必死に立ちあがろうとしている。

「落ち着け、立たち花ばな」

　福ふく原はらの言葉に、飛鳥が体を震ふるわせながら振り向いた。

「真理亜の能力の秘密がわかった。真理亜はデータで構築した武器で攻撃している。……俺おれには見えた。集中すれば立花も見えるはずだ」

　福原は飛鳥の手を取り立ちあがらせた。

「避よけたはずの攻撃が当たったのも、離れた場所の俺たちに攻撃したのもそれだ」

「そうですよ。完全なる私の能力です」

　真理亜が立てた指の先の空間に浮かぶ小さな球体が見えた。その球体の中には沢たく山さんの複雑な数式が渦うず巻まいていた。データコードで構成された弾だん丸がんだった。

「その能力の限界もわかる。物理的距離が短い場合シンプルなデータにできるため、ダメージなどにメモリーを回せる。しかし、それを飛ばす場合、軌き道どうや距離の数式にデータを割さかなければいけないため、ダメージは落ちる。……完全じゃない」

　真理亜はデータの剣と弾丸を使って攻撃をしていた。近距離ではデータの剣を介かいして直接ダメージデータを飛鳥に流し込んだ。そして離れていた福原には、データの弾丸を飛ばしたのだ。

　真理亜が指先を福原に向けた。データ弾丸が福原に飛んでくる。

「大丈夫、動かないでいい」

　身構える飛鳥に福原は言った。

　データの弾丸は大きく軌き道どうを変え、ふたりの横を逸それていった。福原が弾丸の軌道データの数式を少し壊こわしたのだ。ゲーム機にデータを照しよう射しやするようなコツでよかった。

「現実空間の力学の前ではパルス能力なんてちっぽけだ。データを空間に飛ばすには複雑な数式が必要で、そんな精せい密みつなシステムは、ほんの少し損そん傷しようしただけでも機能を失う」

　それでも、真理亜が次々とデータの弾丸を撃ち込んでくる。しかし、それらは軌道を変えてホールの天てん井じように当たった。

　福原の頭がずきずきと痛んだ。真理亜のデータに干かん渉しようするには超高速のデータ処理が必要だった。真理亜はこのまま弾丸を撃ち続けて、福原の精神を削けずっていく気かもしれない。徐じよ々じよに真理亜の弾丸発射の回転が上がってきた。

「時間は作るわ。あなたは自分のやるべきことをやって」

　飛鳥はよろめきながらも自分で立ち、真理亜と向かい合った。

　真理亜は弾丸の連射を続けている。飛鳥はそれらのデータをかわしながら真理亜へと突っ込んでいった。福原がデータ干渉した弾丸は、飛鳥を避よけて迷めい走そうしたような軌道を取りホールの天井にぶつかり砕くだけ散ちる。

　真理亜はデータ弾丸の連発で、飛鳥の行動データ処理にメモリーを回しきれていない。飛鳥は真ま理り亜あの管理から外はずれている状態だ。攻撃は当たる。

　データの弾だん幕まくを避よけた飛鳥あすかが真理亜に突っ込んだ。

　しかし、飛鳥は真理亜を擦すり抜ぬけ、背後の壁かべに激突した。

　福ふく原はらは啞あ然ぜんと真理亜を見た。真理亜は動いていない。突っ込んでいった飛鳥が勝手に攻撃を外したのだ。

　飛鳥はすぐに立ちあがったが、意識を朦もう朧ろうとさせ再び床ゆかに崩くずれた。同時に福原の感覚にも異変が起きていた。どろどろに歪ゆがみねじれた空間。上下左右の感覚が狂ってきている。

　福原はがくっと膝ひざをついた。立ってられなかった。水の中で上下感覚を失ったような感覚があった。何が起こっているのだ？

　福原は歪ゆがんだ空間にパラパラと何かが降ってきていることに気づいた。それは雪のようにフィールドに降っている。降ふり注そそぐそれが空間を乱している。データの破片のようだった。その破片に触れると、ちりちりと焼けるように肌が傷いたんだ。

　データのチャフだった。

　バグデータの破片が空間に降り注いでいるのだ。先ほど天てん井じように当たって砕くだけたデータの弾丸がんが、細かく砕くだけ散ちり歪いびつなデータとなって降ってきている。そのデータが空間を歪ませ、福原と飛鳥の感覚を狂わせているのだ。

　福原は必死に歪んだ空間に抗あらがった。焦こげ臭くさい匂においがした。異常を起こした空間に対し、福原のパルス能のう力りよく補ほ正せいがかかったのだ。頭がきりきり痛む。狂った座ざ標ひようデータを修正するために演算を始めている。

　福原は足を痙けい攣れんさせながらも立ちあがった。パルスの情報処理能力で、空間を認識できる程度には修正できたようだった。

　真理亜は平然と立っている。チャフによって歪んだ空間をハイスピードの演算で修正し対応している。ふらふらの福原とはパルス能力のスペックの桁けたが違うのだ。

『福原さん、早く私を助けてください』

「わかってる」

　福原はどろどろに溶けたような空間の中でオリビアに答えた。

「行かせませんよ」

　真理亜はゆっくりと福原に近づいてくる。

「……早く行って」

　床に倒れたままの飛鳥が、真理亜の足首をつかんだ。

「立たち花ばな……」

「早く！」

　飛鳥の悲ひ壮そうな声に押され、福原はホールを駆けた。ぐにゃぐにゃの空間をよろめきながらも走る。上下感覚はすでになかった。福原が頼りにしているものは、デジタル処理された数値だけだった。

『……姫の場所は……わかりますか？』

「……見える。妖よう精せいが通った空間が見える」

　デジタル処理された空間に妖精の通り道が見えた。妖精のデータが通過した足跡が、数式となって表現されているのだ。

　福ふく原はらは数式で埋まった空間をひたすら走った。距離、方向、速度、そんな演算データを撒まき散らして姫へと走る。飛鳥あすかが真ま理り亜あを止めているうちに、姫を解放しなければならなかった。持ち時間は極めて少ない。

『こっちです！』

　福原の目にデータで構成された妖精が映った。妖精は焦あせった様よう子すで叫んでいる。

『姫様が囚とらわれている部屋はここです。早くしないと魔ま王おうが。気をつけてください、魔王はあなたのすぐ近くにいますよ』

　妖精は通路横の入り口を指さしている。

「オリビア、剣を床ゆかに刺して」

　飛鳥の行動範囲はレッドソードの座ざ標ひようから十メートルなのだ。剣を置いて、飛鳥の距離を確保しなければならない。

　福原はアーチ状の入り口から部屋に走り込み、啞あ然ぜんと立ち止まる。

　八×六メートルの部屋のデータ。四角い柱が等とう間かん隔かくで並んでいる。部屋の奥には扉とびらがあった。そんなフィールドが数式となって目に映うつった。

　そして、部屋にはふたりの人間のデータもあった。

「さすがですね。この状態で移動できるとは」

　言ったのは真理亜だった。数値処理された空間の中、真理亜はキラキラと光って見えた。無む駄だのないデータ。複雑でいて均きん衡こうの取れた数式の集合体が立ちはだかっている。

「なんでここに……」

「先回りしていました。すでにあなたを構成するデータは狂っています。座標感覚も時間感覚も異常をきたしているようですね」

　真理亜の身体データは、ほんの少しの異変も損そん傷しようもなかった。

　福原は足あし下もとに倒れるもうひとりの人間データに歩み寄った。

「……どうしたんだよ、設楽したら」

　福原は倒れる設楽の頭を起こした。

「……福原、か。俺おれ……失敗した」

　設楽のデータは異常をきたしていた。

「馬ば鹿かだな。俺にあれだけのことして……せめてゲームを成功させて助けだしてやれよ」

「……すまなかった……魔王、魔王に気をつけろ……」

『福ふく原はらさん、この人は私たちをだましたんです。その人の言うことを聞いちゃいけません』

　福原は設楽したらの横に転ころがっているゲーム機を見た。

　ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ　と表示された画面には映像データが見えた。

　設楽が操あやつっていたナイト。裸体の彼女が獰どう猛もうなモンスターに弄もてあそばれているようなアニメーションデータ。福原は激げつ高こうしてそのゲーム機を床ゆかに叩たたきつけた。

「あなたもここまでです」

　真ま理り亜あが言った。

『福原さん助けてください。姫は……あの扉です』

　部屋にある大きな扉とびら。そこが囚とらわれの姫の牢ろう獄ごくなのだ。しかし……。

「福原さん、あなたはひどい人です。あなたのわがままで、飛鳥あすかさんの心と体を傷つけました。倫りん理り的てきとはいえませんね」

　真理亜の口く調ちようは穏おだやかだったが、彼女の体に鋭く尖とがった氷のような怒りのデータがあった。

「立たち花ばなはわかってくれた」

「いいえ、飛鳥さんは私と戦いたくなかった。あなたの利己的な思考の犠ぎ牲せいとなったのです」

「立花は？」

「心苦しかったですが……しばらく立てないでしょう」

「じゃあなんで立花を傷つけた。真理亜が退ひいてくれればよかった」

　福原は真理亜を睨にらみ返かえした。

「ビリオンゲームのルールです」

「なんでこんなくだらないゲームにこだわる？　そんなことよりも、ひとりの女の子を助けるほうが大事じゃないか」

「くだらないゲームではありません。私たちの未来のためにも、重要なシステムなのです」

「十年後にはあるだろう戦争のために、か？」

　福原が言うと、真理亜の表情が少しだけ変化した。

「何故なぜ知っているのです？」

「俺おれの能力でそれくらいわかる」

　真理亜は、少しの間を置いて口を開いた。

「……能力者の新人類と旧人類の戦争は、残念ながら確実に起きることです。どのようにシミュレーションしても、早ければ五年、遅くても十五年以内に戦争が起こってしまうのです。争いは陰いん惨さんなものとなるでしょう。社会に身を潜ひそめている能力者を恐れ疑ぎ心しん暗あん鬼きがはびこり、世界は破は滅めつへと向かいます」

　真理亜の話は、福原が聞いたパルスの声のものとほぼ重なっていた。

「そんな戦争に終しゆう止し符ふを打ち、新時代の幕まくを開けるためには私たち能力者の勝利しかないのです。どのようにして勝つかではなく、どのようにして早く戦争を終わらせるか、です。そのためには有能な能力者の開発、管理、そして、能力者の枠わく組ぐみの強化が重要なのです。ですから、ビリオンゲームは人類にとって倫りん理り的てきな存在であるのです」

「……傲ごう慢まんな考えだ。能力者が選ばれしものだといった考えがある」

「いいえ。私たちは選ばれたものではありません。私たちは人間として……弱者です。人間が作った社会の枠組みから弾はじきだされてしまう社会的弱者なのです。ですから、人間は私たちを排はい除じよしようと考えるのです。しかしそんなか弱い私たちにも、役目があるとは思いませんか、宇宙の法則からいうと」

「くだらない。俺おれにとってはどうでもいいことだ」

　福ふく原はらは頭を振った。

「福原さんの能力は……やはり素す晴ばらしいものかもしれませんね。今後、私たちと協力して未来のために……」

「うるさい。俺は、そんなことは望んでいない。ただ助けたい人がいるだけだ」

　福原は真ま理り亜あの言葉を遮さえぎった。

「残念ながらこのゲームは失敗です。そして、福原さんの行動には少々怒りを覚えました。飛鳥あすかさんと私が戦うことになったのは福原さんのせいです。……あなたが飛鳥さんの心を狂わせたのです」

　真理亜がゆっくりと福原に歩み寄ってきた。

「ゲーム機を渡してください。今なら許してあげます」

　福原は真理亜の鋭い眼がん光こうに身動きが取れなかった。

「これ以上私を怒らせないでください。……ゲームで死ぬプレイヤーだって、いますよ」

　真理亜の髪が揺らめき始めた。冷たい風を感じた。福原は凍こごえるように息を吐はきながらゲーム機を握りしめた。

『ゲーム機を渡しちゃ駄目です』

　オリビアが悲鳴を上げた。

　ウイーンと小さな音が聞こえた。

　クリーナーの音だった。部屋の入り口からクリーナーが一台入ってきたのだ。続いて、ゆらゆらと揺れる真っ赤な炎ほのおが見えた。炎は真っ白に凍いてついていた空間を一瞬で溶かした。

　福原の視線に、真理亜が振り向き顔をしかめた。

　全身を血まみれにした飛鳥がこの部屋に入ってきたのだ。だらだらと血を垂れ流して、足を引きずるように歩いている。意識が混こん濁だくしているようで視点が定まっていない。荒い呼吸と共に血の滴しずくを口から垂らしている。飛鳥を構成する数値はバグを起こしていた。

　飛鳥には大量のクリーナーが群むらがっていた。無む造ぞう作さに垂らす血を消去するべく、クリーナーが動き回っている。そんな大量のクリーナーを引き連れ、飛鳥が真理亜に歩み寄る。

「……まだ終わっちゃいないわ」

　飛鳥あすかが混こん濁だくした視線を真ま理り亜あに向けた。

「もう戦う必要はありません。福ふく原はらさんのわがままを聞いて、飛鳥さんはやるだけやったはずです。ゲームの精せい霊れい役やくとしての行動は充分に果たしました」

「違う。これは私の意い思しなの」

「そこまでして女の子を助けてあげたいのですか。私よりもあの女の子なのですか？」

　真理亜が悲しげに顔を歪ゆがめた。

「その子のためじゃない。私のためなの。ここで見捨てたらあとで後悔するから」

「福原さんは、飛鳥さんにひどいことを言いましたよ。傷つくことを強きよう要ようしました」

「言ってくれていい……って思った」

「……そうですか、わかりました」

　真理亜はぎゅっと瞳ひとみを閉じた。

　飛鳥が足あし下もとにまとわりつくクリーナーを踏みつぶした。破は壊かいされ部品をぶちまけたクリーナーは、他のクリーナーに群がられ消去される。再び飛鳥は真理亜に殴なぐりかかっていった。

　光の精霊対炎ほのおの精霊の第二ラウンドが始まった。

『福原さん早く、この隙すきに！』

　福原はオリビアの声に扉とびらへと駆けだした。ゲームクリアーまであと少しだった。

　そのとき福原の足でデータが弾はじけた。床ゆかにもんどり打った福原が顔を上げると、飛鳥もデータの弾だん丸がんを受けてよろめいているのが見えた。

　さらに連発で飛んでくる弾丸。

　福原は弾丸の軌き道どうを逸そらすことができずに、すべて体に被ひ弾した。痛みと痺しびれが全身を襲おそい、意識が吹っ飛びそうになった。それでも扉に走ろうとしたが足が動かなかった。痺れは一瞬にして全身を駆け巡めぐった。

　体が鉛なまりのように重い。福原のシステムデータにバグが起こっている。福原は苦痛に床でのたうち回りうめいた。

　よろめく飛鳥は正面から飛んできたデータ弾丸をかわしたが、弾丸は大きくカーブし飛鳥の背中にヒットした。飛鳥が膝ひざをついて血を吐はくのが見えた。

　弾丸は完全にコントロールされていた。軌道を変えることはできなかった。

　弾丸のデータコードは完全にロックされていた。福原はさらに数発のデータ弾丸を受けて悲鳴を上げた。弾丸は強烈なバグデータの集合体だった。物理的ダメージは受けることはなかったが、体の機能を狂わせる複雑な数式が詰まっている。福原の視覚や聴覚が異常数値を示し、頭の中で大音量の警けい告こく音おんが鳴り響いた。

　福原は体を痙けい攣れんさせながら、目を閉じ立っている真理亜を見た。これほど複雑なデータを連発させる彼女の能力とはなんなのだ……。

　真理亜がすっと目を開けた。真理亜の両眼が強烈な光を発したように見えた。瞳どう孔こうが開いている。能力解放をしているのだ。

　福ふく原はらは痛みを伴ともなうプログラムデータを打ち込まれ、身動き取れない状態になっていた。体中にバグデータが鎖くさりのように絡からみついているイメージ。データの鎖に締めつけられ、呼吸困難に陥おちいった。意識が薄れていく。

「ちくしょう、しっかりしろ」

　福原は歯を食いしばってバグデータに抗あらがった。自身のバグデータを高速処理し修正する。焼けるように頭が熱い。体に絡みついていた鎖が少しだけ緩ゆるんだ。さらに演算を続け鎖のデータ修正を行う。

　福原はうめき声をあげながら立ちあがった。体に絡みついていた鎖が、じゃらじゃらと足あし下もとに落ちていった。瞬発的な能力解放に、心臓が高熱を発した。

　こちらに飛んできたデータ弾だん丸がんが、福原の体の脇わきをすり抜け床のクリーナーに当たった。弾丸が直撃したクリーナーは、その場で狂ったようにくるくると回転を始めた。能力解放によって、弾丸の軌道データのロックを破は壊かいし、ほんの少しだけ軌道をずらすことができた。

　弾丸を逸そらした福原に、真ま理り亜あが鋭い視線を向けた。真理亜の頭上に大量の弾丸が発生し、弾幕まくとなって福原を襲おそう。

　弾丸を撃ち続ける真理亜に、血まみれの飛鳥あすかが襲いかかった。血を撒まき散ちらしながら[image: ]こぶしを振り回す飛鳥に、弾丸の発射が一瞬だけ止まった。

『福原さん、早く扉とびらに！』

　時間がなかった。福原の瞬しゆん発ぱつ的てきな能力が尽つきるまでに、姫を解放するしかなかった。

　バグデータの破片が散らばる空間の中を福原は走る。フィールドの演算処理をして扉の座ざ標ひようを目め指ざす。囚とらわれの姫の牢ろう獄ごく。

　飛んでくる弾丸をかいくぐり、床ゆかを走り回るクリーナーを避よけ走った。そんな淀よどんでひしゃげたデータ空間の中、福原はついに扉に辿たどり着ついた。

『福原さん早く。この中に囚われの姫がいます。牢獄の鍵かぎを使ってください』

　扉に凭もたれ掛かかる福原の横では、ふたりの精せい霊れいが猛烈な勢いで戦っていた。交差する赤と白のカラー。

　福原の鼻からぼたぼたと血が流れている。空間のデータ修正にメモリーを割さくあまり、呼吸が止まり心臓の鼓こ動どうは無む秩ちつ序じよに乱れた。手が震ふるえて鍵穴に鍵が入らない。

　飛鳥のデータは崩ほう壊かい寸すん前ぜんだった。彼女のデータは歪ゆがんで混こん濁だくし変色していった。

『福原さん、扉を開けてください。姫を助けて私を助けてください』

　福原は扉に鍵を差し入れた。

『福原さん、これで私は助かります』

　オリビアの言葉に、福原は小さく笑い、がつんと扉に頭をつけた。

「オリビア」

『福ふく原はらさん』

「オリビア……おまえは誰だれなんだ？」

　福原は顔を歪ゆがめて言った。

『何を言ってるんですか？』

「俺おれの知ってるオリビアは、自分のことよりも他人を心配する駄だ目めな子だった。でも、俺はだからこそ助けてあげたいと思った。でも今のオリビアは、自分のために戦ってくれている立たち花ばなや俺よりも、自分のことだけを心配している。……君はオリビアじゃない」

『何を言ってるんですか、私は私です。助けてください』

「違う。絶対に違う。オリビアじゃないよ」

『じゃあ私は誰なんですか』

「……おまえは魔ま王おうだ」

　必ずプレイヤーに立ちふさがる魔王はオリビアだったのだ。どこかで入れ替わったのだ。

　福原は絶望のあまり笑った。偽にせ物もののオリビアに案内されたこの場所はどこなのだ。姫の本当の居場所はどこか。そして、本物のオリビアは…………。

　空間が真っ黒に淀よどんでいった。絶望感から福原のデータ処理が乱れ始めた。

　魔王はゲームのノイズだったのだ。プレイヤーを欺あざむくノイズ。ミスリードされて辿たどり着ついたこの場所は真まっ暗くら闇やみだった。

　そして、そんな福原をじっと見ている真ま理り亜あがいた。

「よく気づきましたね、私は魔王ではありません。しかし……気づくのが遅かったようです」

　真理亜の背後に、意識を混こん濁だくさせた飛鳥あすかが真っ赤な血を撒まき散ちらしながら接近している。飛鳥は真理亜に猛もう然ぜんと一撃を打ち込んだ。

　[image: ]こぶしを空振りさせて飛鳥が膝ひざをつくのが見えた。飛鳥自身がバグを起こしていた。狂った数字に汚お染せんされた飛鳥のデータ。

　体を痙けい攣れんさせ床ゆかに崩くずれ落おちた飛鳥に大量のクリーナーが群むらがった。

「ゲームオーバーです」

　真理亜の冷たい声を聞きながら福原は立ちつくした。

『福原さん、助けてください』

「……黙れ」

『私はここです。助けてください』

「黙れ！」

　福原は真っ暗なデータの空間で叫び、がっくりとうつむいた。

「すまないオリビア……」

　頰ほおから涙が垂れ落ちた。何故なぜこのような暗闇にいるのか。どこで何を間違ったためにこうなったというのか。姫ひめ捜さがしの絶望的なこの結末は……。

「……福ふく原はらさん」

　小さな声が聞こえた。ゲーム機からではなかった。

「オリビア？」

「福原さん？」

「どこだ、どこにいる？」

　オリビアの声は福原の頭の中に響いていた。

「真っ暗な場所です。福原さんの声が頭の中に聞こえます……」

「……近くにいるのか？」

　福原は頭の中の声に呼びかけた。

「福原さん……こっちです。私はこっちです」

　福原は真っ暗な空間で紐ひものイメージを見た。福原に結ばれているデジタルの紐が空間の座ざ標ひように確認できた。

「今行くから……すぐに助ける」

「残念ですが、行かせることはできません」

　福原の前に真ま理り亜あのデータが立ちはだかった。

「どけ」

「できません」

「どけって言ってるだろ、この馬ば鹿か女おんな！」

　福原はすでに数値にしか見えないフィールドの中で叫んだ。

　そのとき、空間で激しく異常な数値を示すデータがあった。

　悲痛なうめき声と乱れた呼吸。激しい心音が空間に鳴り響いている。

　真理亜の背後で飛鳥あすかが立ちあがろうとしていた。飛鳥のデータは真っ黒だった。飛鳥に絡からみつく沢たく山さんのバグデータの鎖くさりは、飛鳥を錆さびつかせ真っ黒に変色させていた。

「飛鳥さんの能力を解放するには、代償となる苦痛が必要です。能力の天てん秤びんを揺らすための血です。そんな対価を払ってまで私と戦う必要はありません」

　うめく飛鳥の瞳どう孔こうが開いていく。空間に焦こげついたかのような異い臭しゆうが漂ただよった。

「や、やめてください」

　真理亜が後ずさった。

　その瞬間、激しい火ひ柱ばしらが立ちのぼった。渦うず巻まく炎ほのおは、一瞬でバグデータの鎖を焼き尽くした。

　飛鳥がゆらっと立ちあがった。それは福原の目に炎えん上じようするデータとして目に映うつった。灼しやく熱ねつの劫ごう火かは自身の体ごとバグデータを燃やしている。自みずからをも焼く飛鳥の能力解放だった。

　能力解放した飛鳥が真理亜に突つっ込こんでいった。その炎は、真理亜を巻き込んで強烈に空間データを乱した。激しい熱で空間が歪ゆがんでいる。

「オリビア、どこだ！」

　福ふく原はらは叫んだ。これが姫を助けるために作られた最後の時間だった。

「こっちです……すぐ近くです……」

　福原はオリビアの声と紐ひもをたどった。デジタルの紐は歪ゆがんだ座ざ標ひようの中でキラキラとはっきりと見える。

「ここです……私はここです」

　福原は目の前に輝くデータの集合体を見た。囚とらわれの姫のイメージ。福原が助けるべき姫のデータ。助けだす本当の姫とは……

　そのとき福原は空間の中で急激に膨ぼう張ちようするデータの集合体を見た。巨大なミサイルのイメージ。それは破は壊かいの数式だった。

　真ま理り亜あが飛鳥あすかの攻撃を受けながらもミサイルを構築している。それは今までのデータ弾だん丸がんとは比べものにならないほどの莫ばく大だいで強力なデータだった。そのデータはさらに膨張し続けている。真理亜が能力のすべてをそのミサイルに注入しているのだ。

　福原は、今にもバランスを崩くずしそうなデータ空間を紐をたどって移動した。目の前には四角い柱の座標データ。部屋の中にあった角かく柱ちゆうだった。その柱には鍵かぎ穴あながある。

「ここか……この中か？」

「……はい。私はここです」

　やはり姫はこの部屋の中だったのだ。似非えせの隣に真実を置いている。

　鍵穴に鍵を入れようとした瞬間、膨ふくれあがった破は壊かいデータの集合体が発射された。

　巨大なミサイルを飛鳥が寸すん前ぜんで躱かわした。そのままガードの開いた真理亜に突撃する。

　標ひよう的てきを失ったかに見えたミサイルは、空間を旋せん回かいすると一気に加速し福原めがけて突っ込んできた。

　最初からミサイルの照準は福原だったのだ。あのデータの直ちよく撃げきを食らったら──

　福原は震ふるえる手で鍵穴に鍵を差し入れたが扉とびらは開かない。物理的なロックではなかった。デジタルデータのロックがかかっている。開けるには簡単な数式を鍵を介かいして送ればいいだけだった。しかし、もうそんな時間は……

　硬こう直ちよくする福原に、冷酷にミサイルが突っ込んできた。

　次の瞬間、膨大なデータが爆発し、空間が真っ白に焼きついた。四し散さんしたデータで空間が強烈に震しん動どうしクラッシュした。

　悲鳴を上げて崩くずれ落おちたのは飛鳥だった。走り込んできた飛鳥がミサイルの直撃を受けたのだ。

　カチッとロックが解かい除じよされた音がした。

「開けさせません」

　真理亜が福原の右手首をつかんでいた。

　真理亜の体は飛鳥の返り血で真っ赤だった。さらに飛鳥の攻撃を受けたようで、切れた口から荒い呼吸と共に血が垂れ落ちていた。

　血を滴したたらせた真ま理り亜あが福ふく原はらを睨にらみつけている。

「終わりです」

「……終わって、ないわ」

　飛鳥あすかが真理亜の腰に組みついていた。わずかに燃え残る炎ほのおのイメージ。

「立たち花ばな」

　顔を歪ゆがめる福原に、飛鳥は小さくうなずいてみせた。

「……あ、わ、あああああ！」

　真理亜が悲鳴を上げた。

　飛鳥は真理亜の腰に組みついたまま体を後ろに反そらして投げをうった。真理亜の体が弧こを描いて床ゆかに落ちる。

　ズシンと床に重く鈍い衝しよう撃げきが響いた。飛鳥のバックドロップが真理亜に決まったのだ。

　同時に柱の扉が開いた。

「オリビア」

「……福原さん」

　福原の胸に、オリビアが凭もたれ掛かかっていた。

　下着姿のオリビアは全身にべったりと汗をかいていた。体中にパッチがついており、そのパッチから回線が伸びて箱の中の機器に接続されている。大量のコイルと管と汗にまみれたオリビアが、福原に寄り掛って目を閉じていた。

　彼女はずっとこの場所で、仮か想そう世せ界かいの座ざ標ひようを歩いていたのだ。この機械で現実のフィールドを歩いていると思わされていたのだろう。

「オリビア？」

　福原が呼びかけると、彼女は薄く目を開けた。

「……あ、本当に声が聞こえる」

　オリビアは微かすかに笑った。

「助けにきましたよ……お姫様」

　囚とらわれの姫はやはりオリビア自身だったのだ。オリビアは仮想のフィールドを歩き、福原は現実の東とう京きようを歩いた。そして、ついにふたりの座標が重なった。囚われのオリビアはこの座標に福原を導みちびいていたのだ。

　画面越しのデータでないオリビアが福原の前にいた。ゲームは画面越しにデータをやりとりするものではなかった。直接繫つながることがゲームクリアーの本線だった。

「助けてくれるって信じてました」

　げっそりとやつれたオリビアが弱々しい声を出した。

「戻ろう。現実の東京に戻って、また元どおりの生活をしよう」

「……元の生活に戻るためにはもうひとつ条件があります」

　横を見ると、真ま理り亜あが痙けい攣れんする飛鳥あすかを抱いていた。

「それはパルスの消しよう滅めつです。彼女は消滅しかけているとはいえ、まだ残っています。それを上手うまく消滅させてください。同時にビリオンゲームのすべての記憶も消してください。それが解放の条件なのです」

「俺おれが？」

「そうです。姫を助けだしたということは、福ふく原はらさんはパルスを介かいして彼女と繫つながっています。あとは簡単です。デジタル的にデータ処理をすればいいだけですから」

　オリビアがぎゅっと福原の体をつかんだ。

「嫌です。記憶を失うのは嫌です」

「なんで？　苦しくて醜みにくいゲームの記憶なんて……」

「そうです。苦しくて醜いゲームでした。でも、その中だからこそ、本物を見つけたような気がします。普通の生活じゃ絶対見つからなかったものです」

「でも……」

「世界には沢たく山さんの情報があって、そのほとんどが偽にせ物ものです。だからどれが本当のものだかわからなくなるんです。でも、私はこのつらいゲームの中で真実を見つけることができました」

「元の生活に戻るためにはそうするしかないんだよ」

「嫌です、忘れたくありません。それだったら、このまま……」

「駄だ目めだ」

「でも、この記憶が消えたら、この私自身だって消えちゃいます」

「残ってるよ。オリビアのためにみんながこれだけがんばったんだ。俺おれも憶おぼえてるし、飛鳥あすかだって舞まいだって。そのデータはずっと世界に残ってるし、決して消えることはない」

「……そんな言い方ずるい。私、福ふく原はらさんのこと好きです」

「ごめん。俺はオリビアを見てなかった。オリビアを見ているふりをして、姉さんを見てた。助けたかった姉さんを、ただオリビアに重ねてた」

　オリビアは福原にもたれかかったまま目を閉じた。

「お姉さんを捜さがすの手伝ってもいいです。また、戻ってお姉さんを……」

「オリビアのゲームはこれで終わりなんだ」

　福原は首を振った。

「私じゃ手伝えませんか」

「オリビアとは一いつ緒しよの方向は見られないと思う」

　福原は横を向いた。ぐったりと倒れている飛鳥を見て胸が痛んだ。

「……わかりました」

　オリビアは小さくうなずいた。

「夜空の星も自分の目で見て、データじゃない本物の雨を浴びるべきだよ」

「でも私、忘れません。忘れたとしても、また福ふく原はらさんを見つけると思います。どんな場所にいても見つけます。町の雑ざつ踏とうの中でも莫ばく大だいな量の数字の中でも、たとえ月にいたって……」

　オリビアが流した涙の滴しずくが床ゆかに垂れ落ちた。

　そんなデータはクリーナーによって消去されることなく空間に霧む散さんして溶けた。

　ゲーム機からファンファーレが流れていた。

　キラキラ光るデータが降り注いでいた。そのデータは未いまだに歪ゆがんでいた空間データを修しゆう復ふくしていった。福原が降らせたデータの雨だった。

　雨を浴びたクリーナーは再び機能を取り戻し、床で倒れていた飛鳥あすかの痙けい攣れんが治おさまった。

「……あなたたちには、負けました」

　真ま理り亜あが降ふり注そそぐデータを浴びながらつぶやいた。

　そんな光の雨の中を、妖よう精せいが飛び回っているのが見えた。妖精はオリビアの肩かたに座ってにこりと微笑んだ。

　囚とらわれの姫を救う旅が終わった。
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　夏休みに入っているためか、夜の街はにぎわっていた。

　ケヤキの街がい路ろ樹じゆは発光ダイオードの光で飾られ、どこかに設置されたスピーカーからは軽いジャズが流れている。

「評価額一千万のゲームだったから、これで福ふく原はらもランキングが手に入った。ランキングを持っていると何かと行動しやすいわよ」

　目の前で舞まいがレポート用紙をめくっている。

　福原はストローに口をつけアイスコーヒーを飲んだ。ふたりはショッピングストア前のオープンエリアのテーブルに座っていた。

　目の前の並木道を沢たく山さんの人々が歩いている。映画館などもあるアミューズメント型複合施設なので、休みは人の出入りが激しいのだ。

　福原はそんな人の流れに、ただ視線をやった。ゲーム中は有害だった人のデータは、今では福原の心を落ち着ける存在だった。街には沢山のノイズともいえるデータが流れているが、そんなデータがなければ見たくないものを見なければいけなくなる。

「あのゲーム、最終的にゲームクリアーしたのは福原だけ。プレイヤーサイドにリスクがない分、最後のトラップに気づきにくかったりとかしたようね」

「……魔ま王おうか」

「魔王の居きよ城じように入ったときに完全にキャラクターが入れ替わり魔王になるといった設定だったみたい。相当深く交流していないと気づかなかったでしょうね。画面越しに見つめるだけじゃ無理だった。だから一週間と長い期間が設定されていた」

「ナイトはゲーム中どこにいた？」

「ずっと箱の中。意識レベルを低下させて、本物の空間を歩いているように思わせていた。体中に張はり巡めぐらせた電極で動きや痛みの再現をした、ということ。要するにゲームフィールドは仮か想そう空くう間かんだったのね。パルスと科学を使って作った仮想空間」

「他のプレイヤーはどうなった？」

「結構被害が出たみたい。暴ぼう発はつもあったし、肉体的にもダメージを受けたプレイヤーもいる。結果的にリスクの高いゲームになったわね。やっぱり、最近の囚しゆう人じんゲームはちょっと強ごう引いんなのかも」

「強引にやらざるを得ない理由もあるんだろうな」

　福原はため息をついて夜の街並みを眺ながめた。ゲーム中に感じた孤立した感覚はなかった。この街は福原をデータの一部として受け入れてくれていた。

「このまま能力をアピールすれば、意い外がいに早く目的達成となるかもしれない。そうすれば、福原にとってのゲームは終わる」

「……たとえ目的を達成しても、ゲームを終えるかはわからないよ」

　福ふく原はらが言うと、舞まいはいぶかしげに首を傾かしげた。

　能力者たちの未来はどうなるかわかならない。そして、そのとき福原の選択するべき行動もわからない。しかし、行動を選択できる能力は持っておきたかった。

　そして、自分の目的だけでなく、彼女の目的にも力を貸してやりたいと思った。今回のゲームで傷ついてくれた彼女としばらく一いつ緒しよに歩いてもいいと思った。

「まあ、ゆっくり休むことね。能力の連続使用の反動でやっぱり疲れてる。飛鳥あすかもずっと部屋で寝たきりだし」

　舞はレポート用紙をテーブルの上でトンとそろえた。

「立たち花ばなはどうだった？　傷のほうは？」

「これから行くけど、一緒に見に行く？」

「そうしよっかな」

「……え、本当に行くの？」

　舞は意い外がいそうに福原の顔を見た。

「無む防ぼう備びな姿で寝てるからなあ。あと、暇ひまらしくて最近料理を始めて、キラキラした目で私に食べさせるんだけど、その料理がねえ……。でも、必ずいい点を見つけて褒ほめないと駄だ目めだからね。他にも変な人形があったりするけど突っ込んじゃ駄目とかいろいろルールがあるから」

「わかったよ」

　福原は苦にが笑わらいをした。

「私、先に行ってる。福原は重要な用件があるでしょ。そろそろ時間よ」

　舞は立ちあがると、皮肉げに笑った。

「舞も一緒に会ってくれよ。……ちょっと怖こわくて」

「駄目よ」

　舞は首を振った。

「あなたは勝ったのよ。これはゲームの勝者のあなたが作ったものだわ」

　舞は福原に優しく微笑ほほえみかけると、並木道を歩き去っていった。

　福原は舞の後ろ姿を見送ったあと、逆方向に並木道を歩き始めた。

　旅の途と中ちゆう、あんなにもくすんで汚きたなく見えた街はキラキラと輝いていた。この街が好きだったことに、旅を終えた今気づいた。灰色のコンクリートの街は心地よい場所だったのだ。

　まだ約束の時間ではなかったが、すでに彼女は並木道沿いのベンチに座って待っていた。

　福原を見つけてベンチから立ちあがったのはカレンだった。デニムのミニスカートに小さなノースリーブのシャツとラフな格かつ好こうをしている。

「待ってたわよ」

　カレンは肩かたに掛かかった三つ編みを払ってにこりと笑った。

「こんばんは、女王様」

「もうそのゲームは終わってるわ」

　カレンは少しだけ怒った顔をした。

「でも……ゲームのエンディングはまだね。いいわ、さらった姫を返してあげる」

　カレンの視線に、横に座っていたもうひとりの女性が立ちあがった。

　福ふく原はらにじっと視線を向けているのはオリビアだった。ブラウスとチェックのスカート姿。学校の制服のようだ。彼女の背後の電飾がチカチカと点てん滅めつしており、福原は目を細めた。

「こちらが福原さん。事故で記憶を失ったあなたを少しだけ助けた人なの」

　カレンがオリビアに福原を紹しよう介かいした。

「お世話になりました」

　オリビアは福原に深く頭を下げた。

　オリビアが囚しゆう人じんゲームに身を投じ姿を消した期間は一ヶ月ほどだった。囚人ゲームサイドがどう理由づけして彼女の空白を埋めたのか、詳しよう細さいは知らない。

「じゃあ、私は行くから」

　カレンは頭を下げるオリビアに微笑ほほえみかけてから、福原に顔を近づけた。

「ゲームクリアーおめでとう。……でも、あなたのゲームはまだ始まったばかりよ」

　カレンは福原にそう囁ささやき立ち去っていった。

　取り残されたふたりは、視線を合わせながらしばし沈黙した。

「……私、全然憶おぼえてなくて……すいません」

　オリビアは上うわ目め遣づかいで福原を見ている。

「それは仕方ないよ」

　福原は首を振った。オリビアがどのような説明を受けているのかわからないので、福原も下手へたなことを言うわけにはいかなかった。

「よかったら、話を聞かせてくれませんか」

「いや、大したことじゃないし。俺おれ、これからちょっと用事があるから」

　本当に解放されたことを確認すれば、それだけでよかった。

「そうですか」

　オリビアは残念そうにうなずいた。

「じゃあ、体に気をつけて。東とう京きようもいろいろ危険があるから」

「はい」

「えっと……名前はなんだっけ」

「え？」

「いや、なんでもない」

　福原は首を振った。彼女は福原にとってオリビアでよかった。

「…………」

「どうしたの？」

　福ふく原はらは首を傾かしげるオリビアに聞いた。

「いえ、何か大切なことを忘れているような気がして……」

「気のせいだと思うよ。思いださなきゃいけないほど大切なことなんて、記憶を失っていたときに起こってないよ」

　福原が言うと、オリビアは少しだけ寂さびしげな顔をした。

「俺おれはこれで」

　福原は手を振ってオリビアに背を向けた。

「ありがとうございました、福原さん」

　ふたりは並木道を逆方向に歩き始めた。

　オリビアは一度だけ福原を振り返った。

　福原が振り返ってみると、歩き去っていくオリビアの後ろ姿が見えた。

「……さようなら、オリビア」

　再び歩き、もう一度振り返ったときには、彼女の姿は街の雑ざつ踏とうの中に消えていた。
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　あとがき




「読者の皆さん、こんにちは。土ど橋ばしの担当編集です。現在私は東京競馬場に来ています。何故なぜこうなったかは、前巻と前々巻を参照してください。で、とりあえず彼を呼んでみますね。

　……おーい、土橋くーん。ちょっと、こっち来てー」

「……なんですか、美女編集さん。ちょっと今すっごく忙しいんですけど。録音？　もういいんじゃないですか？　こういうのって、本当にやってるのがわかったらドン引かれるよね。ということで、残りは俺のブログとかで引き取るから」

「あんた、ブログどころかインターネット環境すら持ってないじゃない。この前、私がデータ送ったからチェックしてねって電話したら、雨が降っているからネットカフェに行くの嫌です、ってきっぱり断ことわりやがったでしょ。そのこと私、未いまだに根ねに持ってる」

「でも、レポはやりたくないなあ。変な同情されそうで、なあ、チート……うわっ、どうしたチートイツ（二巻著者近影参照）、その呆ぼう然ぜん顔がおは。おまえカチンコチンじゃないか……」

「チーちゃんはね、さっき私と芝しば生ふの方で遊んでたら、子供が近寄ってきて触さわられまくってこんなになっちゃった」

「チーは五年前に道ばたで拾ひろったんだけど、野良時代のトラウマなのか子供が苦にが手てなんだよね。さっきは人妻と子供に触らせてくれって言われたんだけど、チーが人妻のほうの服の中に潜もぐり込こんじゃってさ、そのとき俺おれはチーを叱しかる振りをしながら人妻の服の中に手を……」

「やめろっ、今日は外だから。いつもの建物の中の打ち合わせノリでやらないで。ていうか、そのシーン私見てたよ。大負けした直後だったのに、へらへらしてさあ……がっかりよ」

「あのさあ、この競馬って、二倍にしてどっかに寄付するみたいな感じでしょ。ということは、人妻のおっぱい触っても正義で許されちゃうんだよ。だって、チャリティーだもん」

「……こいつ本当に最低だな」

「まあ、気を取り直してメインレースをやるか。現在の状況は、９Ｒ終わって三勝六敗」

「土橋君が電撃倫に引っかかるほど負けちゃったので、８Ｒまではカットすることになってしまいました。なので、レポはメインだけです。ちなみに単位は円じゃなくてオーレです」

「じゃあ、美女編集さん、なくさないようにって首から提さげる財さい布ふを渡してただろ。それ全部ちょうだい。10Ｒのメインに突つっ込んで逆転する」

「え、確かに三十万オーレほど預かってるけど……ねえ、計算がおかしいわ。外はずれ馬券の束を見てみると、まだ相当残っているはずよ」

「……実は、東京だけじゃなく京都も買ってたんだよね。でも、全部外しちゃった、テヘっ」

「え……ううっ、あうあう……」

「ん？　美女編集さん？」

「……うう……うわーん！　ごめんなさーい、読者の皆さんごめんなさーい。みんなが払はらったお金の一部が無む駄だになってしまいましたあー。ここまでヘボだったなんて……」

「大丈夫だよ。このあとがき、全部噓うそだから。噓んこファンタジーだから」

「そっか、噓なんだ……なわけねえだろ！　この外れ馬券の束は現実だよ。リアル・ザ・ドキュメントだよっ。あーん、もうダメだ、涙が止まらないよお」

「うろたえるなペチャパイ！　俺はメインで必ず勝つ。美女編集さん、メインを取ったら俺と付き合ってくれ。実は好きだ」

「え、え、いきなり、そんな、あんたメチャクチャね。でも、でも負けちゃったら……」

「負けない」

「でも……こんなネタな感じはダメ。付き合うんだったらちゃんと告白してくれないとやだ」

「メインを取ったら、花束を買いに行って、レストランを予約して、ちゃんと告白する」

「……はい」

「…………三十万オーレで買ってきた。怖こわいから枠連三点買いした。必ず当たる」

「始まったわよ。……いけー、あっ、来る、来たー、やった…………あれっ」

「……………………終わった」

「……みんな解散ね。今日はお疲れ様でした。直帰という感じで終了しまーす」

「ちょっと待て、まだ最終レースがあるじゃん」

「髪かみ引っ張らないでよ！　もうお金は残ってないでしょ」

「貸してくれ。倍にして返す」

「あんた、なに言ってるの。お金はあるけど貸すわけないじゃない。この馬鹿、ヘボ、負け犬、グズ、髪フェチ、へたれ、セクハラ野郎、ボンクラ、おたんこなす！」

「頼む。必ず勝てるから……俺を信じてくれ、ラストチャンスを……」

「……惨みじめだな。なんていうか、勧かん善ぜん懲ちよう悪あくみたいなオチだったわね……あれ、何してるのよ、みんな財布取りだして……」

「あ、ありがとう。優しい……優しいおじさん」

「……わかったわよ！　私も貸すわよ。ほら、今日持ってる全財産五万オーレ」

「みんなありがとう。絶対勝つから。勝って戻ってくるから。こうなったら、家や賃ちん分ぶんだけ確保しようって、こっそり隠かくしていた八万オーレ分の勝ち馬券も換かん金きんしてつぎ込む。じゃあ、行ってくる。みんなありがとう。ありがとう美女編集さん。ありがとう電撃文庫！」

「がんばってね土橋君！　……ということで、あとがき競馬レポはこれで終わりでーす。ちなみに、この話はすべてフィクションということになったので、苦情やクレームは受け付けていませーん。全部噓です。このあとがきはファンタジーです。絶対まねしないでね。

　ということで、応援してくれた皆さんありがとう。読者のみんなにありがとう。お馬さんにありがとう、イラストレーターの白ちゃんにありがとう。この本の制作に関わってくれた関係者にありがとう。ありがとう、ありがとう、ありがとう……

　──すべてのみんなにありがとう！」
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日生まれの水瓶座のＢ型。趣味はキャンプとロッククライミング。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で第13回電撃小説大賞[image: ＜]金賞[image: ＞]を受賞し、デビュー。念願の作家になっても、なぜか生活が楽にならない府中市民。
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イラスト／白しろ身み魚ざかな

Ｂ型の血液を持ち、ミックスジュースと吉本ばななが好きなイラストレーター。『扉の外』で文庫のイラストレーターデビュー。夢が実現されて、ただいまてんてこ舞い中。
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